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Cover Story
山陰海岸国立公園内にある鳥取県岩美町は兵庫との県境に
あり、いくつもの美しい海岸がつづく。その一つが城

しら

原
わら

海岸
であり、海から突き出た形の菜種五島の光景は目にまぶしい。
また海水浴に適した陸

く

上
がみ

海岸に打ち寄せる白い波頭が砂浜
に押し寄せ美しく描き出していた。

（Photo and Words by 樋口健二）
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其
の
七
十
五

東 京 の 夜 景 美

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル

が
林
立
す
る
千
葉
県
浦
安
市
や
江
戸
川
区
葛
西
は
１
９
５
０
年
代
後

半
ま
で
は
浅
草
海
苔
の
名
産
地
で
あ
っ
た
。
私
は
当
時
、
信
州
の
寒

村
に
暮
ら
し
冬
場
の
三
年
間
は
出
稼
ぎ
で
海
苔
運
び
を
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
頃
、
漁
村
は
茅
葺
き
屋
根
が
軒
を
連
ね
、
江
戸
時
代

を
彷
彿
と
さ
せ
る
風
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
街
並
み
が
現
存
し
て
い
た

ら
恐
ら
く
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
光
景
も
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
年
）
を
境
に
一
変
す

る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
首
都
圏
を
含
め
た
巨
大
開
発
に

よ
っ
て
京
浜
・
京
葉
工
業
地
帯
が
発
展
を
つ
づ
け
、
東
京
の
人
口
も

１
２
７
０
万
人
を
超
え
る
大
都
市
と
な
っ
て
今
日
に
至
る
。
東
京
湾

臨
海
開
発
に
伴
い
、
き
ら
び
や
か
な
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
誕
生
を
見

る
。
写
真
の
お
台
場
も
海
浜
都
市
の
様
相
を
呈
し
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
、
高
層
ホ
テ
ル
、
テ
レ
ビ
局
等
が
建
ち
並
び
、
幻
想
的
な
光
景
が
、

運
河
に
反
映
し
、
夕
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
。
夜
景
美
は
光
を
集

約
し
目
に
眩
し
い
ば
か
り
だ
。

（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
） 
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内
閣
官
房
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
設
立
準
備
室

が
発
足
し
た
の
が
２
０
１
４
年
７
月
25
日
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
、「
地

方
創
生
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
丸
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
地
方
版
総
合
戦
略
の
作
成

に
追
わ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
方
創
生
の
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で

あ
る
自
治
体
が
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
意
味
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
は
「
地
方
版
総
合
戦
略
の
早
期
か
つ
有

効
な
策
定
・
実
施
に
は
手
厚
く
支
援
（
す
る
）」
と
言
い
、
戦
略
づ
く

り
と
「
手
厚
い
支
援
」
を
セ
ッ
ト
化
し
た
。
そ
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
、

一
部
の
自
治
体
で
は
、
総
合
戦
略
を
「
で
き
る
だ
け
早
く
、
で
き
る
だ

け
国
に
気
に
入
ら
れ
る
も
の
を
作
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
金
を
獲
得

す
る
」
手
段
と
認
識
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
市
の
幹
部
は
、「
時
間
が

か
か
る
住
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
は
ス
キ
ッ
プ
し
、
早
く
お
金
を
獲
得
し

て
、
必
要
で
あ
れ
ば
住
民
に
は
そ
の
後
に
参
加
し
て
も
ら
え
ば
良
い
の

で
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
て
で
き
た
計
画
は
ほ
ん
と
う
に
「
動
く
計
画
」
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
ま
で
住
民
参
加
の
仕
組
み
を
整
え
て
き
た

自
治
体
が
、
そ
れ
を
使
わ
ず
に
、
交
付
金
の
獲
得
だ
け
を
目
標
と
し
て
、

行
政
内
部
だ
け
で
地
域
の
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
め
て
し
ま
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
代
償
は
大
き
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
で
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。「
地
方
創
生
」
の
中

で
活
発
化
し
て
い
る
移
住
者
支
援
で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
は
、
独
自

に
子
ど
も
の
医
療
費
や
保
育
料
の
無
償
化
等
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
中

に
は
、
条
件
を
満
た
す
移
住
者
に
現
金
や
商
品
券
を
交
付
す
る
自
治
体

も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
さ
ら
に
過
熱
す
れ
ば
、
全
自
治
体

を
巻
き
込
ん
だ
消
耗
戦
と
な
り
、
共
倒
れ
と
い
う
結
末
に
な
る
こ
と
は

容
易
に
予
想
で
き
る
。
し
か
も
、
移
住
者
自
身
は
、
そ
の
よ
う
な
優
遇

策
を
歓
迎
し
つ
つ
も
、移
住
を
決
定
づ
け
た
の
は
、む
し
ろ
地
域
の「
人
」

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
人
」
と
は
、
先
輩
移
住
者
で
あ
っ
た
り
、
自

治
体
の
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
集
落
の
世
話
役
で
あ
っ
た
り
す
る

が
、
彼
ら
は
「
あ
の
人
が
い
た
か
ら
、
こ
こ
に
決
め
た
」
と
断
言
す
る
。

そ
の
「
人
」
の
背
景
に
は
、
地
域
が
あ
る
。
地
域
が
輝
き
、
そ
し
て
人

が
輝
き
、
そ
れ
を
目
指
し
て
移
住
者
は
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
地
方
創
生
」
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
動
き
に
共
通
す
る
こ
と
は
、「
地

域
を
磨
き
、
人
の
魅
力
を
高
め
る
」
と
い
う
地
域
づ
く
り
の
核
心
が

忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
を
磨
く
の
は
、
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
住
民
自
身
で
あ
り
、
外
部
支
援
は
そ
の
こ
と

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
有
効
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
い
ま
ま
で
も
「
結
局
、

地
域
は
内
発
的
に
し
か
動
か
な
い
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。

３
年
目
に
入
ろ
う
と
す
る
地
方
創
生
は
、
こ
の
原
則
に
立
ち
返
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
お
だ
ぎ
り　

と
く
み
）

巻　頭　言

1 巻頭言 観光文化230号 July 2016

３年目の「地方創生」
明治大学農学部　食料環境政策学科　地域ガバナンス論研究室　教授　　小田切　徳美

230巻頭言.indd   1 2016/07/01   10:12



政
府
が
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
進

め
て
い
る
「
地
方
創
生
」
は
、
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
日
本
全
体
の
活
力
を
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
連
の
政
策
で
あ

る
。
中
で
も
観
光
は
、
地
方
に
お
け
る
定

住
人
口
の
減
少
を
、
交
流
人
口
の
増
大
と

消
費
拡
大
、
そ
し
て
雇
用
創
出
に
よ
っ
て

達
成
し
よ
う
と
い
う
点
で
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地

方
で
先
行
的
か
つ
急
速
に
進
む
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
や
近
年
の
急
激
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
「
人
手
不
足
」

が
顕
在
化
し
、
十
分
な
受
入
環
境
が
整
わ

な
い
観
光
地
も
少
な
く
な
い
。

1
2

「
地
方
創
生
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方

振
興
・
地
方
活
性
化
と
何
が
違
う
の
か
、

こ
の
政
策
の
狙
い
、
枠
組
み
、
そ
の
中
で

果
た
し
て
観
光
は
ど
こ
ま
で
機
能
す
る
の

か
、
特
集
１
で
は
そ
の
期
待
と
限
界
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

1
「
地
方
消
滅
」
の

シ
ョ
ッ
ク
と
地
方
創
生

我
が
国
の
国
土
政
策
は
、全
国
総
合
開

発
計
画
（
注
１
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
貫
し
て「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」を
目

指
し
て
、大
都
市
圏
に
集
中
し
た
“
人
口
”

と“
産
業
”
を
地
方
へ
移
転
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
お
そ

ら
く
人
口
が
増
加
し
、
右
肩
上
が
り
の
時

代
に
は
有
効
に
機
能
し
た
政
策
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
明
ら
か
に
節
目
が

変
わ
っ
た
の
は
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
り
、
５
次
に
わ
た
る
全
総
計
画
か
ら
国

土
形
成
計
画
（
注
２
）
へ
と
法
制
度
が
抜
本

改
正
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
に
加
え
て
人
口

減
少
社
会
へ
の
危
機
が
意
識
さ
れ
始
め
て

か
ら
で
あ
る
。
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

11
月
、国
土
審
議
会
計
画
部
会
が
取
り
ま

と
め
た「
国
土
形
成
計
画（
全
国
計
画
）に

関
す
る
報
告
」
に
は
、
時
代
の
潮
流
と
国

土
政
策
上
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に

「
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
急

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」の
創
生
と
観
光

―
―「
地
方
創
生
」
の
ジ
レ
ン
マ
と
本
特
集
の
構
成

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長

梅
川  

智
也

観光文化230号 July 2016

観光地における雇用環境を考える
｜｜「地方創生」と観光

特 集

本
年
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
と
な
っ
た
熊
本
県
は
も
ち
ろ
ん
、
震
災
後
の
い
わ
ゆ
る
「
風
評
被
害
」
に
よ
っ
て
困
難
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
観
光
地

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
観
光
復
興
を
当
財
団
一
同
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
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速
な
高
齢
化
の
進
展
」
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
後
、「
地
方
創
生
」
政
策
へ
の
道

を
開
い
た
の
は
２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

８
月
に
発
表
さ
れ
た
“
８
９
６
の
消
滅
可

能
性
都
市
”（
注
３
）
の
リ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

そ
の
波
紋
は
大
き
く
、
す
ぐ
さ
ま
今
号
の

巻
頭
言
を
お
願
い
し
た
明
治
大
学
の
小
田

切
徳
美
先
生
な
ど
地
方
に
軸
足
を
置
く

実
践
型
の
研
究
者
に
よ
る
反
論
（
注
４
）
が

相
次
い
だ
。
そ
う
し
た
中
で
政
府
は
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針（
骨
太

の
方
針
）」
に
早
速
取
り
上
げ
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
が
設
置
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
な
ど
関
連
法
が

成
立
、
翌
年
早
々
に
は
人
口
減
少
の
克
服

に
向
け
た『
長
期
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』と
５

カ
年
の
『
総
合
戦
略
』
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、都
道
府
県
や
基
礎
自
治
体
に
も「
人

口
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と「
総
合
戦
略
」の

策
定
を
努
力
目
標
と
し
た
（
図
１
）。

観光地、特に温泉地などの現場の方々から最近「人手不足」という話をよく耳にします。

急速な訪日外国人の増加が影響しているものと推察しますが、

必ずしもそれだけで説明できない構造的な要因が潜んでいることは想像に難くありません。

観光立国の推進は、まち・ひと・しごとを創出し、大都市や海外から＂人＂＂金＂＂情報＂を地方へ移転する、

まさに「地方創生」の牽引車と考えられます。その受け皿となる観光地が「人手不足」「人材不足」では、

地方創生の実現に影響を及ぼしかねません。まさに、それは地方創生のジレンマと言えるのではないでしょうか。

本号では、観光産業、特に宿泊産業を中心に観光地における雇用環境の現状を多面的に把握し、

雇用と人材に着目することの重要性や雇用の維持・向上に向けた今後の方向性について考察します。

3 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集1「まち・ひと・しごと」の創生と観光——「地方創生」のジレンマと本特集の構成

図１ 我が国の国土政策の流れ

2014年
（H26）
安倍内閣

＜基本目標＞
開発方式等

＜多様性と連携によ
る国土･地域づくり＞
対流促進型国土の

形成

①地域格差の縮小
低開発地における自然資源立脚型観光開発

②交流・親善
都市観光開発による国際交流や都市農村交流

観光政策の方向性

○広域観光ルートの形成
○大規模観光開発基地の建設
○自然観光レクリエーション地区・大規模海岸性

レクリエーション基地の建設

●国土管理政策における観光 
○自然・文化資源の保護と活用 
○水系・森林・海域の利用

●国民生活基盤の整備政策における観光

●リゾート地域の整備 
○地域都市の国際交流拠点
○山岳・海洋地域でのリゾート開発
○農山村での長期滞在リゾート整備

●国内および国外からの観光の振興 
○地方圏への外国人客誘致など国際観光の振興 
○国内観光の振興　グリーンツーリズム、バリア

フリーなど

●東アジアとの円滑な交流・連携　
観光立国の実現

●持続可能な地域の形成　
二地域居住、交流・連携の核となる場づくり

●「新たな公」を基軸とする地域づくり
地域の発意･活動による地域資源の発掘活用

●国の光を観せる観光立国の実現 
○国際観光需要の積極的な取り込み 
○「交流人口」の増加、「滞在人口」の拡大 
○内外の富裕層に対応した取り組み創出

●田舎暮らしの促進 
○「協働人口」（「二地域生活･就労」促進）の拡大

●個性ある地方の創生/共助社会づくり 
「人の対流」の推進･活用

●グローバルな活躍の拡大　　
観光立国に対応した国土づくり

●国土基盤の維持･整備･活用　　
「ストック効果」の最大限の発揮（道の駅等）

国土のグランド
デザイン2050

国土総合開発法

国土形成計画法

1962年
（S37）
池田内閣

1969年
（S44）
佐藤内閣

1977年
（S52）
福田内閣

1987年
（S62）

中曽根内閣

1998年
（H10）
橋本内閣

＜地域間の均衡
ある発展＞

拠点開発構想

＜豊かな環境の
創造＞

大規模開発プロ
ジェクト構想

＜人間居住の
総合的環境の

整備＞
定住構想

＜多極分散型
国土の構築＞

交流ネットワーク
構想

＜多軸型国土構造形
成の基礎づくり＞
参加と連携による

国土づくり

全国総合開発計画
（全総）

新全国総合開発計画
（新全総）

第三次
全国総合開発計画

（三全総）

第四次
全国総合開発計画

（四全総）

21世紀の国土の
グランドデザイン

我が国の国土政策の流れ

2008年
（H20）
福田内閣

2015・16年
（H27・28）

安倍内閣

＜「開発」基調から「成
熟社会型の計画」へ＞
国主導から分散型の

計画づくり

＜「コンパクト＋ネット
ワーク」の形成＞

対流促進型国土の
形成

国土形成計画
（全国計画、
広域地方計画）

新たな国土形成計画
（全国計画、
広域地方計画）

現在 現在

地方創生
まち・ひと・しごと

創生本部
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2
「
地
方
創
生
」と
は
…
…

戦
後
、
我
が
国
で
常
に
語
ら
れ
て
き
た

政
策
テ
ー
マ
が
地
方
の
振
興
で
あ
り
、
活

性
化
で
あ
る
。
今
回
の
地
方
創
生
は
こ
れ

ま
で
の
地
域
再
生
や
地
方
振
興
、
地
方
の

活
性
化
と
何
が
違
う
の
か
。
こ
れ
ま
で
の

延
長
線
上
に
あ
る
の
か
な
い
の
か
。
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
枠
組
み
や
制
度
が
あ
る
の

か
…
…
。

一
言
で
言
え
ば
、「
国
が
枠
組
み
と
推

進
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
潤
沢
な
予

算
（
地
方
創
生
交
付
金
）
を
確
保
し
、
国

と
地
方
が
人
口
減
少
社
会
の
危
機
感
を

共
有
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
を
地

方
自
ら
に
策
定
さ
せ
た
こ
と
」
で
あ
ろ
う
。

地
方
が
自
ら
の
地
域
に
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
地
域
の
資
源
を
磨
き
上
げ
、
独
自

の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
自

立
し
た
地
域
が
連
携
し
、
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
地
方
創
生
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を

国
主
導
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
関
す
る
議

論
は
必
要
で
あ
り
、
い
つ
か
将
来
今
回
の

地
方
創
生
政
策
の
総
括
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

２
０
１
４
年
度
補
正
予
算
と
し
て
閣
議

決
定
さ
れ
た
地
方
創
生
先
行
型
の
交
付
金

は
、１
７
０
０
億
円
規
模
。
続
く
、地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
に
は
１
０
０
０
億
円
、

１
／
２
補
助
な
が
ら
地
方
創
生
推
進
交
付

金
は
１
０
０
０
億
円
…
…
な
ど
の
財
政

支
援
、
そ
し
て
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

や「
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
」…
…
な

ど
の
人
的
支
援
、
ま
ち･

ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
に
よ
る
手
厚
い
情
報
提
供
や
情

報
共
有
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
…
…
な
ど
の

情
報
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
た
異
次
元
の
フ
レ
ー
ム
で

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

地
方
が
や
り
た
い
政
策
や
事
業
の
提
案
を

受
け
、
そ
こ
に
国
が
予
算
と
人
、
そ
し
て

情
報
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う
新
し
い
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
。
補
助
金
で
は
な
く
、
交

付
金
と
い
う
言
葉
か
ら
も
そ
の
趣
旨
は
理

解
で
き
る
が
、
ま
だ
“
国
が
主
導
す
る
地

方
創
生
”
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
は
依
然
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

3
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
と
総
合
戦
略

地
方
の「
ま
ち
」を
活
性
化
し
、「
ひ
と
」

を
い
き
い
き
と
し
、「
し
ご
と
」
を
創
っ
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
日
本
社
会

を
維
持
す
る
、
そ
れ
が
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
で
あ
り
、「
人
口
減
少
の
歯

止
め
」
と
「
東
京
一
極
集
中
の
是
正
」
が

明
確
に
謳う

た

わ
れ
て
い
る
。

国
の
総
合
戦
略
の
「
基
本
目
標
」
は
、

①
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創

出
す
る

②
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と

地
域
を
連
携
す
る

の
４
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
政
策
パ
ッ

4観光文化230号 July 2016

図２ 地方創生の枠組み―まち・ひと・しごと創生基本方針2016

１．地方創生をめぐる現状認識 
◎人口減少の現状
◎東京一極集中の加速
◎地域経済の現状

２．地方創生の本格展開 

各分野の政策の推進地域 地域特性に応じた戦略の推進 多様な支援

①地方にしごとをつくり、安心
して働けるようにする（ローカ
ル ・アベノミクスの実現）

②地方への新しいひとの流れを
つくる

③若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる（地域ア
プローチによる少子化対策の
推進）

④時代に合った地域をつくり、
安心な暮らしを守るとともに、
地域と地域を連携する

各分野の政策推進に加え、過度
な東京一極集中や人口減少の進
行を踏まえ、地方創生の一層の
推進を図る観点から、地域特性
に応じ、取り組みが遅れている
課題について戦略・事業を強化

①東京圏への若者の転出が多い
政令市・県庁所在市等

②今後急速な社会減および自然
減が予想される地域

地方創生版
三本の矢

情報支援

人材支援

財政支援

出典：「まち・ひと・しごと創生基本方針2016」の概要を簡略化した
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る
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、温
泉
地
で
は
「
人

手
不
足
」「
人
材
不
足
」
と
な
っ
て
い
る
。

全
般
的
に
地
方
経
済
は
右
肩
上
が
り

の
成
長
は
見
込
め
ず
、
生
産
性
も
下
が
っ

て
い
る
た
め
、若
い
人
を
引
き
付
け
る「
相

応
の
賃
金
」「
安
定
し
た
雇
用
」「
や
り
が

ケ
ー
ジ
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価

指
標
）
が
設
定
さ
れ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
っ
て
計
画
監
理
が
行
わ
れ
る
と
い

う
仕
掛
け
で
あ
る
。

地
方
に
お
け
る
総
合
戦
略
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）

（
注
５
）と
い
う
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
が

準
備
さ
れ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

各
種
統
計
・
分
析
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

4
観
光
は
地
方
創
生
の
柱

と
な
る
の
か

︱
地
方
経
済
が
衰
退
し

て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
人
手
不
足

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
代
表
的

な
政
策
の
柱
が
「
観
光
」
で
あ
る
。
地
方

に
人
を
呼
び
込
ん
で
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
３
つ
の
創
生
を
達
成
す
る
。
そ
の
成

功
例
は
観
光
地
の
中
で
も
「
温
泉
地
」
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
地
方
の

「
温
泉
」
と
い
う
地
域
資
源
を
活
か
し
て
、

宿
泊
業
、
物
販
業
、
飲
食
業
な
ど
を
興
し
、

雇
用
（
し
ご
と
）
を
創
出
す
る
と
い
う
、

温
泉
地
は
地
方
創
生
の
牽
引
車
と
言
え

い
の
あ
る
仕
事
」
が
提
供
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
観
光
の
課
題
は
何
か
、
弱

点
は
何
な
の
か
を
挙
げ
て
み
る
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

①
平
和
が
大
前
提
、
災
害
に
弱
い
、
風

評
被
害
…
…
消
費
者
心
理
（
出
控
え

な
ど
）
に
影
響
さ
れ
や
す
い
。

②
需
要
が
拡
大
し
な
い
…
…
少
子
高
齢

化
に
よ
っ
て
国
内
市
場
の
低
迷
が
続
く
。

5 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集1「まち・ひと・しごと」の創生と観光——「地方創生」のジレンマと本特集の構成

＜コラム＞観光の地域振興効果について
　改めて「観光の地域振興効果」を整理したのが図３である。経済的な側面だけでない、
社会的な側面での効果も期待されており、そのバランスと相乗効果に着目する必要が
ある。稼ぐこと、経済効果だけを目的とした観光振興は、持続可能とは言い難いと言
われている。

出典：（公財）日本交通公社

図３ 観光の地域振興効果

観光・交流人口の増大

観光振興

地域社会・経済の活性化
（地域振興）

経済的効果

インフラ整備進展 税 収 拡 大 活力ある社会 豊かな生活の実現

社会的効果

既存産業の活
性化・新規産

業の立地

雇用機会の
拡大

住民所得の
増大

観光客との
交流

新規定住者
の増加

地域イメージ
の向上

地域資源の活用 環境の保全と
創造

地域文化の
伝承と保存 人材の育成
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旅
行
需
要
発
生
の
要
因
で
あ
る
金
、時

間
、意
識
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

③
期
待
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
…
…
増
え
す
ぎ

る
と
日
本
人
に
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
自
律
性
と
バ
ラ
ン
ス
（
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス
）
が
重
要
と
な
る
。

④
需
要
が
安
定
し
な
い
（
オ
ン
と
オ
フ
）

…
…
我
が
国
に
は
季
節
変
動
、
曜
日

変
動
、
天
候
変
動
が
あ
る
。
観
光
需

要
の
平
準
化
が
課
題
と
な
る
。

⑤
労
働
生
産
性
が
低
い
…
…
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
中
で
も
特
に
宿
泊
産
業
の
生
産

性
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑥
観
光
地
側
の
受
入
環
境
（
ハ
ー
ド
）、

態
勢（
ソ
フ
ト
）の
不
備
…
…
観
光
イ

ン
フ
ラ（
案
内
所
、観
光
サ
イ
ン
な
ど
）

の
充
実
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
観
光
人
材
（
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
）
の
確
保
、
定
着
、

育
成
…
…
個
々
の
企
業
の
努
力
に
は
限

界
が
あ
り
、
産
業
界
、
観
光
地
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

5
本
特
集
の
構
成

︱
雇
用
と
人
材
に
注
目

す
る
こ
と
の
重
要
性

こ
の
よ
う
に
観
光
が
必
ず
し
も
万
能
で

は
な
く
、
先
般
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
風

評
被
害
に
よ
っ
て
、
九
州
全
体
の
観
光
地

が
劇
的
に
観
光
客
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と

も
観
光
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

さ
故
で
あ
る
。
こ
う
し
た

観
光
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、今
号
で
は
「
雇
用
環
境
」、

特
に「
人
手
不
足
」「
人
材
不
足
」の
問
題

に
つ
い
て
多
面
的
に
考
察
を
試
み
る
。
観

光
産
業
に
関
す
る
雇
用
統
計
は
、
国
連
世

界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
指
摘
を

待
つ
ま
で
も
な
く
、
整
備
が
進
ん
で
お
ら

ず
、し
た
が
っ
て
、「
量
」的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
難
し
い
た
め
、
多
様
な
方
々
へ
の
取
材

を
通
じ
て
「
質
」
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展

開
し
、
特
集
を
構
成
し
て
い
る（
図
４
）。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

図４ 本特集の構成――地方創生と観光（雇用と人材の側面から）

（
注
１
） 

国
土
総
合
開
発
法（
１
９
５
０
年
）に
基
づ
く

基
本
計
画
で
あ
り
、
計
画
事
項
の
中
に
「
観

光
に
関
す
る
資
源
の
保
護
並
び
に
施
設
の
利

用
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項
」
が
規
定
さ
れ

て
い
た
。

（
注
２
） 

国
土
総
合
開
発
法
を
全
面
改
定
し
た
国
土
形

成
計
画
法（
２
０
０
５
年
）に
基
づ
く
計
画
で

あ
り
、
全
国
計
画
と
広
域
地
方
計
画
の
２
つ

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

（
注
３
） 『
地
方
消
滅
︱
東
京
一
極
集
中
が
招
く
人
口
急

減
』増
田
寛
也
編
著・中
公
新
書

（
２
０
１
４
・
８
）

（
注
４
）

 

『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』小
田
切
徳
美
著
・

岩
波
新
書（
２
０
１
４
・
12
）、『
地
方
消
滅
の

罠
』山
下
祐
介
著・ち
く
ま
新
書（
２
０
１
４
・

12
）な
ど
。

（
注
５
） 「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス
）
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://resas.

go.jp/#/13/13101

「地方創生」と観光
－雇用と人材に着目して－

主要な観光地の雇用環境

観光産業、観光地における
雇用の状況

人手不足の実態とは

観光地における雇用環境を
改善させるために

地方における「まち・ひと・しごと」の創生
－住んでよし、訪れてよし－

観光地で働く魅力は何か

＜インタビュー＞
観光産業・宿泊産業・観光地における

雇用と人材を考える

鳥羽
では

阿寒湖
大西氏

有馬
では

鳥羽
吉川氏

阿寒湖
では

草津
中澤氏

特集１

特集２

特集３

特集４

経営者の視点から

今、観光地の現場
で起きていること

＜国の立場から＞

従業員の視点から

＜業界の立場から＞

人口構成など
構造的課題

観光産業・観光地
レベルの課題

個々の宿泊施設
など企業レベルの課題

視座

観光庁
田村長官

日本旅館
協会

針谷会長

日本ホテル
協会

小林会長
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本
特
集
に
お
い
て
、
観
光
産
業
の
雇
用

環
境
や
人
手
不
足
の
問
題
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
各
種
統

計
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
観
光
産
業
に
対
す

る
需
要
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
労
働
力
の

供
給
が
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る

の
か
、
併
せ
て
、
我
が
国
の
代
表
的
な
観

光
地
で
あ
る
温
泉
地
の
雇
用
の
状
況
を
概

観
す
る
。

な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
「
観
光
産

業
」
と
い
う
分
類
で
の
統
計
は
ま
だ
十
分

に
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は

宿
泊
業
の
デ
ー
タ
を
主
に
用
い
て
い
る
。こ

の
た
め
各
デ
ー
タ
が
対
象
と
し
て
い
る
産

業
範
囲
が
異
な
り
正
確
な
比
較
は
困
難
で

あ
る
こ
と
に
留
意
願
い
た
い
。

1
観
光
産
業
に
お
け
る

雇
用
の
状
況

観
光
産
業
に
対
す
る
需
要

今
年
３
月
に
政
府
が
発
表
し
た
「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

観
光
は「
地
方
創
生
」へ
の
切
り
札
で
あ
り
、

国
を
挙
げ
て
観
光
を
我
が
国
の
基
幹
産
業

へ
と
成
長
さ
せ
る
と
し
て
お
り
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
を
２
０
２
０
年
（
平
成
32

年
）ま
で
に
４
０
０
０
万
人
、２
０
３
０
年

（
平
成
42
年
）
ま
で
に
６
０
０
０
万
人
を

目
指
す
こ
と
を
は
じ
め
と
し
た
高
い
目
標

が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

が
約
１
９
７
４
万
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

５
年
間
で
２
倍
強
、
15
年
間
で
３
倍
強
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
的
な
旅
行
・
観
光
関
連
企

業
団
体
の
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
（W

orld Travel 
&

 Tourism
 Council

）
が
発
表
し
た
、

日
本
に
お
け
る
旅
行
・
観
光
産
業
の
経
済

的
影
響
を
分
析
し
た
報
告
書Travel &

 
Tourism

 E
C

O
N

O
M

IC IM
PA

C
T

 
2016 JA

PA
N

に
お
い
て
は
、
旅
行
観
光

関
連
産
業（
宿
泊
施
設
や
旅
行
会
社
、
航

空
会
社
、
交
通
機
関
、
旅
行
会
社
に
よ
る

飲
食
手
配
や
レ
ジ
ャ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

事
業
な
ど
）
で
の
直
接
雇
用
は
２
０
１
３

年
（
平
成
25
年
）
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
、

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）で
１
２
２
万

３
千
人
、
間
接
雇
用
含
む
総
雇
用
者
数

は
４
７
２
万
２
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
以
降
も
こ
の

傾
向
は
続
く
と
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
６

年
（
平
成
38
年
）
に
は
直
接
雇
用
は

１
３
４
万
３
千
人
（
15
年
比
で
９・８
％

増
）、
間
接
雇
用
含
む
総
雇
用
者
数
は

５
０
７
万
９
千
人
（
15
年
比
で
７・５
％

増
）
に
な
る（
図
１
）と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
数
値
か
ら
も
明
ら
か
な
通

り
、
我
が
国
に
お
け
る
今
後
観
光
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
雇
用
は
、
着
実
に
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

2

観
光
産
業
、宿
泊
産
業
、

観
光
地
に
お
け
る
雇
用
の
状
況

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員

観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員

後
藤  

健
太
郎

守
屋  

邦
彦

図１ 旅行・観光産業での雇用者数

出典：「Travel&Tourism ECONOMIC IMPACT 2016 JAPAN」（WTTC）より作成

600
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400

300

200

100

0
2010

（万人）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2026（年）

434 427 417 427
455 472 478

508

114 113 107 110 117 122 124 134

直接雇用者数 間接雇用含む総雇用者数
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労
働
力
人
口
の
状
況

一
方
、
供
給
す
る
側
で
あ
る
労
働
力
は

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、我

が
国
は
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て
お
り
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
日
本
の
将
来
推
計
人
口（
２
０
１
２
年

１
月
推
計
）で
は
、２
０
１
０
年（
平
成
22

年
）
国
勢
調
査
に
よ
る
１
億
２
８
０
６

万
人
か
ら
、20
年
後
の
２
０
３
０
年（
平
成

42
年
）に
は
１
億
１
６
６
２
万
人（
８・９

％
減
）
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数

値
か
ら
言
え
ば
、
日
本
人
の
労
働
力
は
確

実
に
減
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

「
労
働
力
調
査
」（
総
務
省
統
計
局
）
に

よ
れ
ば
、２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）の
労

働
力
人
口（
注
１
）は
６
５
９
８
万
人
で
あ
り
、

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）の
６
６
５
１
万

人
か
ら
10
年
間
で
53
万
人
減
少（
０・８
％

減
）と
な
っ
て
い
る（
図
２
）。一
見
す
る
と

大
き
な
労
働
力
人
口
の
減
少
に
は
見
え
な

い
が
、
年
齢
別
に
見
る
と
そ
の
構
造
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
60
歳
以
上

お
よ
び
40
～
49
歳
以
上
は
10
年
前
に
比
べ

そ
れ
ぞ
れ
３
２
７
万
人
、２
５
５
万
人
増

加
し
て
い
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
年
齢
層
、

特
に
20
～
29
歳
は
２
５
２
万
人
減
少
し

て
い
る（
図
３
）。
こ
の
10
年
の
間
に
、
い

わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
60
歳
以
上
と
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
30

代
か
ら
40
代
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
は
あ
る
が
、
30
代
以
下
の
年
代
の
労

働
力
人
口
が
大
き
く
減
少
し
た
分
を
、
60

歳
以
上
の
年
代
の
増
加
で
カ
バ
ー
す
る
構

造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

宿
泊
業
の
労
働
者
の
構
造

「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」（
厚
生
労

働
省
）に
よ
れ
ば
、２
０
１
５
年（
注
２
）（
平

成
27
年
）
の
宿
泊
業
の
労
働
者
数
（
＊
企

業
規
模
10
人
以
上
の
事
業
所
が
対
象
）

は
22
万
５
千
人
で
あ
る
。
こ
れ
を
年
齢
別

に
見
る
と
、
最
も
多
い
の
は
20
～
29
歳
の

５
万
３
４
９
０
人
で
あ
り
、
若
い
年
代
の

労
働
者
が
多
い
産
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。10
年
前
の
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

を
見
る
と
そ
の
傾
向
は
よ
り
顕
著
で
あ
り
、

20
～
29
歳
が
７
万
２
９
１
０
人
と
他
の
年

代
に
比
べ
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る（
図
４
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
労
働
力
人
口
そ
の

も
の
は
大
き
な
減
少
と
は
な
っ
て
い
な
い

も
の
の
、
そ
の
構
造
は
高
齢
化
率
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
、
宿
泊
産
業
は

若
い
年
代
の
労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
る
産

業
で
あ
る
が
、
若
い
年
代
の
労
働
力
の
減

少
に
伴
い
労
働
者
数
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
要
因
が
、
宿
泊
業

に
お
け
る
「
人
手
不
足
」
と
い
う
状
況
を

図２ 労働力人口の推移（全体）

出典：「労働力調査結果」（総務省統計局）より作成
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6,300
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（年）

6,651 6,664 6,684 6,674
6,650 6,632

6,591
6,555

6,577 6,587 6,598

図３ 労働力人口の推移（年齢別）

＊15～19 歳はグラフでは割愛。　出典：「労働力調査結果」（総務省統計局）より作成
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図４ 宿泊業の年代別労働者数の変化

＊調査対象は企業規模10人以上
出典：「賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）より作成
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生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

2
主
要
観
光
地
で
の

雇
用
状
況
の
把
握

1
の
我
が
国
全
体
の
観
光
産
業
の
状
況

か
ら
、
各
観
光
地
、
中
で
も
温
泉
地
を
対

象
に
、
よ
り
地
域
の
雇
用
実
態
に
近
づ
け

た
把
握
を
行
う
。
そ
れ
は
、
全
国
的
な
状

況
が
各
地
域
（
供
給
側
）
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
問
題
や
課
題
と
し
て
生
じ
て
き
て

い
る
か
、
そ
し
て
地
域
側
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
よ
り

具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
課
題
解
決
に

向
け
て
は
重
要
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

実
は
、
こ
れ
ま
で
も
観
光
地
、
温
泉
地

に
お
い
て
雇
用
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
。
温
泉
地
の
多
く
が
地
方
に
存
在
し
、

か
つ
山
間
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
元
住
民
の
雇
用
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な

い
な
ど
、
人
手
不
足
は
少
な
か
ら
ず
不
安

視
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、観
光
・
集
客
に

対
す
る
意
識
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
目

を
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
ろ
う
。
課
題
は
認
識
さ
れ
て
い

た
に
せ
よ
、
そ
こ
ま
で
逼
迫
し
て
い
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、こ
こ
で
は
、全
国
の
７
つ
の
温
泉

地
で
構
成
さ
れ
る
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
の
会
員
温
泉
地（
北
海
道
阿
寒
湖
温
泉
、

群
馬
県
草
津
温
泉
、三
重
県
鳥
羽
温
泉
郷
、

兵
庫
県
有
馬
温
泉
、
愛
媛
県
道
後
温
泉
、

大
分
県
由
布
院
温
泉
、熊
本
県
黒
川
温
泉
）

を
対
象
に
状
況
把
握
を
試
み
る
。

こ
の
７
温
泉
地
が
全
国
の
温
泉
地
の
雇

用
状
況
を
代
表
す
る
と
は
必
ず
し
も
言
え

な
い
が
、
７
温
泉
地
は
立
地
も
個
性
も
異

な
る
。
都
市
に
隣
接
す
る
も
の
か
ら
地
理

的
に
独
立
し
て
存
在
す
る
温
泉
地
ま
で
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。

ま
た
、
７
温
泉
地
は
、
大
規
模
施
設
を

中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
か
ら
、小

規
模
施
設
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
地
域
、

大
中
小
と
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
施
設
で
構

成
さ
れ
る
地
域
と
、
施
設
の
集
積
状
況
も

異
な
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
温
泉
地
の
現
状

と
課
題
を
丁
寧
に
把
握
し
て
い
く
こ
と
は
、

全
国
の
温
泉
地
が
抱
え
る
課
題
の
一
端
を

描
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

と
は
い
え
、温
泉
地
単
位
の
デ
ー
タ
、特

に
雇
用
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
現
状
取
得
で
き
る
デ
ー

タ
だ
け
で
温
泉
地
の
雇
用
状
況
を
描
き
出

す
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。そ
の
た
め
、次

の
特
集
３
で
は
、
温
泉
地
に
対
す
る
取
材

を
実
施
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
取
得
の
背
後
に
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在

―
―
道
後
温
泉
の
取
り
組
み

先
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、雇
用
者
数

を
は
じ
め
と
し
て
各
種
デ
ー
タ
を
毎
年
取

得
し
て
い
る
温
泉
地
が
あ
る
。
愛
媛
県
松

山
市
に
あ
る
道
後
温
泉
で
あ
る
。

道
後
温
泉
で
は
、
１
９
９
４
年
（
平
成

６
年
）か
ら
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
が

中
心
と
な
っ
て
、
組
合
員
か
ら
雇
用
状
況

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
約
し
取
り
ま
と
め

て
い
る
。雇
用
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、国
の
補
助
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
中

で
掌
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
意
識
が
芽
生
え
始
め
た
と
い
う
。具

体
的
な
把
握
内
容
は
、
総
従
業
員
数
、
う

ち
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
人
数
、
大
学
短

大
卒
業
者
雇
用
人
数
、女
性
従
業
員
数
な

ど
で
あ
る
。
施
設
に
よ
っ
て
カ
ウ
ン
ト
の
仕

方
が
異
な
る
た
め
、お
お
よ
そ
の
デ
ー
タ
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
約
20

年
前
か
ら
地
域
と
し
て
、組
織
と
し
て
把

握
し
て
い
る
観
光
地
、
温
泉
地
は
極
め
て

稀ま
れ

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、把
握
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
雇

用
状
況
に
関
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
な
い
。

基
本
と
な
る
宿
泊
者
数
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
部
屋
数
、
収
容
人
数
な
ど
も
把
握
。

さ
ら
に
は
、客
室
稼
働
率
、部
屋
人
数
稼
働
、

部
屋
充
足
率
な
ど
も
算
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
何
を
把

握
し
て
い
る
か
以
上
に
、
な
ぜ
地
域
と
し

て
把
握
が
可
能
な
の
か
で
あ
る
。
道
後
温

泉
旅
館
協
同
組
合
の
元
事
務
局
長
後
藤
雅

俊
氏
に
よ
る
と
、「
旅
館
組
合
の
歴
史
は
75

年
ほ
ど
。先
輩
た
ち
が
長
い
時
間
を
か
け

て
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の
中
で
の
関
係

性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
声
を
か
け
れ
ば
デ

ー
タ
を
出
し
て
く
れ
る
」と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
雇
用
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
は

じ
め
顧
客
の
属
性
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ

は
、
経
営
の
生
命
線
で
あ
る
た
め
開
示
は

難
し
い
。
同
じ
地
域
で
施
設
経
営
を
行
う

一
員
で
あ
る
一
方
、競
争
相
手
で
あ
る
た
め
、

な
か
な
か
そ
こ
ま
で
踏
み
切
れ
な
い
。
そ

う
し
た
中
に
お
い
て
、道
後
温
泉
で
は
、旅

館
組
合
が
長
年
入
湯
税
徴
収
代
行
業
務
を

担
い
、
施
設
と
の
関
係
を
構
築
し
て
き
て

い
た
。
雇
用
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
そ
う
し

た
流
れ
の
中
で
把
握
で
き
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
補
足
と
し
て
、
旅
館
組
合
で
は
、
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１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
に
、
組
合
員

が
利
用
す
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
導
入
し

て
い
る
。
全
国
の
旅
館
組
合
で
初
の
試
み

で
あ
り
、そ
の
中
で
、仕
入
れ
約
２
５
０
０

品
目
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
各
組
合
員
か
ら

情
報
提
供
し
て
も
ら
う
仕
組
み
も
構
築
し

て
い
る
と
い
う
。
旅
館
組
合
に
デ
ー
タ
を

開
示
し
た
組
合
員
に
の
み
全
体
デ
ー
タ
が

開
示
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
組
合
員
の
中

に
は
、当
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
収
益
改
善

に
大
き
く
結
び
つ
け
た
施
設
も
あ
る
と
い

う
。
自
施
設
の
経
営
改
善
に
結
び
つ
く
こ

と
か
ら
、
組
合
員
側
も
旅
館
組
合
に
対
し

て
デ
ー
タ
を
開
示
、
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

雇
用
状
況
を

間
接
的
に
捉
え
る
観
点

さ
て
、
各
温
泉
地
に
対
す
る
取
材
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
表
２（
12
・
13
ペ
ー
ジ
）

で
は
、
各
温
泉
地
の
基
礎
的
情
報
を
整
理

し
て
い
る
。大お

お
あ
ざ字
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
整

理
を
意
識
し
て
国
勢
調
査（
平
成
22
年
、

総
務
省
）や
各
温
泉
地
か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
を
行
っ
た
。

間
接
的
に
雇
用
状
況
を
捉
え
る
た
め
に
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
や
留
意

点
を
述
べ
て
お
く
。

●
立
地
環
境

定
住
人
口
の
中
か
ら
人
材
を
十
分
に
確

保
で
き
な
い
場
合
、
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
周
辺
地
域
や
都
市
部

か
ら
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
通
勤
用
の
移
動
手
段
の

提
供
や
、
居
住
場
所
の
提
供
な
ど
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
温
泉
地
に
移
り
住
む
と

な
る
と
、
地
域
の
中
で
の
生
活
サ
ー
ビ
ス

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。一
見
す
る
と
、都

市
部
に
近
い
ほ
う
が
有
利
と
思
わ
れ
る
が
、

市
中
心
部
は
他
産
業
も
集
積
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
単
純
に
人
が
い
る
か
ら
人
材
が

集
ま
る
と
い
う
構
図
で
は
な
い
こ
と
に
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

●
観
光
産
業（
宿
泊
業
）の
位
置
づ
け

温
泉
地
は
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
」
の
産
業
別
就
業
者
数
の
構
成
比
が
地

域
の
中
で
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、そ

の
構
成
比
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
観
光
産

業
を
軸
足
に
地
域
活
性
化
を
考
え
て
い
く

の
か
、
全
産
業
の
中
で
観
光
産
業
の
位
置

づ
け
を
捉
え
て
、
地
域
の
持
続
性
を
考
え

て
い
く
の
か
、
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て

注
力
の
仕
方
が
異
な
っ
て
く
る
。

●
施
設
規
模
と
価
格
帯

施
設
の
宿
泊
収
容
力
の
規
模
に
よ
り
、

人
材
の
確
保
の
方
針
も
異
な
っ
て
く
る
。

絶
対
数
の
確
保
も
求
め
ら
れ
る
大
規
模
施

設
と
、
従
業
員
が
消
費
者
、
そ
し
て
経
営

者
と
も
近
い
小
規
模
施
設
で
は
、
そ
の
求

め
る
人
材
像
は
異
な
る
。

よ
り
地
域
の
雇
用
状
況
を
見
る
た
め
に

は
、
表
１
の
よ
う
に
客
室
数
と
価
格
帯
を

併
せ
て
把
握
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
だ
ろ

う
。
ど
の
よ
う
な
人
的
サ
ー
ビ
ス
を
地
域

側
が
提
供
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
人
材

が
必
要
か
も
間
接
的
に
見
え
て
く
る
。

●
定
住
人
口
、
就
業
者
数
と

１
日
当
た
り
の
客
数

定
住
人
口
と
１
日
当
た
り
の
観
光
客

数
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
住
民
と
観
光
客

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
持
続
的
地
域
を
形

成
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
宿
泊
業
の
就
業
者
数
に
は
、
後

背
部
門
な
ど
も
含
ま
れ
る
の
で
接
客
現
場

の
肌
感
覚
と
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

産
業
の
維
持
の
た
め
に
は
宿
泊
業
の
就
業

者
１
人
当
た
り
が
１
日
何
人
の
宿
泊
客
の

受
入
対
応
を
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

最
後
に
、
雇
用
の
現
状
を
把
握
す
る
デ

ー
タ
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増
す
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
現
状
や
道
後
温
泉
の
実
例
を

踏
ま
え
る
と
、
単
に
雇
用
を
は
じ
め
と
し

た
デ
ー
タ
の
取
得
を
目
的
と
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
主
体
と
の
関
係
性
構
築

も
視
野
に
入
れ
て
幅
広
い
視
野
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

（
も
り
や 

く
に
ひ
こ
／

ご
と
う 

け
ん
た
ろ
う
）

（
注
１
） 15
歳
以
上
の
人
口
の
う
ち
「
就
業
者
」
と
「
完

全
失
業
者
」
を
合
わ
せ
た
も
の
。

（
注
２
） 

以
下
「
期
間
を
定
め
ず
に
雇
わ
れ
て
い
る
労
働

者
」「
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
を
定
め
て
雇
わ

れ
て
い
る
労
働
者
」「
１
カ
月
以
内
の
期
間
を

定
め
て
雇
わ
れ
て
い
る
労
働
者
ま
た
は
日
々
雇

わ
れ
て
い
る
労
働
者
で
、
４
月
お
よ
び
５
月
に

そ
れ
ぞ
れ
18
日
以
上
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
」の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
指
す
。

出典：各施設のホームページ、旅館組合ホームページ、時刻表2015.11（JTBパブ
リッシング）、全国版宿泊表2015秋冬号（旅行出版社）をもとに作成

注：価格帯については、出典記載の資料での表示（最低料金）をもとに作成（2人
で宿泊した場合の1人当たりの1泊2食料金を基本にしている

表１ 黒川温泉の宿泊施設の客室数と価格帯の分布
～10室

～50,000円 ■

■ ■■

■■■■ ■■ ■■■■■
■■■■
■■■■■
■■

■

■■

～40,000円

～30,000円

～20,000円

～15,000円

～10,000円

軒 数

～20室 ～50室 ～100室 ～200室 ～300室 軒 数

1

0

3

15

8

2

290024185

客室数
価格
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大
分
県
由
布
院
温
泉
は
、早
く
か
ら
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
に
沿
っ
て
経
営
者
側
が
雇
用
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
あ
る
。
震
災

に
よ
り
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
が
、一
度
そ

の
歩
み
と
近
年
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
。
旅
館
の
従
業

員
、
特
に
女
性
従
業
員
の
確
保
に
お
い
て
は
、

当
時
の
社
会
一
般
の
旅
館
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
認
識
し
つ
つ
、
由
布
院
の
旅
館
が
安
全
、
安

心
な
職
場
で
あ
る
こ
と
を
関
係
者
に
丁
寧
に
説

明
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
旅
館
業
の
位
置
、

熊
本
県
南
小
国
町
に
あ
る
黒
川
温
泉
で
は
、

１
９
９
９
年
度
（
平
成
11
年
度
）
に
黒
川
温
泉

観
光
旅
館
協
同
組
合
が
共
同
宿
舎
建
設
に
向

け
た
検
討
を
実
施
。
翌
２
０
０
０
年
度（
平
成

12
年
度
）に
共
同
宿
舎（
20
室
）が
完
成
し
た（
写

真
）。
こ
れ
ら
の
事
業
は
組
合
の
単
独
事
業
と

し
て
実
施
し
た
（
行
政
か
ら
の
補
助
な
ど
は
な

し
、
土
地
に
つ
い
て
は
町
有
地
の
借
地
）。

建
設
当
時
は
、宿
泊
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り（
図
）、
従
業
員
を
新
た
に
確
保
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
課
題
で
あ

っ
た
。
黒
川
温
泉
周
辺
に
は
、
賃
貸
住
宅
な
ど

が
少
な
く
、
自
ら
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
、同
時
期
に
並
行
し
て
各
宿
泊
施
設
で

従
業
員
宿
舎
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。
現
在
で

見
方
を
変
え
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
た
。

人
材
の
育
成
に
関
し
て
は
、
旅
館
の
垣
根
を

越
え
た
技
術
向
上
、
交
流
の
場
へ
の
従
業
員
の

参
加
を
許
可
し
て
い
る
（
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究

会
な
ど
）。施
設
の
外
に
従
業
員
を
出
す
こ
と
へ

の
経
営
者
の
理
解
と
勇
気
が
そ
こ
に
は
垣
間
見

ら
れ
る
。
由
布
院
は
、一つ
ひ
と
つ
の
施
設
規
模

が
小
さ
い
故
、地
域
全
体
の
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
指
向
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
こ
の
背

景
に
は
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
意
識
を
背
景
に
、
由
布
市

は
、
全
旅
館
の
８
割
程
度
が
独
自
の
従
業
員
宿

舎
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
従
業
員
の
住

環
境
整
備
に
よ
り
福
岡
や
熊
本
な
ど
都
市
部
か

ら
の
採
用
・
雇
用
が
進
み
、そ
の
結
果
現
在
の
正

社
員
が
比
較
的
若
い
年
齢
層
で
あ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

黒
川
温
泉
は
、
複
数
の
旅
館
の
お
風
呂
に
入

浴
で
き
る
入
湯
手
形
（
１
９
８
６
年
に
販
売
を

開
始
）
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
旅
館
同
士
が
消

費
者
に
対
し
て
施
設
を
相
互
シ
ェ
ア
す
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
従
業
員
に
対
し
て
も
共
同
で
環
境

を
提
供
す
る
な
ど
、
共
同
体
と
し
て
の
意
識
や

人
々
の
関
係
の
強
さ
が
こ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
。

共
同
宿
舎
は
、
完
成
当
時
と
現
在
と
で
は
状
況

が
異
な
る
も
の
の
、
各
種
取
り
組
み
を
通
し
て

由
布
院
温
泉
に
お
け
る
雇
用
関
連
の
取
り
組
み

黒
川
温
泉
に
お
け
る
共
同
宿
舎
の
整
備

で
は
、２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）に
観
光
関
連

産
業
従
事
者
に
対
し
て
満
足
度
調
査（
Ｅ
Ｓ
調

査
）を
実
施
し
て
い
る
。さ
ら
に
２
０
１
６
年（
平

成
28
年
）１
月
に
改
定
さ
れ
た
由
布
市
観
光
基

本
計
画＜

後
期
計
画＞

で
は
、
働
き
続
け
た
い

観
光
産
業
お
よ
び
観
光
地
域
の
形
成
に
向
け
て
、

観
光
就
業
地
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
事
業
を

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

近
年
に
お
い
て
は
、
外
国
人
旅
行
者
が
急
増

し
た
こ
と
か
ら
、
外
国
語
対
応
で
き
る
人
材
の

確
保
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
人
材
不
足
の
問
題

は
、由
布
院
の
旅
館
形
態（
１
泊
２
食
、離
れ
形

式
な
ど
）
や
各
施
設
の
個
性
化
、
地
域
の
中
で

の
立
ち
位
置
、
地
域
と
し
て
の
宿
泊
施
設
の
総

見
え
て
く
る
の
は
、「
黒
川
一
旅
館
」
と
い
う
一

貫
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
震
災
に
よ
り
状

況
が
一
変
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
黒
川
温

泉
が
創
り
上
げ
て
き
た
地
域
、
価
値
観
に
共
感

す
る
応
援
者
の
来
訪
が
今
後
増
え
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

量
問
題
に
ま
で
結
び
つ
い
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
し
た
中
で
、
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り

そ
の
も
の
を
振
り
返
る
と
、
単
に
量
的
に
人
材

確
保
を
目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
由
布
院
ら
し

い
人
材
と
は
、
と
い
う
人
材
像
ま
で
含
め
て
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
最

も
重
要
な
こ
と
と
し
て
は
、由
布
院
が
こ
こ
で
育

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

今
後
も
変
わ
ら
ず
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

子
ど
も
が
残
る
地
域
を
目
指
し
、
今
子
ど
も
が

戻
っ
て
由
布
院
を
支
え
て
い
る
ま
ち
の
現
状
を

見
る
と
、
産
業
の
維
持
と
い
う
視
点
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
の
中
で
、
そ
し
て
中
長
期
的
視

点
で
雇
用
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

写真 共同宿舎（黒川温泉観光旅館協同組合提供）

図５ 黒川温泉の観光入込客数、
宿泊客数の推移

出典：「黒川温泉視察資料2015」より作成
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98年、ガイドブック
の読者アンケート
で九州地区第1位
の人気温泉に

99年、共同宿舎建設着手

観光入込客数（左軸）

宿泊客数（右軸）
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有馬温泉
（兵庫県神戸市）

＊北区有馬町

神戸市北区
有馬町

＜六甲山＞

＜有馬口＞ ●有馬温泉

0       1km

松山市

0     200m
○道後公園

道後温泉本館○

●道後温泉

←松山市街

松山市道後姫塚、道後喜多町、道後鷺谷町、
道後多幸町、道後湯之町、道後町 1 丁目、
道後町 2 丁目、道後緑台、道後湯月町、桜谷町

由布市

久大本線

大分自動車道

至大分

1 3km0

由布院温泉

　　　●

由布市由布院、
川上、川北、川南、中川、川西

0     3km

南小国町
大字満願寺

●黒川温泉

0      2km

1,903人 4,558人 9,482人 1,864人

993人（52.2％） 2,696人（59.2％） 5,680人（59.9％） 1,094人（58.7％）

923人 1,946人 4,987人 1,128人

543人（58.8％）宿泊業、飲食サービス業 392人（20.1％）宿泊業、飲食サービス業 1,345人（27.0％）宿泊業、飲食サービス業 516人（45.7％）宿泊業、飲食サービス業

100人（10.8％） 卸売業、小売業 355人（18.2％） 卸売業、小売業 762人（15.3％） 医療、福祉 248人（22.0％） 農業、林業

49人（5.3％） 分類不能の産業 232人（11.9％） 医療、福祉 717人（14.4％） 卸売業、小売業 70人（6.2％） 卸売業、小売業

1位：女性20～24歳 129人
2位：女性65～69、70～74歳 89人

1位：女性35～39歳 183人
2位：女性65～69歳 178人

1位：女性60～64歳 451人
2位：男性60～64歳 383人

1位：女性60～64 歳 101人
2位：男性60～64 歳 95人

171万人／年間〔H26〕 ＊神戸市統計
4,684人／日〔H26〕 有馬エリア観光地点の入込

5,707,600人／年間〔H26〕＊松山市全体
15,637人／日〔H26〕

3,215,404人／年間〔H26〕＊市全体
8,809人／日〔H26〕

916,843人／年間〔H26〕
2,512人／日〔H26〕

－人／年間（－％） ＊未詳
－人／日

88,700人／年間（1.6%）〔H26〕＊松山市全体
243人／日

144,680人／年間（4.5％）〔H26〕
396人／日〔H26〕

－人泊／年間（－％） ＊未詳
－人泊／日

－人泊／年間（－％） ＊未詳
－人泊／日

933,715人泊／年間〔H27〕＊道後温泉
2,558人泊／年間〔H27〕

765,962人泊／年間〔H26〕
2,099人泊／日〔H26〕

305,614人泊／年間〔H26〕
837人泊／日〔H26〕

－人泊／年間（－％） ＊未詳
－人泊／日

－人泊／年間（－％） ＊未詳
－人泊／日

58,302人泊／年間（7.6％）〔H26〕
160人泊／日〔H26〕

－人泊／年間（－％） ＊未詳
－人泊／日

41軒 ＊有馬温泉全体 35軒〔H27〕 204軒〔H25〕＊市全体 29軒〔H27〕

1,214室〔H26〕 1,613室〔H27〕 1,779室〔H25〕＊市全体、以下同様 501室〔H27〕

49室〔H26〕 46室〔H27〕 9室〔H25〕 17室〔H27〕

5,064 人〔H26〕 6,628人〔H27〕 8,076人〔H25〕＊市全体、以下同様 1,868人〔H27〕

175人〔H26〕 189人〔H27〕 40人〔H25〕 64人〔H27〕

◦平成26年観光入込客数および平成26年度
観光動向調査（神戸市）、有馬温泉旅館協
同組合提供情報

◦平成26年松山市観光客推定表（松山市）
◦道後温泉旅館協同組合提供情報

◦平成25年由布市観光動態調査（由布市）
◦黒川温泉視察資料 2015
◦黒川温泉観光旅館協同組合提供情報

◦神戸市街地に隣接
◦性・年齢別人口が最も大きいのは、

20～24 歳の女性
◦就業者数の6 割弱が宿泊業、飲食

サービス業に従事

◦松山市街地に隣接
◦愛媛県職業訓練コンソーシアムの協

力により、観光業界向けの公共職業
訓練「えひめおもてなし科」を開講、
修了予定者を対象とした合同就職面
談会も開催

◦都市部（大分市）まで、車で1時間
◦小規模宿泊施設が集積、価格帯は、

高単価のものから低価格まで存在
◦宿泊業、飲食サービス業の就業者数

は1位、その構成比は3割弱
◦取り組みについては、コラム参照

◦都市部（熊本市）まで、車で約2時間
◦小規模宿泊施設が集積
◦宿泊業、飲食サービス業の就業者数

が1位、農林漁業が2位
◦取り組みについては、コラム参照

道後温泉（愛媛県松山市）
＊道後姫塚、道後喜多町、道後鷺谷町、

道後多幸町、道後湯之町、道後町1丁目、
道後町2丁目、道後緑台、道後湯月町、桜谷町

由布院温泉（＊1）

（大分県由布市）
＊川上、川北、川南、中川、川西

黒川温泉（＊1）

（熊本県南小国町）
＊大字満願寺

（＊1）由布院温泉・黒川温泉は平成28年4月の震災前の数字をもとに整理している

＊組合加盟29（休館施設を
除く）軒、以下同様

＊組合加盟29（休館施設を
除く）軒、以下同様

230観光文化特集2.indd   12 2016/07/01   10:09



13 特集◉ 観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集 2 観光産業、宿泊産業、観光地における雇用の状況

表２ ７温泉地のプロフィール

阿寒湖温泉
（北海道釧路市）
＊阿寒湖温泉町1～6丁目

草津温泉
（群馬県草津町）

＊大字草津

鳥羽温泉郷
（三重県鳥羽市）

＊鳥羽市全体

温泉地名
（行政区域）
＊大字

写真

地図

阿寒湖

●阿寒湖温泉

釧路市
阿寒湖温泉町
1 ～ 6 丁目 0         500m

●
草津温泉

草津町
大字草津

草津国際スキー場○

○草津高原ゴルフ場

0      2km
相差畔蛸

石鏡

国崎

浦村

安楽島

小浜

答志島

菅島

神島

パー
ルロー

ド

伊勢志摩スカイライン

近
鉄

志
摩

線

至
賢
島

至伊勢市

至名古屋

鳥羽

坂手島

0 1 2 4km

●鳥羽

      　温泉郷

鳥羽市

0          4km

人口〔H22〕 1,583人 6,544人 21,435人

生産年齢人口〔H22〕（構成比） 1,111人（70.2％） 3,767人（57.6％） 12,541人（58.5％）

就業者数〔H22〕 1,071人 3,807人 10,866人

第１位〔H22〕（構成比） 539人（50.3％）宿泊業、飲食サービス業 1,845人（48.5％）宿泊業、飲食サービス業 2,206人（20.3％）宿泊業、飲食サービス業

第２位〔H22〕（構成比） 232人（21.7％） 卸売業、小売業 444人（11.7％） 卸売業、小売業 1,539人（14.2％） 卸売業、小売業

第３位〔H22〕（構成比） 52人（4.9％） 運輸業、郵便業 326人（8.6％） 医療、福祉 1,231人（11.3％） 製造業

性・年齢別人口順位〔H22〕 1位：女性60～64歳 98人
2位：男性60～64歳 81人

1位：女性60～64歳 350人
2位：女性65～69歳 321人

1位：女性60～64歳 944人
2位：男性60～64歳 929人

観光入込客数（年間・1日） 964,000人／年間〔H24〕
2,641人／日

2,965,101人／年間〔H27〕＊町全体
8,124人／日〔H27〕 以下、同様

4,617,471人／年間〔H27〕
12,651人／日〔H27〕

うち外国人（年間・構成比） －人／年間（－％） ＊未詳
－人／日

－人／年間（－％） ＊未詳
－人／日

41,020人／年間（0.9％）〔H27〕
112人／日〔H27〕

宿泊客数（年間・1日） 531,000人泊／年間〔H24、延べ〕
1,455人泊／日〔H24〕

1,878,946人泊／年間〔H27、延べ〕＊町全体
5,147人泊／日〔H27〕

1,884,352人泊／年間〔H27、延べ〕
5,163人泊／日〔H27〕

うち外国人（年間・構成比） 88,373人泊／年間（16.6％）〔H24〕
242人泊／日〔H24〕

31,633人泊／年間（1.7％）〔H27〕＊町全体
87人泊／日〔H27〕

40,679人泊／年間（2.2％）〔H27〕
111人泊／日〔H27〕

宿泊施設数 18軒〔H28〕＊阿寒湖温泉全体 160軒〔H27〕＊草津温泉全体 169軒〔H27〕＊市全体

客室数（総数） 1,332室〔H28.6〕＊主要旅館7軒、以下同様 2,406室〔H27〕＊組合加盟106軒、以下同様 2,396室〔H27〕＊温泉振興会55軒、以下同様

客室数（平均） 190室〔H28.6〕 23室〔H27〕 44室〔H27〕

収容人員（総数） 5,267人〔H28.6〕＊主要旅館7軒、以下同様 9,481人〔H27〕＊組合加盟106軒、以下同様 10,854人〔H27〕＊温泉振興会55 軒、以下同様

収容人員（平均） 752人〔H28.6〕 89人〔H28〕 197人〔H27〕

出典
＊［共通］平成22年度国勢調査

◦阿寒湖温泉・創生計画2020後期計画
◦阿寒観光協会まちづくり推進機構／阿寒湖

温泉旅館組合提供情報

◦入込状況の推移／草津町観光立町推進
基本計画（草津町）

◦草津温泉旅館協同組合提供情報

◦平成27年観光統計資料（鳥羽市）
◦鳥羽市温泉振興会提供情報

備考
（立地、産業構造、施設構成、

居住環境など）
＊平成27年度

第3回温泉まちづくり研究会資料
および電話ヒアリングなどより

◦都市部（釧路市街）まで、車で1時間
ほど

◦湖畔沿いの大規模宿泊施設群と、小
規模の物販飲食・宿泊施設で構成

◦居住環境（医療体制、住民向けの物
販施設など）の整備が課題

◦都市部（高崎市）まで、車で2時間弱
◦湯畑を中心に、中小規模の旅館、さら

にその周辺に大型の宿泊施設やペン
ションなどが立地
＊今回は町ではなく、大字で把握

◦都市部（津市）まで、車で1 時間強
◦宿泊業、飲食サービス業の就業者数

は1位だが、構成比は約2割
＊鳥羽温泉郷は、鳥羽市温泉振興会の範囲に

合わせて、市全体のデータをもとに整理

（参考）各温泉地のより広域的な単位でのデータは、機関誌『観光文化』223号「温泉地における不易流行を考える」を参照

おおよその数
（施設のカウントの仕方による）
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3

今
、観
光
地
の
現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と

　

か
つ
て
バ
ブ
ル
経
済
が
隆
盛
で
あ
っ
た
頃
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
団
体
客
に
対
応

し
て
大
規
模
化
を
指
向
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
団
体
客
は
個
人
客
に

大
き
く
シ
フ
ト
し
、
規
模
の
拡
大
で
は
な
く
、
質
の
向
上
を
目
指
し
た
旅
館
・
ホ

テ
ル
が
生
き
残
っ
た
。
そ
の
後
の
我
が
国
の
経
済
は
、
デ
フ
レ
傾
向
が
続
き
、
宿

泊
単
価
を
上
げ
る
こ
と
が
難
し
く
、
経
費
削
減
の
方
向
に
か
じ
を
切
っ
て
き
た
。

そ
の
代
表
が
人
件
費
で
あ
り
、
既
に
限
界
に
達
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
に
、
地
方
に
お
け
る
労
働
人
口
の
激
減
と
訪
日
外
国
人
の
急
増
が
追
い
打
ち

を
か
け
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
人
手
不
足
、
人
材
不
足
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

観
光
地
の
現
場
は
、
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
マ
ク
ロ
な
統
計
数
値
か
ら

は
読
み
取
れ
な
い
現
場
の
実
態
を
、
全
国
を
代
表
す
る
観
光
地
の
経
営
者
、
そ
し

て
そ
こ
で
働
く
従
業
員
の
方
々
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
は
３
人
の

経
営
者
に
語
っ
て
い
た
だ
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
隆
盛
が

も
た
ら
す
人
手
不
足

他
の
温
泉
地
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

草
津
温
泉
は
今
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客

様
で
非
常
に
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。バ
ス
１
台

に
日
本
人
は
２
～
３
人
で
他
は
全
員
中
国

人
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
湯
畑
の
周
囲
で

も
中
国
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

今
後
、
間
違
い
な
く
日
本
は
人
口
減
少

経
営
者
の
視
点
か
ら
　
　
　　
人
手
不
足
の
実
態
と
は

“
機
会
損
失
”の
原
因
と
な
っ
て
い
る

「
人
材
不
足
」を
い
か
に
解
消
す
る
か

―
―
日
本
の
お
も
て
な
し
を
解
す
る
外
国
人
の
登
用
も
視
野
に

一
般
社
団
法
人
草
津
温
泉
観
光
協
会
　
会
長

中
澤  

敬

中
澤 

敬
（
な
か
ざ
わ 

た
か
し
）

　

１
９
４
９
年
群
馬
県
草
津
町
生
ま
れ
。
１
９
７
２
年
立

教
大
学
社
会
学
部
観
光
学
科
卒
業
。
１
９
７
７
年
ロ
ー
ザ

ン
ヌ
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
卒
業
。
１
９
９
６
年
（
株
）
中
沢

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
専
務
取
締
役
。
１
９
９
８
年
草
津
温
泉
旅
館

協
同
組
合
理
事
長
。
２
０
０
２
年
草
津
町
長
。
２
０
１
４

年
（
一
社
）
草
津
温
泉
観
光
協
会
会
長
、
現
在
に
至
る
。

1
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が
進
み
、
20
年
も
す
れ
ば
団
塊
の
世
代
は

旅
行
を
し
な
く
な
る
で
し
ょ
う
し
、
生
産

年
齢
人
口
お
よ
び
旅
行
人
口
も
か
な
り
減

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
の

は
や
は
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
各
観

光
地
に
と
っ
て
海
外
の
お
客
様
を
ど
う
誘

致
す
る
か
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
先
日
、
草
津
町
長
と
議
員
が
北
海
道

で
リ
サ
ー
チ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
入
込

人
数
は
増
え
な
い
け
れ
ど
、
中
身
を
見
る

と
外
国
人
が
増
え
て
、
日
本
人
が
減
っ
て

い
る
と
い
う
変
化
が
起
き
て
い
る
の
が
各

観
光
地
に
共
通
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

外
国
の
お
客
さ
ん
が
増
え
る
に
つ
れ
て

問
題
、
課
題
も
発
生
し
ま
す
。
日
本
人
の

お
客
さ
ん
が
旅
館
に
外
国
人
の
予
約
が
入

っ
て
い
る
か
と
聞
き
、
入
っ
て
い
る
と
答
え

る
と
「
そ
の
日
以
外
に
予
約
を
し
た
い
」

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の

国
際
感
覚
の
欠
如
を
表
し
て
い
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
人
が
通
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
登
竜
門
で
は
な
い
か

と
も
思
い
ま
す
。
５
年
、
10
年
と
時
間
が

経
て
ば
、
だ
ん
だ
ん
日
本
人
も
受
け
入
れ

て
い
く
で
し
ょ
う
し
、
我
々
旅
館
も
「
ゲ

ス
ト
・
イ
ズ
・
オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
・
ラ
イ
ト
」

で
は
な
く
、
駄
目
な
こ
と
は
は
っ
き
り
言

う
こ
と
も
必
要
で
は
と

思
い
ま
す
。

人
手
不
足
と
い
う

問
題
は
本
当
に
切
実
で
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
人

員
が
不
足
し
て
い
る
た

め
に
、
せ
っ
か
く
お
客

さ
ん
が
い
て
も
部
屋
を

閉
め
て
、
受
け
入
れ
ら

れ
る
範
囲
内
で
営
業

し
て
い
る
と
い
う
旅
館

が
草
津
で
も
見
ら
れ

ま
す
。
今
ま
で
の
求
人

方
法
で
は
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
ず
、
た
だ

時
給
だ
け
が
ど
ん
ど
ん

つ
り
上
が
っ
て
い
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

人
手
不
足
は
宿
泊
・
観
光

産
業
の
競
争
力
の
低
さ
を

反
映

今
の
日
本
は
全
産
業
レ
ベ
ル
で
人
手
不

足
で
あ
り
、
そ
の
中
で
給
与
ベ
ー
ス
や
福

利
厚
生
な
ど
に
つ
い
て
、
宿
泊
・
観
光
産

業
は
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、

決
し
て
い
い
レ
ベ
ル
に
は
な
い
と
言
え
ま

す
。
そ
の
中
で
「
人
手
が
足
り
な
い
、
足

り
な
い
」
と
言
っ
て
い
て
も
、
悪
循
環
に

な
っ
て
い
く
部
分
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

給
与
ベ
ー
ス
や
福
利
厚
生
な
ど
を
全
産

業
並
み
に
考
え
る
こ
と
を
意
識
し
、
今
の

自
分
た
ち
の
立
ち
位
置
か
ら
ど
の
よ
う
な

形
で
そ
れ
ら
を
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
、
個
々

の
施
設
の
対
応
で
は
な
く
地
域
ぐ
る
み
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
う
ち

は
儲も

う

か
っ
て
い
る
し
、人
材
も
足
り
て
る
か

ら
い
い
」と
い
う
の
で
は
な
く
、全
産
業
レ
ベ

ル
で
先
を
見
な
い
と
、い
ず
れ
困
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
現
在
の
旅
館
の
宿
泊
料

金
の
水
準
自
体
か
ら
、
捉
え
直
す
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス（
お
も
て
な
し
）に
対
し
て
、
そ
の

100%

注：草津温泉旅館協同組合加盟宿泊施設による宿泊人数 出典：草津町

図２ 草津町外国人宿泊客国別シェアの推移
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価
値
に
見
合
っ
た
料
金
を
き
ち
ん
と
負
担

す
る
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
そ
う
し
た
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

草
津
温
泉
で
取
り
組
む

こ
と
、
国
レ
ベ
ル
で
対
応

す
べ
き
こ
と

そ
う
い
う
中
で
の
草
津
町
の
取
り
組
み

で
す
が
、
観
光
産
業
が
町
の
産
業
の
95
％

を
占
め
て
い
る
た
め
、
町
の
協
力
が
か
な

り
得
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
最

終
的
な
条
件
と
し
て
は
小
学
４
年
く
ら
い

ま
で
の
子
ど
も
を
夜
10
時
頃
ま
で
預
か
る

場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
一
歩
と
し
て
、

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
４
月
か
ら
保

育
園
は
、
平
日
は
８
時
か
ら
19
時
ま
で
、

土
曜
日
は
８
時
か
ら
16
時
15
分
ま
で
預
か

っ
て
く
れ
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
パ
ー
ト
で
し
か
働
け
な

か
っ
た
女
性
を
正
社
員
と
し
て
迎
え
る
こ

と
も
、
多
少
は
進
む
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
・
フ
ァ
ザ
ー
の
問
題
も

観
光
地
に
取
り
込
む
方
法
は
な
い
か
と
い

う
課
題
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
町
営
住
宅
の

条
件
的
な
緩
和
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
い
う
話
し
合
い
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
草
津
町
が
そ
う
し
た
取
り
組

み
で
何
と
か
人
材
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

て
も
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
周
囲
が
過

疎
化
し
て
い
く
状
況
も
あ
り
、
全
体
的
な

生
産
年
齢
人
口
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
や
は
り
、
地
域
だ
け
で
な
く
国
レ

ベ
ル
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

日
本
の
お
も
て
な
し
を

体
得
し
た
外
国
人
を

接
客
の
最
前
線
へ

そ
う
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
外
国
人
の

登
用
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
は

法
規
制
が
厳
し
く
、
観
光
産
業
に
つ
い
て

は
、
熟
達
す
る
の
に
特
別
な
技
術
を
要
し

な
い
、
難
度
の
さ
ほ
ど
高
く
な
い
労
働
と

み
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
国
人
を
雇
い

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
業
に
つ
い
て
は
産
業
に
対
す
る

手
厚
い
保
護
も
あ
り
、
草
津
町
の
隣
の
嬬つ

ま

恋ご
い

村
な
ど
は
毎
年
40
～
50
人
、
中
国
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
な
ど
の

農
作
業
に
必
要
な
人
た
ち
を
一
定
期
間
だ

け
雇
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
、
日
本
の
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
で

は
外
国
人
が
勉
強
し
、
そ
の
ま
ま
日
本
で

働
き
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、

草
津
で
も
そ
う
い
う
方
が
就
職
し
て
い
ま

す
。
最
近
目
立
つ
の
が
、
中
国
の
専
門
学

校
の
取
り
組
み
で
、
先
日
も
中
国
全
土
か

ら
40
校
く
ら
い
見
学
に
来
ま
し
た
。
そ
こ

で
、ぜ
ひ
自
分
た
ち
の
学
生

を
日
本
に
送
り
、日
本
の
お

も
て
な
し
や
習
慣
、日
本
語

を
学
び
つ
つ
、時
給
８
５
０

円
く
ら
い
も
ら
え
れ
ば
と

い
う
形
で
、３
カ
月
ま
た
は

６
カ
月
と
い
う
期
間
で
10
人
、

15
人
が
働
き
に
来
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
群
馬
県
前
橋
市
に
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
お
も
て
な
し
専
門
学
校
」
と
い
う

学
校
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
お
も
て
な
し

と
日
本
語
を
勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
こ

か
ら
草
津
温
泉
に
50
人
く
ら
い
の
外
国
人

学
生
が
短
期
間
、
働
き
に
来
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
で
学
ぶ
学
生
の
想
い
は
、
日
本

の
習
慣
と
日
本
語
を
身
に
付
け
、
自
分
の

将
来
に
役
立
て
た
い
と
い
う
の
が
基
本
で
、

草津温泉のシンボル・湯畑を囲む広場

御座之湯（左奥）と白旗の湯（右手前）熱乃湯

湯路広場
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我
々
と
し
て
は
労
働
力
の
補
完
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
問

題
は
日
本
と
外
国
の
習
慣
の
違
い
、
日
本

語
が
十
分
で
な
い
た
め
接
客
の
前
面
に
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
う
す
る
と
下
働

き
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
な

か
な
か
学
生
の
想
い
・
意
欲
が
う
ま
く
実

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
比
較
的
う
ま
く
い
っ
て

い
る
の
は
、
正
社
員
と
し
て
中
国
人
を
登

用
し
て
い
る
場
合
で
す
。
同
じ
中
国
人
同

士
な
の
で
や
り
と
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
、
研

修
的
な
人
材
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
く
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

外
国
人
の
登
用
に

つ
い
て
は
地
域
レ
ベ
ル
、

産
業
レ
ベ
ル
で
議
論
を

今
後
、
ど
こ
ま
で
外
国
人
を
登
用
す
る

か
は
一
つ
の
課
題
に
な
り
ま
す
が
、
将
来

は
生
産
年
齢
人
口
が
完
全
に
低
く
な
る
の

で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
労
働
力
確
保
に
つ

い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ

う
な
形
で
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
大
手
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
な
日
本
の

企
業
体
験
を
通
し
て
、
既
に
観
光
産
業
で

外
国
人
が
働
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い

ま
す
。
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
も
筑
波
大

学
と
組
ん
で
そ
う
い
う
取
り
組
み
を
始
め

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

外
国
の
人
に
と
っ
て
は
日
本
で
働
く
こ

と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
我
々
も
人
材
を

き
ち
ん
と
育
て
上
げ
る
こ
と
で
日
本
の
お

も
て
な
し
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
、お
互
い
に
ウ
ィ
ン-

ウ
ィ
ン（w

in-w
in

）

に
な
れ
る
方
向
性
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

そ
れ
は
一
施
設
の
問
題
で
は
な
く
、や
は
り

地
域
全
体
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
例
え

ば
旅
館
組
合
や
観
光
協
会
に
依
頼
す
る
と
、

そ
う
い
っ
た
人
材
が
呼
べ
る
と
い
う
形
が
、

一
つ
の
理
想
形
か
な
と
思
い
ま
す
。
草
津

温
泉
で
は
今
、
旅
館
組
合
も
交
え
な
が
ら
、

そ
う
い
う
方
向
性
を
目
指
し
て
今
後
ど
う

し
て
い
く
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

草
津
温
泉
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は

「
人
材
」に
関
す
る
指
標
も

観
光
産
業
全
体
と
し
て
は
、
交
流
人
口

を
活
発
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、
交
流
人
口

を
増
や
す
裏
付
け
と
し
て
の
労
働
力
の
確

保
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
草
津
で
は
、

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
し
て

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
た
だ
単
に

誘
客
や
観
光
客
の
入
込
み
だ
け
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、Ｋ
Ｐ
Ｉ（
主
要
業
績
評
価

指
標
）や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
人
材
に

関
す
る
指
標
も
取
り
入
れ
、
労
働
力
の

裏
付
け
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
経
験
と
勘
と
度
胸
で
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
目
標
づ
く
り
が

で
き
な
か
っ
た
り
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
プ
ラ
ン
と

ド
ゥ
ま
で
は
で
き
て
も
チ
ェ
ッ
ク
が
曖
昧

だ
っ
た
り
、
思
い
込
み
が
あ
っ
た
り
、
ア
ク

シ
ョ
ン
も
感
覚
で
や
っ
て
い
た
り
す
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
感
覚

と
い
う
の
が
一
番
重
要
な
の
で
す
が
、
そ

れ
を
納
得
さ
せ
る
数
字
的
裏
付
け
が
ど
う

し
て
も
足
り
な
い
の
で
、
賛
否
両
論
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
て
目
標
管
理

に
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
、
お
客
様
の
動

向
・
満
足
度
と
同
時
に
、
働
く
側
に
つ
い

て
も
自
ら
の
仕
事
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う

に
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
今
一
度
、
観
光
協
会
も

町
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

人
材
・
雇
用
の
問
題
は
、
実
に
奥
が
深

い
テ
ー
マ
で
あ
り
、地
域
に
よ
っ
て
事
情
も

多
分
に
違
う
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
地
域

同
士
が
お
互
い
に
情
報
交
換
す
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
す
。
ま
ず
は
そ
の
重
要
性

に
、
業
界
の
皆
さ
ん
に
注
目
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
な
か
ざ
わ　

た
か
し
）

＊
本
稿
は
、
２
０
１
５
年
度
・
温
泉
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
・
第
３
回
研
究
会
（
平
成
28
年
２
月
26

日
開
催
）
で
の
基
調
報
告
を
も
と
に
再
構
成
し

た
も
の
で
す
。

構
成
・
編
集
：
観
光
政
策
研
究
部　

岩
崎
比
奈
子

NIPPONおもてなし専門学校
（群馬県前橋市）

　語学、実学、文学の視点から日本について
学ぶ日本語学校。旅館・ホテル・飲食店等が提
供するサービスを、表面的な簡単な仕事と考
えるのではなく、より本質的な価値を提供す
るものと捉える。海外からの留学生が「おも
てなし」について、理論と実践を通じて科学的
な観点から学んでいる。群馬ロイヤルホテル
とNIPPONアカデミーが運営する専門学校グ
ループの一つ。（当校ホームページより作成）
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「鶴雅観光人材養成講座」は、大学生を対象に年2回開催 阿寒湖畔の旅館群とフップシ岳

経
営
者
の
視
点
か
ら

従
業
員
満
足
度
を
高
め
て
、人
材
確
保
を

特
定
非
営
利
活
動
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
　
理
事
長

大
西  

雅
之

2

給
与
と
労
働
環
境
の

改
善
は
急
務

今
、
北
海
道
の
観
光
産
業
に
お
け
る
人

材
不
足
は
札
幌
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
部

で
顕
著
で
す
。
ホ
テ
ル
で
は
、
外
注
が
多

い
宴
会
ス
タ
ッ
フ
や
清
掃
は
人
手
が
足
り

ず
、
宴
会
や
客
室
の
予
約
を
全
て
受
け
き

れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
う
し
た
傾
向

は
徐
々
に
地
方
部
に
も
広
が
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
２
～
３
年
前
か
ら

調
理
部
門
と
外
国
語
対
応
人
材
の
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
和
食
の
料
理

人
が
少
な
い
の
は
、
全
国
的
に
共
通
す
る

傾
向
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
観
光
業
界
は
労
働
生
産
性
が
低

い
、
つ
ま
り
過
重
労
働
な
業
種
の
一
つ
と

見
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
人
材
が
集
ま
り
に

く
い
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
産

業
構
造
が
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
中
心

に
移
行
す
る
中
、
観
光
業
界
の
給
与
ア
ッ

プ
と
労
働
環
境
の
改
善
は
急
務
で
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど
に
よ
り
経
営
状

態
が
改
善
し
て
い
る
今
こ
そ
、
従
業
員
満

足（
Ｅ
Ｓ=

Em
ployee Satisfaction

）へ

の
投
資
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
従
業
員
満
足

（
Ｅ
Ｓ
）の
改
善

私
が
経
営
す
る
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
で
は
ま

ず
、
休
日
を
こ
れ
ま
で
の
年
間
83
日
か
ら

95
日
に
増
や
し
ま
し
た
。
あ
と
２
年
以
内

に
１
０
５
日
に
す
る
予
定
で
す
。
と
は
い

え
、
す
ぐ
に
給
料
を
大
幅
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
夫
婦
共
稼
ぎ
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
現
実
的
だ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
阿
寒
湖
温
泉
で
進
め
て
い
る
Ｅ
Ｓ

改
善
策
の
一
つ
が
、
阿
寒
湖
温
泉
で
働
く

人
た
ち
を
対
象
と
し
た
託
児
所
の
整
備
で

す
。
現
在
、
内
閣
府
の
子
育
て
支
援
制

度
を
活
用
し
て
、
３
６
５
日
毎
日
開
園
す

る
託
児
所
を
今
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。

鶴
雅
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
、
社
員
寮
の

新
設
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
背
景
に
は
、

社
員
の
平
均
年
齢
が
２
０
１
０
年
（
平
成

22
年
）の
42
歳
か
ら
昨
年
は
36
歳
と
６
歳

若
返
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
若
者
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
た
め
に
も
住
環

境
の
改
善
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
食
事

付
き
の
独
身
社
員
寮
を
重
点
的
に
新
設

し
て
い
ま
す
。
一
度
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
を
辞

め
た
人
が
再
就
職
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
「
出
戻
り
社
員
」
は
、

（写真提供：鶴雅グループ）
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19 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集3 今、観光地の現場で起きていること

毎夏、街じゅうが楽しみにしている仮装盆踊り大会。鶴雅チームも毎年参加！

鶴
雅
グ
ル
ー
プ
の
良
さ
が
分
か
っ
て
い
る

の
で
、
我
々
は
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
人
事
制
度
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
定
年
の
65
歳
を
過
ぎ
て

も
、
健
康
で
本
人
に
働
く
意
欲
が
あ
れ
ば

個
々
の
働
き
方
に
合
わ
せ
た
フ
ル
タ
イ
ム

か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
ま
で
の
３
種
類
の
働

き
方
で
期
限
な
し
に
働
け
る
と
い
う
制
度

を
設
け
ま
し
た
。

賞
与
も
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
が
、「
ア

ン
ケ
ー
ト
で
ほ
め
ら
れ
た
で
賞
」な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
形
で
賞
金
を
伴
う
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
設
け
て
い
ま
す
。社
員
が
チ
ー
ム
を

組
ん
で
お
客
様
を
集
め
る
「
社
員
紹
介
運

動
」
で
は
、
頑
張
れ
ば
ボ
ー
ナ
ス
の
足
し

に
な
る
額
を
社
員
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
努
力
に
よ
り
、
従
業
員
の
定

着
率
は
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
辞
め

て
し
ま
う
新
入
社
員
も
い
ま
す
。
観
光
産

業
に
対
し
て
意
気
込
み
が
大
き
い
優
等
生

タ
イ
プ
ほ
ど
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
失

望
感
も
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
こ

で
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
鶴
雅
観
光
人

材
養
成
講
座
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
大
学
生
に
阿
寒
湖
温
泉
の
旅
館
や
土

産
物
店
な
ど
で
接
客
体
験
も
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
観
光
産
業
を
志
望
す
る
若
者

た
ち
の
期
待
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

単
価
ア
ッ
プ
と
マ
ル
チ
タ

ス
ク
で「
疲
弊
」を
防
ぐ

今
後
の
課
題
は
宿
泊
単
価
ア
ッ
プ
と
労

働
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
で
す
。
単
に
稼
働

率
を
上
げ
る
だ
け
で
は
、
従
業
員
も
施
設

も
疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
で
、
売
り
上
げ
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
、
従
業
員
も
施
設
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
も
余
裕
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
効
率
よ
く
シ
フ
ト
が
組
め
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
と
、
従
業
員
が
複
数
の
仕

事
を
こ
な
せ
る
体
制
づ
く
り
を
行
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
談
）

（
お
お
に
し　

ま
さ
ゆ
き
）

構
成・
編
集
：
観
光
政
策
研
究
部 

通
山
千
賀
子

大
西 

雅
之
（
お
お
に
し 

ま
さ
ゆ
き
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
理
事
長
、
鶴
雅

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
銀
行
勤
務
を
経
て
１
９
８
１
年
株
式
会
社
阿

寒
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
入
社
、
１
９
８
９
年
社
長
就
任
、
２
０
１
６
年
３
月
よ

り
現
職
。
現
在
、
観
光
庁
観
光
カ
リ
ス
マ
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
観
光

振
興
機
構
副
会
長
、
釧
路
商
工
会
議
所
副
会
頭
な
ど
の
要
職
に
あ
る
。

資料：釧路市観光統計、住民基本台帳
2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

（年）

図３  阿寒湖温泉の人口と観光客入込みの推移
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（写真提供：鶴雅グループ）
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２
食
形
式
で
す
。
そ
う
い
う
小
さ
な
宿
で

は
１
〜
２
人
の
人
手
不
足
も
非
常
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。

観
光
業
に
必
要
な
雇
用
は
変
わ
ら
な

い
の
に
労
働
人
口
が
減
り
、
今
は
お
客
さ

ん
よ
り
も
従
業
員
の
確
保
が
大
変
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
元
の
宿
泊
施
設
だ
け
で
な

く
、
全
国
展
開
す
る
大
手
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ

ル
が
鳥
羽
で
大
々
的
な
求
人
広
告
を
最
寄

り
で
打
っ
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
そ
う
で

す
。
我
々
の
業
界
だ
け
で
は
な
く
、
人
手

不
足
は
三
重
県
の
全
業
種
に
共
通
し
た
悩

み
で
す
。

調
理
ス
タ
ッ
フ
育
成
の

「
ジ
レ
ン
マ
」

鳥
羽
の
宿
泊
施
設
は
質
の
高
い
食
材
と

料
理
技
術
が
売
り
で
す
が
、
調
理
ス
タ
ッ

フ
が
不
足
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
労
務

に
関
す
る
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

旅
館
の
調
理
部
門
に
は
、
実
家
が
料
亭

旅
館
や
寿
司
屋
な
ど
で
、「
調
理
の
基
礎
を

覚
え
た
い
」
と
い
う
若
い
人
も
来
て
お
り
、

働
き
な
が
ら
学
ぶ
学
校
の
よ
う
な
面
が
あ

り
ま
す
。仕
事
の
後
も
技
術
を
磨
く
た
め
、

か
つ
て
は
１
日
10
時
間
を
超
え
る
労
働
は

当
た
り
前
と
い
う
世
界
で
し
た
。

し
か
し
労
働
基
準
法
上
、
今
は
そ
う
し

経
営
者
の
視
点
か
ら

『
労
務
倒
産
』を
防
ぐ
支
援
策
も
必
要
で
は

一
般
社
団
法
人
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
会
長

吉
川  

勝
也

3

吉
川 

勝
也
（
よ
し
か
わ 

か
つ
や
）

　

昭
和
26
年
鳥
羽
市
生
ま
れ
。
大
阪
商
業
大
学
卒
業
後
、
家
業
の
「
ホ
テ

ル
浦
島
」
に
入
社
。
鳥
羽
の
宿
泊
施
設
で
初
の
温
泉
掘
削
に
成
功
す
る
。

（
一
社
）
鳥
羽
市
観
光
協
会
会
長
、
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会
会
長
、
株
式
会
社

サ
ン
浦
島
代
表
取
締
役
社
長
。
三
重
県
内
で
５
つ
の
旅
館
を
経
営
す
る
。

観
光
客
誘
致
よ
り

切
実
な
従
業
員
確
保

志
摩
市
は
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）

ま
で
人
口
が
６
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
に
６
万

人
を
切
り
、２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）は

５
万
２
０
０
０
人
に
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

鳥
羽
市
は
１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）の

３
万
５
２
１
人
を
ピ
ー
ク
に
、今
年
３
月
に

は
初
め
て
２
万
人
を
切
り
ま
し
た
。（
注
１
）

両
市
と
も
少
子
化
と
若
者
の
流
出
が

著
し
い
一
方
、
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

と
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
で
宿
泊
客

を
比
較
す
る
と
、
志
摩
市
は
１
３
０
万
人

か
ら
１
５
５
万
人
に
増
え
、
鳥
羽
市
は

２
１
２
万
人
か
ら
２
０
０
万
人
と
や
や
減

少
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

志
摩
市
と
鳥
羽
市
は
合
わ
せ
て
約

３
１
０
軒
の
宿
泊
施
設
が
あ
り
、
漁
業
と

観
光
が
産
業
の
２
本
柱
で
す
。
鳥
羽
に
は

約
１
８
０
の
宿
泊
施
設
が
あ
り
、
約
７
割

が
家
族
経
営
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
１
泊（年）

鳥羽市人口

鳥羽市宿泊者数

図４ 過去10年の鳥羽市の人口と宿泊者数の変遷

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
資料：人口、宿泊者数ともに鳥羽市統計データより
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人口は減少傾向が続くが、
宿泊者数は200万人泊前後で

安定している
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21 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集3 今、観光地の現場で起きていること

鳥羽市浦村。海一面に養殖風景が広がる。吉川氏の経営する
サン浦島ホテルもここにある（写真提供：鳥羽市役所）

た
働
き
方
は
認
め
ら
れ
ず
、
何
か
あ
れ
ば

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
料
理
を
学
ぶ
た
め
に
旅
館
で
働
い
て

い
る
人
で
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
若
い

人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
っ
て

い
き
ま
せ
ん
。

結
果
と
し
て
、
調
理
部
門
で
は
技
術
の

伝
承
が
で
き
な
い
事
態
が
起
き
て
お
り
、

各
料
理
長
か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
技
術

は
伝
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞

き
ま
す
。

料
理
人
の
技
術
や
人
手
不
足
が
起
き
る

と
、
旅
館
は
利
便
性
と
価
格
訴
求
を
優
先

し
、
効
率
の
良
い
バ
イ
キ
ン
グ
に
し
た
り
、

お
客
さ
ん
の
既
食
率
が
い
い
メ
ニ
ュ
ー
ば
か

り
並
べ
る
な
ど
、
無
駄
の
削そ

ぎ
落
と
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
鳥
羽
や
志
摩
の
よ
う
な
地
域
は
、

売
り
物
で
あ
る
「
食
」
に
個
性
を
打
ち
出

し
て
い
か
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
、
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
人
材
不

足
に
よ
る「
選
択
と
集
中
」

鳥
羽
で
は
、
洗
い
場
や
布
団
敷
き
な
ど

の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
人
材
も
不
足
し
て
い
ま

す
。
以
前
、
こ
れ
ら
の
仕
事
は
一
定
の
人

気
が
あ
り
、
私
の
経
営
す
る
サ
ン
浦
島
グ

ル
ー
プ
で
も
、
高
齢
に
な
る
と
接
客
部
門

か
ら
異
動
を
希
望
す
る
人
が
結
構
い
ま
し

た
が
、
今
は
人
材
不
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
と
こ
ろ
で
は
清
掃
を
外
注
し
て
い

ま
す
が
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
で
き
な

い
宿
泊
施
設
は
深
刻
で
す
。
働
き
手
が
い

な
い
た
め
に
廃
業
を
考
え
る
事
業
者
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

寮
の
整
備
は

定
住
促
進
の
思
い
で

サ
ン
浦
島
グ
ル
ー
プ
は
従
業
員
寮
の
充

実
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
現
在
、
寮
の
部

屋
数
は
全
客
室
の
88
％
分
に
相
当
し
ま
す
。

25
㎡
の
ワ
ン
ル
ー
ム
で
、
毎
月
の
家
賃
は

８
千
円
～
１
万
５
千
円
で
す
。一
部
屋
に
数

百
万
円
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
と
に

か
く
人
材
を
集
め
た
い
と
い
う
思
い
で
20

年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
わ

ば
民
間
レ
ベ
ル
の
定
住
振
興
と
言
え
ま
す

が
、
最
近
は
鳥
羽
市
で
も
空
き
家
を
活
用

し
た
定
住
政
策
を
始
め
て
お
り
、
今
後
の

取
り
組
み
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

﹁
労
務
倒
産
﹂を
防
ぐ

支
援
策
も
必
要
で
は

人
手
不
足
の
状
況
下
で
も
、
Ｂ
＆
Ｂ
や

素
泊
ま
り
な
ど
に
転
換
で
き
る
旅
館
は
何

と
か
生
き
残
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
債
務
が
大
き
く
て
パ
イ
を
小
さ
く

で
き
な
い
体
質
の
宿
も
あ
り
ま
す
。
今
の

ま
ま
だ
と
年
商
１
億
円
前
後
の
宿
が
ど
ん

ど
ん
淘と

う

汰た

さ
れ
、「
労
務
倒
産
」（
注
２
）
が

間
違
い
な
く
起
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
起
業
支
援
も
大
事

な
こ
と
で
す
が
、
既
存
事
業
者
を
そ
う
し

た
理
由
で
潰
し
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
地
方
行
政
は
正
面
か
ら
こ

の
こ
と
に
目
を
向
け
、
今
あ
る
施
設
を
ど

う
守
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
減
少
の
歯
止
め
の

立
た
な
い
地
方
に
お
い
て
観
光
産
業
（
交

流
産
業
）
は
優
等
生
と
称
さ
れ
ま
す
。
地

方
へ
の
期
待
を
迎
え
た
日
本
に
お
い
て
観

光
産
業
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を

我
々
は
自
覚
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考

え
ま
す
。（
談
）

（
よ
し
か
わ　

か
つ
や
）

構
成
・
編
集
：
観
光
政
策
研
究
部 

西
川　

亮

編
集
協
力（
特
集
３-

１
）：
井
上
理
江

（
注
１
） 

志
摩
市
は
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）
に
５
町

が
合
併
し
て
生
ま
れ
た
が
、
人
口
は
合
併
前
の

５
町
人
口
の
合
計
。

（
注
２
）人
手
不
足
や
人
件
費
増
大
な
ど
労
務
問
題
が

主
な
原
因
で
起
こ
る
企
業
倒
産
。

鳥羽市へのアクセス　   （第2次鳥羽市観光基本計画より引用）

名古屋～鳥羽
近鉄特急 1時間40分

JR快速 1時間45分

中部国際空港～津
高速船 約45分

鳥羽～賢島
近鉄特急 30分

京都～鳥羽近鉄特急 2時間15分

大阪難波～鳥羽
近鉄特急 2時間5分

南海難波～鳥羽
近鉄特急 37分

バス 20分

名古屋～中部国際空港
名鉄特急 30分

伊勢湾フェリー
55分

賢島

伊良湖

伊勢神宮
宇治山田駅

関西
国際空港

中部
国際空港

津

鳥羽

京都

京都府

滋賀県

和歌山県

兵庫県

奈良県

三重県

愛知県

大阪

大阪府

名古屋

松阪

0 3010 50ｋｍ
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僕
は
神
戸
の
出
身
で
す
。
以
前
は
地
元

で
大
手
ス
ー
パ
ー
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

転
勤
で
18
年
前
に
札
幌
に
来
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
既
に
人
生
の
半
分
近
く
が
北
海

道
で
す
ね
。
そ
の
後
、
勤
務
し
て
い
た
釧

路
店
が
閉
店
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
鶴

雅
グ
ル
ー
プ
の
当
時
の
専
務
さ
ん
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
て
転
職
を
決
め
ま
し
た
。

子
育
て
に
は
理
想
の
環
境

現
在
の
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
は
、
札
幌
限
定

と
か
地
域
限
定
で
勤
務
す
る
人
と
、
転
勤

Ｏ
Ｋ
の
人
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
阿
寒

湖
限
定
で
す
。
僕
が
入
社
し
た
２
０
０
０

年（
平
成
12
年
）の
時
点
で
は
、阿
寒
湖
以

外
に
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
は
な
か
っ
た

の
で
、
阿
寒
湖
で
働
く
こ
と
が
前
提
で
し

た
。
で
も
、
ホ
テ
ル
の
仕
事
に
興
味
が
あ

っ
た
の
で
、
不
安
は
感
じ
な
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
れ
に
、
私
も
北
見
市
出
身
の
妻
も

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
で
、
温
泉
も
好
き
で
し

た
か
ら
、
働
く
環
境
と
し
て
は
最
高
で
し

た
。
子
育
て
を
す
る
環
境
と
し
て
も
大
自

然
が
あ
り
、
小
規
模
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

小
学
校
は
理
想
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。
住

ん
で
み
て
生
活
の
不
便
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
不
便
さ
を
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
確
か
に
病
院
が
な
い
の
は
不

安
で
す
が
。

唯
一
気
に
な
っ
た
の
は
、
阿
寒
湖
は
個

人
が
家
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
こ
と

が
難
し
い
土
地
柄
な
の
で
、
従
業
員
は
寮

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

し
た
。
で
す
が
、
家
族
寮
は
十
分
な
広
さ

が
あ
っ
て
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
今

は
住
む
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
一
生
持
ち
家

が
な
く
て
も
よ
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
若
い
人
た
ち
は
結
婚
し
て
子

供
が
で
き
る
と
、
共
働
き
が
で
き
な
く
な

っ
て
収
入
が
減
る
こ
と
や
、
高
校
が
な
い

の
で
子
ど
も
を
外
へ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
な
ど
を
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。で
も
、

今
度
託
児
所
が
で
き
る
予
定
な
の
で
、
そ

の
不
安
も
減
る
と
思
い
ま
す
。

僕
が
入
社
し
た
時
に
比
べ
る
と
、
鶴
雅

グ
ル
ー
プ
の
条
件
は
良
く
な
っ
て
い
て
、子

ど
も
が
い
る
場
合
は
家
族
手
当
や
高
校
・

大
学
の
教
育
手
当
も
支
給
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
点
で
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

阿
寒
湖
の
高
校
生
を
持
つ
家
庭
は
、
釧
路

市
の
支
援
が
な
い
の
で
生
活
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。

地
元
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
大
事

ホ
テ
ル
で
働
く
魅
力
の
一
つ
は
、
フ
ロ

ン
ト
業
務
、
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
、
イ
ン
テ

リ
ア
関
係
、
営
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
選
べ
る
点
で
す
。
ま
た
、
ソ
ム
リ
エ

や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
公
認
指
導
員
、
英
検

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
が
ホ
テ
ル
業
務
に

関
連
し
、
そ
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は

報
奨
金
も
出
る
の
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

う
ち
の
仕
事
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
積

極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に
言

わ
れ
る
こ
と
で
す
。
地
元
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
消
防
団
へ
の
参
加
な
ど
、

ま
ち
の
人
た
ち
と
仲
良
く
し
そ
れ
を
楽
し

む
こ
と
が
阿
寒
湖
に
長
く
住
め
る
条
件
の

一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
お
客
様

に
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
も
大
切

従
業
員
の
視
点
か
ら

――
観
光
地
で
働
く
魅
力
は
何
か

　

観
光
地
の
現
場
で
実
際
に
働
く
従
業
員
は
、
宿
泊
業
で
働
く
こ
と
の

何
に
具
体
的
な
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
降
で
は
、
阿
寒

湖
温
泉
、
鳥
羽
温
泉
郷
、
有
馬
温
泉
の
各
旅
館
で
働
く
若
手
の
従
業
員

に
対
し
て
、
観
光
地
で
働
く
魅
力
や
課
題
、
経
営
者
や
地
域
に
対
し
て

期
待
し
た
い
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

地
元
を
楽
し
み
、魅
力
を
発
信
し
た
い

阿寒湖・秋本氏
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で
す
。
本
気
で
遊
び
、
楽
し
ん
だ
こ
と
で

な
け
れ
ば
お
客
様
に
阿
寒
湖
の
素
晴
ら
し

さ
は
伝
わ
ら
な
い
し
、
商
店
街
を
知
ら
な

け
れ
ば
、
お
店
の
案
内
も
で
き
ま
せ
ん
。

僕
た
ち
が
地
域
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
続

け
る
こ
と
が
、
ホ
テ
ル
と
し
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
高
校
進
学
を
機
に
阿
寒

湖
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す

が
、
最
終
的
に
、
阿
寒
湖
に
戻
っ
て
働
き

た
い
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
し
、

そ
う
い
う
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。（
談
）

鶴
雅
グ
ル
ー
プ 

売
店
事
業
部
兼
企
画
室

秋
本
武
洋
（
あ
き
も
と 

た
け
ひ
ろ
）

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

通
山
千
賀
子

新
人
が
夢
を
も
っ
て
働
け
る
環
境
が
理
想

私
の
出
身
は
愛
知
県
の
伊い

ら

ご
良
湖
岬
で
す
。

大
学
で
経
営
学
を
学
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
人
と
関
わ
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
観
光

業
を
中
心
に
就
職
活
動
し
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
御
宿T

he Earth

が
オ
ー
プ
ン
し
た

て
で
、
い
ろ
い
ろ
な
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
の
で
、
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

就
職
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
御
宿

T
he Earth
の
よ
う
な
個
性
的
な
旅
館
を

今
後
、
全
国
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
い

う
話
を
聞
い
た
こ
と
で
す
。
行
く
行
く
は

宿
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
て
、
チ
ャ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
た
会
社
だ

と
感
じ
、
入
社
し
ま
し
た
。

「
提
案
が
実
現
す
る
こ
と
」

に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

今
年
で
入
社
７
年
目
で
す
が
、
現
在
は

新
人
の
採
用
、
教
育
な
ど
を
一
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
で
は
、
就
職

セ
ミ
ナ
ー
に
行
き
、
旅
館
業
の
魅
力
を
学

い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
を
借

り
る
に
し
て
も
、
鳥
羽
市
は
ア
パ
ー
ト
が

少
な
い
で
す
か
ら
。
現
在
、
僕
は
独
身
寮

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
会
社
で
家
族
寮
を

つ
く
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

が
見
え
な
い
不
安
も
あ
る

一
般
的
に
、
こ
の
業
界
は
離
職
率
が
高

く
、
３
年
持
た
な
い
人
が
大
半
だ
と
聞
き

ま
す
。１
～
２
年
で
辞
め
る
人
は
、「
仕
事

が
キ
ツ
イ
」
と
い
う
理
由
が
多
い
よ
う
で

す
。３
～
５
年
で
辞
め
る
人
は
、「
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
描
け
な
い
」
と
い
う
理
由
で
す
。

「
自
分
は
こ
こ
で
働
い
て
、数
年
後
ど
う
し

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
不
安

か
ら
、
他
業
種
に
移
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。

私
も
入
社
し
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
業
務

に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
会
社
か
ら
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
れ
ば
安
心
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
同
業
種
の

人
と
交
流
し
た
い

実
は
、
鳥
羽
は
温
泉
街
が
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
温
泉
旅
館
同
士
の
接
点
が
あ
り

生
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ず
っ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
販
売
に
も
携
わ

っ
て
き
て
い
て
、
今
は
後
任
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
で
す
の
で
、

社
長
や
女
将
と
の
風
通
し
も
良
い
で
す
し
、

自
分
が
提
案
し
た
こ
と
を
任
せ
て
も
ら
え
、

日
々
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

鳥
羽
と
い
う
地
域
に
つ
い
て
も
、
遊
ぶ

に
は
少
々
不
便
な
点
は
あ
り
ま
す
が
、
温

泉
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
食
材
が
豊

富
で
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
た
り
す

る
の
で
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
し
て
も
働
け
る
よ
う

な
支
援
が
欲
し
い

た
だ
、
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
比
較
的
休
み
も
取
り
や
す
く
、
給

与
も
い
い
ほ
う
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
結
婚
し
、
子
ど
も
が
で
き
た
時
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
現
在
の
給
与
で
や
っ
て

い
け
る
か
な
と
い
う
心
配
は
あ
り
ま
す
。

や
は
り
、
観
光
業
は
他
業
種
に
比
べ
て
給

与
が
低
い
の
で
、
せ
め
て
他
業
種
と
同
じ

レ
ベ
ル
に
な
れ
ば
、
後
輩
や
大
卒
の
新
人

に
も
、
夢
を
持
っ
て
働
い
て
も
ら
え
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
ね
。

ま
た
、
結
婚
し
た
ら
ど
こ
に
住
む
か
と

鳥羽・太田氏
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高
校
卒
業
後
、
事
務
の
仕
事
に
就
い
た

の
で
す
が
、
も
っ
と
人
と
接
す
る
仕
事
が

し
た
い
と
思
い
、
駿
台
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ
ル

専
門
学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

講
師
を
し
て
い
た
金
井
（
啓
修
社
長
）
に

出
会
っ
た
こ
と
が
人
生
を
決
め
ま
し
た
ね
。

学
校
の
研
修
で
、
受
け
入
れ
先
の
ホ
テ

ル
で
半
年
働
い
た
時
は
、
自
分
の
担
当
が

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
御
所
坊
で
バ
イ

ト
を
し
た
時
は
、
お
客
様
の
お
出
迎
え
か

ら
お
見
送
り
ま
で
任
せ
て
も
ら
え
た
ん
で

す
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
学
校

の
廊
下
で
金
井
に
会
っ
た
時
に
は
「
先
生
、

や
と
て
！
」
と
口
か
ら
出
て
ま
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
御
所
坊
に
就
職
し
て
、
今
年
で

18
年
に
な
り
ま
す
。

母
親
の
社
会
復
帰
を

促
す
制
度
を
導
入

旅
館
は
離
職
率
が
高
く
、
結
婚
や
出

産
を
機
に
辞
め
る
女
性
も
多
い
の
で
す
が
、

私
の
場
合
は
、
社
長
や
女
将
さ
ん
が
理
解

の
あ
る
方
だ
っ
た
お
か
げ
で
、
働
き
な
が

ら
４
児
の
母
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
の
子
は
生
後
半
年
、
二
人
目
は
２
カ
月

か
ら
お
ぶ
っ
て
働
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も

が
小
さ
い
間
は
、
子
ど
も
を
寝
か
せ
る
部

屋
を
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
無
線
を
置

い
て
、
泣
き
声
が
聞
こ
え
た
ら
、
部
屋
に

駆
け
付
け
て
い
た
ん
で
す
ね
。
他
の
ス
タ

ッ
フ
が
子
ど
も
を
あ
や
し
て
く
れ
る
こ
と

も
多
く
、
本
当
に
周
り
の
人
に
助
け
ら
れ

ま
し
た
。

女
将
さ
ん
は
、
私
が
目
標
と
す
る
方
で

あ
り
、
女
将
さ
ん
や
周
り
の
方
に
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
た

い
と
思
い
、
そ
の
後
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
に
短
時
間
ず
つ
働
い
て
も
ら
う

仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
お
母
さ
ん

部
隊
を
親
し
み
を
込
め
て「
ピ
ン
ク
さ
ん
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
子
ど
も

の
成
長
に
つ
れ
て
、
働
く
時
間
が
延
び
る

の
で
、
今
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

ち
な
み
に
「
イ
エ
ロ
ー
さ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
、
男
性
陣
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
。

若
い
従
業
員
に
は
、
毎
日
楽
し
く
働

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

や
は
り
長
く
働
い
て
も
ら
う
に
は
、
賃
金

や
休
暇
、
シ
フ
ト
の
工
夫
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
す
ね
。
せ
め
て
、
数
カ
月
前
に
休
暇

の
予
定
が
立
て
ら
れ
て
、
順
番
に
休
み
が

取
れ
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

人
の
人
生
の
一
部
に

な
れ
る
仕
事

有
馬
温
泉
で
働
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、

金
井
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
温
泉
街
や
御
所
坊
が
変
わ
る
と
こ
ろ

を
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
有
馬
温
泉
の
一

部
に
自
分
も
な
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
う

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
に
、
旅
館
で
の
仕
事
は
、
お
客
様

の
人
生
の
一
部
に
な
れ
る
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。
今
日
こ
の
日
に
、
何
か
の
ご
縁
で

お
会
い
で
き
た
、
目
の
前
の
人
に
全
力
で

接
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
ず
っ
と
仕
事

を
し
て
き
ま
し
た
。
お
帰
り
に
な
る
お
客

様
が
ず
っ
と
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

常
連
の
方
に
「
今
年
も
会
え
た
ね
」
と
言

わ
れ
た
り
す
る
と
、
あ
あ
、
幸
せ
や
な
と

思
い
ま
す
。
こ
の
間
、
娘
た
ち
が
「
生
ま

れ
変
わ
る
な
ら
お
母
さ
ん
が
い
い
。
い
つ

も
笑
っ
て
い
る
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
す
が
、
私
も
毎
日
何
で
こ
ん
な
に
楽

し
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い（
笑
）。
多
分
、

私
に
は
、
こ
の
仕
事
が
天
職
な
ん
で
し
ょ

う
ね
。（
談
） 

有
馬
温
泉 

ホ
テ
ル
花
小
宿

和
田
も
え
（
わ
だ 

も
え
）

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

清
水
雄
一

編
集
協
力（
特
集
３-

２
）：
吉
田
千
春

ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
館
に
若

い
人
は
増
え
て
い
る
の
で
、そ
こ
を
つ
な
ぐ

仕
組
み
が
あ
っ
て
、
互
い
に
刺
激
を
受
け

た
り
、悩
み
を
共
有
で
き
た
り
す
る
と
、若

い
人
が
旅
館
業
の
仕
事
を
続
け
る
要
素
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
鳥
羽
市

や
温
泉
協
会
に
期
待
し
た
い
で
す
。（
談
）

鳥
羽 

サ
ン
浦
島 

悠
季
の
里

太
田
拓
也
（
お
お
た 

た
く
や
）

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

西
川　

亮

「
今
、こ
こ
」
の
出
会
い
を
大
事
に

有馬・和田氏
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25 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集3 今、観光地の現場で起きていること

仕
事
や
勤
め
先
、業
界
、

観
光
地
に
対
す
る

満
足
度
の
実
態

仕
事
に
つ
い
て「
大
変
満
足
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
比
率
は
全
体
の
７
％
、「
満
足

し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
比
率
は
21
％
で

あ
っ
た
。一
方
、「
不
満
」「
大
変
不
満
」
と

回
答
し
た
比
率
も
と
も
に
６
％
を
占
め
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

勤
め
先
に
つ
い
て
は
、「
大
変
満
足
し
て

い
る
」
と
回
答
し
た
比
率
は
７
％
、「
満
足

し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
比
率
は
14
％
で

あ
っ
た
。一
方
、「
不
満
」「
大
変
不
満
」
と

回
答
し
た
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
11
％
、
８
％

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

観
光
業
界
で
働
く
こ
と
に
対
す
る
満
足

度
は
、「
大
変
満
足
し
て
い
る
」と
回
答
し

た
比
率
は
全
体
の
13
％
、「
満
足
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
比
率
は
24
％
で
あ
っ
た
。
一

方
、「
不
満
」「
大
変
不
満
」
と
回
答
し
た

比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
５
％
、４
％
で
あ
る
。

こ
の
観
光
地
で
働
く
こ
と
に
対
す
る
満

足
度
は
、「
大
変
満
足
し
て
い
る
」と
回
答

し
た
比
率
は
11
％
、「
満
足
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
比
率
は
21
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、

「
不
満
」「
大
変
不
満
」
と
回
答
し
た
比
率

の
な
の
か
に
つ
い
て
は
判
断
が
難
し
い
。

し
か
し
、
観
光
産
業
で
働
く
こ
と
や
、
観

光
地
で
働
く
こ
と
に
対
す
る
満
足
度
に
比

べ
、
仕
事
や
勤
め
先
に
対
す
る
満
足
度
は

低
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
図
１
）。

宿泊施設の従業員満足度
（ES: Employee’s Job Satisfaction）の実態

公益財団法人日本交通公社が2012年（平成24年）に実施した、宿泊施設の従業員に対する
アンケート調査（注1）をもとに、宿泊施設の従業員の仕事に対する満足度や意識を概観してみたい。

は
そ
れ
ぞ
れ
４
％
、
６
％
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
る
。

他
業
種
や
他
業
界
と
の
比
較
を
行
っ
て

い
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
満
足
度
の
数
値

が
宿
泊
業
従
業
員
で
特
段
高
い
・
低
い
も

図１ 仕事・勤め先・業界・観光地に対する満足度

現在の仕事に満足している

現在の勤め先に満足している

観光・ホスピタリティ業界で
働くことに満足している

この観光地で働くことに
満足している

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

■大変そう思う	 ■そう思う	 ■やや思う	 ■どちらでもない　

■あまり思わない	 ■思わない	 ■全く思わない

7%

7%

13%

11%

6%

11%

5%

4%

6%

8%

4%

6%

21%

14%

24%

21%

27%

24%

29%

29%

14%

18%

15%

19%

19%

20%

11%

12%
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図２ 仕事などに対する詳細な満足度

仕事を任せてもらう機会

仕事内容について意見を求められる機会

多様な仕事をする機会

能力を最大限に活かす機会

良い仕事をしたときの褒め言葉

勤務時間の柔軟性

成長・学習できる仕事内容

充実した業務マニュアル

適切な仕事量

指示命令系統の明確さ

適正な評価制度

明確な企業目標

職場のコミュニケーション

上司との人間関係

同僚との人間関係

部下との人間関係

職場の雰囲気

職場の安全

職場の立地

職場の設備

給与

福利厚生

賞与

休暇の取りやすさ

プライベートと仕事のバランス

研修の機会

昇進の機会

職業能力・技術開発

上司による指導

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

■とても満足　■満足　■やや満足　■どちらでもない　■やや不満　■不満　■大変不満
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事

職
場
の
人
間
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場
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2%
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27 特集◉観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集3 今、観光地の現場で起きていること

仕
事
内
容
や
待
遇
な
ど
に

対
す
る
満
足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
仕
事
内
容
や
職
場

の
人
間
関
係
、
職
場
環
境
、
待
遇
、
人
材

開
発
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
詳
細
な
満

足
度
を
尋
ね
て
い
る（
図
２
）。
そ
の
結
果
、

仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
、「
仕
事
を
任
せ
て

も
ら
う
機
会
」「
仕
事
内
容
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
ら
れ
る
機
会
」「
多
様
な
仕
事

を
す
る
機
会
」、
職
場
の
人
間
関
係
に
つ

い
て
は
、「
同
僚
と
の
人
間
関
係
」「
部
下

と
の
人
間
関
係
」、
職
場
環
境
で
は
、「
職

場
の
雰
囲
気
」「
職
場
の
安
全
」「
職
場
の

立
地
」
で
そ
れ
ぞ
れ
「
と
て
も
満
足
」「
満

足
」「
や
や
満
足
」
の
合
計
が
５
割
を
超

え
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
項
目
も
「
と

て
も
満
足
」
と
回
答
し
た
比
率
は
10
％
を

下
回
っ
て
お
り
、
従
業
員
と
し
て
は
、
経

営
者
に
改
善
を
期
待
し
た
い
点
が
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、「
大
変
不
満
」「
不
満
」「
や
や
不

満
」
の
合
計
が
５
割
を
超
え
た
項
目
を
見

る
と
、
仕
事
内
容
に
つ
い
て
「
指
示
命
令

系
統
の
明
確
さ
」、待
遇
に
つ
い
て「
給
与
」

「
賞
与
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。「
賞
与
」
に
つ

い
て
は
、「
大
変
不
満
」
と
回
答
し
た
比

率
が
約
３
割
に
達
し
て
い
る
他
、「
給
与
」

や
「
休
暇
の
取
り
や
す
さ
」
に
つ
い
て
も

他
の
項
目
に
比
べ
て
そ
の
比
率
は
高
い
。

総
じ
て
仕
事
内
容
に
は
満
足
し
て
い
る

も
の
の
、「
待
遇
面
」で
不
満
に
感
じ
て
お

り
、
仕
事
に
対
す
る
満
足
度
が
低
く
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

転
職
な
ど
に
対
す
る

意
向

数
年
以
内
・
将
来
的
に
よ
ら
ず
、
こ
の

地
域
を
離
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
比
率
は

低
く
、他
業
界
へ
の
転
職
意
向
も
低
い（
図

３
）。
し
か
し
、
転
職
・
退
職
意
向
は
高
く
、

ホ
テ
ル
業
界
の
中
で
会
社
を
変
え
る
こ
と

に
対
す
る
抵
抗
感
は
低
い
。
今
回
の
『
観

光
文
化
』
で
は
、
雇
用
確
保
の
問
題
を
中

心
に
扱
っ
て
い
る
が
、
雇
用
の
定
着
も
ま

た
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
示
し
て
い
る
。

（
観
光
政
策
研
究
部　

西
川　

亮
）

図３ 転職などに対する意向

数年以内に転職・退職を考えている

将来的に転職・退職を考えている

数年以内に他業界へ転職したい

将来的に他業界へ転職したい

数年以内にこの地域を離れたい

将来的にこの地域を離れたい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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15%

14%

23%

22%

13%

19%

6%

6%

5%

6%

18%

21%

10%

11%

6%

7%

8%

4%

9%

9%

18%

15%

14%

9%

16%

14%

17%

16%

19%

16%

28%

28%

23%

22%

17%

23%

16%

18%

8%

11%

■全く思わない　■思わない　■あまり思わない　■どちらでもない　■やや思う　■そう思う　■大変そう思う

（
注
） 

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）３
月
に
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交

通
公
社
自
主
研
究
）
に
て
宿
泊
施
設
従
業
員

２
６
４
人
に
対
し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
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特
に
足
り
な
い
の
は

レス
ト
ラ
ン
の
サ
ー
ビ
スス
タ
ッ
フ
と
調
理
人

　

具
体
的
に
人
手
が
足
り
な
い
職
種
と
し
て
、
多
く
挙
げ

ら
れ
た
の
が
レ
ス
ト
ラ
ン
（
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
）
部

門
で
し
た
。
特
に
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
「
サ
ー
ビ
ス
、

調
理
の
い
ず
れ
も
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
客
室
清
掃
な
ど
を
外
部

委
託
し
て
い
る
場
合
に
は
、
契
約
先
の
企
業
で
人
が
集
ま

ら
ず
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

全
国
の
ホ
テ
ル
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
伴
い
、

英
語
圏
以
外
の
国
々
か
ら
も
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え
し

て
お
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
高
め
る
た
め
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
が

必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
宿
泊
産
業
に
お
け
る

会
員
ホ
テ
ル
の
８
割
弱
が
「
人
手
不
足
」

　

当
協
会
に
は
現
在
、
全
国
２
４
９
の
ホ
テ
ル
が
加
盟
し

て
お
り
、
毎
年
６
月
、
会
員
向
け
に
「
会
員
ホ
テ
ル
の
概

況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結

果
は
外
部
非
公
開
で
す
が
、
回
答
率
は
例
年
非
常
に
高
く
、

我
々
が
ホ
テ
ル
業
界
の
動
向
や
課
題
を
知
る
た
め
に
役
立

つ
調
査
と
言
え
ま
す
。

　

近
年
、
人
手
不
足
や
雇
用
の
問
題
は
ホ
テ
ル
業
界
に
お

い
て
も
関
心
が
高
い
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
わ
か

り
ま
す
。「
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
か
」
と
い
う
設
問

に
対
し
、イ
エ
ス
と
い
う
回
答
は
２
０
１
５
年
の
調
査
で
77

％
、
２
０
１
４
年
か
ら
８
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
激
な
増
加
は
、
我
々
の
業
界
に
と

っ
て
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
、
労
働

力
不
足
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

日
本
の
ホ
テ
ル
産
業
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を

一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
協
会
　
会
長
　
　
　

小
林 

哲
也

4

●
イ
ン
タ
ビュ
ー 

観
光
産
業
、宿
泊
産
業
、観
光
地
に
お
け
る

雇
用
と
人
材
を
考
え
る

　

特
集
３
で
語
ら
れ
た
「
観
光
地
の
現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
」
に
対
し
て
、
業
界
団
体
は
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、ま
た
国
は
ど
う
認
識
し
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、日
本
ホ
テ
ル
協
会
・
小
林
会
長
、

日
本
旅
館
協
会
・
針
谷
会
長
、
そ
し
て
観
光
庁
・
田
村
長
官
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
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そ
の
質
を
保
つ
に
は
新
た
な
人
材
確
保
も
大
事
で
す
が
、

高
齢
ス
タ
ッ
フ
の
活
用
を
含
め
、
今
働
い
て
い
る
人
材
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
が
重
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
会
長
を
務
め
る
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
１
９
９
９
年
か

ら
「
さ
す
が
帝
国
ホ
テ
ル
推
進
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を
各
部
長
が
選
び
、

年
に
約
50
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者
は
自
分
の
職

場
で
社
長
か
ら
直
接
表
彰
さ
れ
る
た
め
、
他
の
ス
タ
ッ
フ

に
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
年
間
の
大
賞
受
賞
者
が

全
従
業
員
の
投
票
で
選
ば
れ
る
た
め
、
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
ホ
テ
ル
協
会
で
は
、
人
材
育
成
事
業
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
が
、
私
は
今
各
ホ
テ
ル
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ

を
集
め
、
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
学
べ
る
機

会
を
提
供
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
当

協
会
の
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
大
学
院
大
学
の
よ
う
な

機
関
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
を
観
光
庁
長

官
に
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

日
本
の
ホ
テ
リ
エ（
ホ
テ
ル
従
業
員
）は
も
ち
ろ
ん
、
東

南
ア
ジ
ア
で
観
光
を
学
ぶ
学
生
や
ホ
テ
リ
エ
な
ど
も
高
い

関
心
を
示
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
こ
ば
や
し　

て
つ
や
）

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

梅
川
智
也
・
西
川　

亮

外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
在
留
資
格
の
「
技
術
・
人

文
知
識
・
国
際
業
務
」
に
よ
っ
て
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
や
企

画
業
務
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
協

会
会
員
か
ら
は
現
在
の
在
留
資
格
の
緩
和
と
対
象
職
種
の

拡
大
に
対
す
る
要
望
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
会
は
数
年
前
か
ら
、
政
府
な
ど
に
そ
う
し
た
要
請

を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
行
の
入
管
法
上
で
は

前
述
の
と
お
り
フ
ロ
ン
ト
業
務
と
企
画
業
務
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
同
じ
在
留
資
格
で
主
た
る
業
務
が
レ
ス
ト
ラ

ン
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ル
ボ
ー
イ
な
ど
の
場
合
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
か
ら
高
く
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
の
ホ
テ

ル
の
接
遇
サ
ー
ビ
ス
の
維
持・向
上
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、

外
国
人
の
在
留
資
格
の
緩
和
・
拡
大
に
向
け
て
、
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
益
を
生
み
出
す
た
め
の
生
産
性
向
上
が
鍵

　

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇
用
の
７
割
を
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
産

業
は
、
諸
外
国
と
の
比
較
や
製
造
業
と
の
比
較
に
お
い
て
、

生
産
性
が
低
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
伸
び
し
ろ
に
、

今
後
の
成
長
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

機
械
化
で
効
率
よ
く
処
理
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｔ
等
の
利
活
用
を
進
め
な
が
ら
、
昨
年
よ
り
今
年
、
来

年
と
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
か
に
付
加
価
値
の
高
い
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

適
正
な
価
格
で
提
供
し
、
利
益
を
生
み
出
し
て
い
け
る
か

が
鍵
で
あ
り
、
そ
の
利
益
を
生
む
源
は
人
材
で
あ
り
、
人

材
へ
の
投
資
も
、
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

今
い
る
人
材
の
モ
チ
ベ
ー
ション
維
持
と

高
度
な
人
材
の
育
成
を

　

私
自
身
は
日
本
の
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
は
世
界
的
に
見

て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

Interview

小
林 

哲
也
（
こ
ば
や
し 

て
つ
や
）

　

１
９
６
９
年
３
月
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
卒
業
。
同
年
、
株
式
会

社
帝
国
ホ
テ
ル
入
社
。
セ
ー
ル
ス
部
長
、
営
業
企
画
室
長
を
経
て
、

１
９
９
８
年
取
締
役
総
合
企
画
室
長
、
２
０
０
０
年
常
務
取
締
役
帝

国
ホ
テ
ル
東
京
総
支
配
人
、
２
０
０
１
年
代
表
取
締
役
副
社
長
、

２
０
０
４
年
代
表
取
締
役
社
長
。
２
０
１
３
年
３
月
か
ら
一
般
社
団

法
人
日
本
ホ
テ
ル
協
会
会
長
、
同
年
４
月
か
ら
帝
国
ホ
テ
ル
代
表
取

締
役
会
長
。
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課
題
や
改
善
策
を
考
え
る
「
第
１
回
旅
館
・
ホ
テ
ル
生
産

性
向
上
協
議
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
規
模
、
中
規
模
、

小
規
模
の
各
旅
館
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
４
部
門
か
ら
２

軒
ず
つ
選
定
し
て
お
り
、
今
後
は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
取

給
与
の
低
さ
は
生
産
性
の
低
さ
を
意
味
す
る

旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
は
、
全
国
各
地
で
人
手
不
足
の
状

態
で
す
。
最
も
足
り
な
い
の
は
、
第
一
に
接
客
の
最
前
線

に
立
つ
客
室
担
当
、
第
二
に
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
二
業
種
で

す
。
特
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
は
、
よ
り
給
料
の
高
い
業

界
に
人
材
が
流
れ
る
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
大
都
市
よ

り
地
方
が
厳
し
い
状
況
で
す
。
他
産
業
の
景
気
が
良
く
な

っ
た
こ
と
、
新
卒
者
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
国
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
よ
り
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
に

せ
よ
、
や
は
り
人
が
集
ま
ら
な
い
の
は
、
旅
館
ホ
テ
ル
業

の
給
料
が
安
い
か
ら
で
す
。
安
い
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
主
な
も
の
と
し
て
は
次
の
４
つ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
①
熟
達
す
る
の
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
要
し
な

い
職
種
で
あ
る
、
②
旅
館
が
給
与
水
準
の
低
い
地
方
に
多

い
、③
副
収
入（
チ
ッ
プ
）が
あ
る
、
④
寮
や
食
事
の
賄
い

が
付
く
こ
と
が
多
く
、
生
活
費
が
安
く
て
済
む
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
前
提
が
あ
る
に
し
て
も
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業

界
の
給
与
水
準
は
低
す
ぎ
る
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
付
加

価
値
が
低
い
、
す
な
わ
ち
業
界
の
生
産
性
が
低
い
か
ら
だ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す（
図
１
）。

製
造
業
に
学
ぶ
生
産
性
向
上
の
ス
キ
ル

今
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
７
割
を
占

め
、
生
産
性
向
上
の
努
力
が
不
可
欠
で
す
。
昨
年
６
月
に

総
理
官
邸
で
宿
泊
、
飲
食
、
道
路
・
運
送
、
介
護
、
小
売

の
サ
ー
ビ
ス
５
業
種

の
代
表
を
集
め
た「
第

１
回
サ
ー
ビ
ス
業
の

生
産
性
向
上
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
、
私
も

参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
当

協
会
は
昨
年
度
、
全

国
の
会
員
か
ら
モ
デ

ル
と
な
る
旅
館
・
ホ
テ

ル
を
公
募
し
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て

今
こ
そ
宿
泊
業
界
は
生
産
性
向
上
を
図
る
べ
き

一
般
社
団
法
人
日
本
旅
館
協
会
　
会
長
　
　
　

針
谷 

了

注：付加価値額とは、企業の生産活動によって新たに生み出された価値であり、
「付加価値額＝売上高－費用総額＋給与総額＋租税公課」の算式を用いて調査項目から計算されたものが上記である。

出典：統計トピックスNo.73　経済センサスと経営指標を用いた産業間比較－平成24年経済センサス
‒活動調査の分析事例①〔経理項目〕（総務省）－図2-1 (http://www.stat.go.jp/data/e-census/topics/topi731.htm)

図１  労働者１人当たり付加価値額（労働生産性）
10.00

（単位：百万円）
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3.182.77

農
林
漁
業

（
個
人
経
営
を
除
く
）

鉱
業
、採
石
業
、

砂
利
採
取
業

建
設
業

製
造
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
、郵
便
業

卸
売
業

小
売
業

不
動
産
業

物
品
賃
貸
業

学
術
研
究
、

専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

娯
楽
業

教
育
、学
習
支
援
業

医
療
、保
健
衛
生

社
会
福
祉
・
介
護
事
業

複
合
サ
ー
ビ
ス
業

他
の
サ
ー
ビ
ス
業

表１  選定されたモデル施設
部 門 モデル施設

ビジネスホテル

綿善旅館（京都府京都市）
みやこ旅館（長野県上田市）

グランメール山海荘（青森県鯵ヶ沢町）
あぶらや燈千（長野県山ノ内町）

観月苑（北海道音更町）
小豆島国際ホテル（香川県土庄町）

芝大門ホテル（東京都港区）
ホテル松風（愛知県豊田市）

小規模
（30室未満）

中規模
（30～99室）

大規模
（100室以上）

旅館

（2016年6月時点）
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Interview

り
組
み
を
会
員
で
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す（
表
１
）。

今
年
度
は
、
観
光
庁
が
内
閣
府
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

（
公
財
）
日
本
生
産
性
本
部
の
専
門
家
な
ど
を
派
遣
し
て
、

全
国
20
カ
所
で
７
月
よ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

宿
泊
業
と
製
造
業
は
一
見
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、５
Ｓ・３
定（
注
）や
マ
ル
チ
タ
ス
ク
な
ど
の
考
え
方
は
、

我
々
の
業
務
に
も
役
立
つ
部
分
が
多
く
、
生
産
性
向
上
に

つ
い
て
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
・
機
械
化
で
従
業
員
の
負
担
を
軽
減

経
営
者
の
多
く
が
従
業
員
の
給
料
の
安
さ
に
甘
え
、
生

産
性
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
現
在

の
深
刻
な
人
手
不
足
の
一
因
と
言
え
ま
す
。
生
産
性
を
上

げ
る
に
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
両
面
の
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
重
要
な

の
は
資
金
を
投
じ
て
機
械
化
や
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
、
作
業
を

効
率
化
し
て
、
従
業
員
の
負
担
を
省
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
経
営
者
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

一
方
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
効
果
的
な
の
は
、
従
業
員
が

行
っ
た
旅
館
ホ
テ
ル
へ
の
貢
献
が
ち
ゃ
ん
と
評
価
さ
れ
た

と
感
じ
る
こ
と
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
だ
と
思
い

ま
す
。
実
際
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
と
生
産
性

も
上
が
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
研
究
結
果
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

今
後
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
は
、
給
与
ア
ッ
プ
を
含
め

た
待
遇
向
上
と
と
も
に
そ
れ
を
周
知
す
る
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
我
々
の
業
界
は
周
知
活
動
に
今
ま
で
あ
ま
り
熱
心

で
は
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
今
い
る
人

材
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
れ
に
は
や
は
り

待
遇
向
上
、
そ
し
て
従
業
員
が
「
認
め
ら
れ
た
」
と
感
じ

る
こ
と
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
ら
２
点
は
両
輪
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
等
し

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

 （
は
り
た
に　

さ
と
る
）

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

梅
川
智
也
・
後
藤
健
太
郎

針
谷 

了
（
は
り
た
に 

さ
と
る
）

　
一
般
社
団
法
人
日
本
旅
館
協
会
会
長
、
株
式
会
社
湯
元
舘
代
表
取

締
役
会
長
。１
９
７
４
年
３
月
同
志
社
大
学
商
学
部
卒
業
。１
９
６
９

年
８
月
株
式
会
社
湯
元
舘
入
社（
大
学
在
学
中
）。１
９
７
４
年
４
月

専
務
取
締
役
、１
９
８
４
年
８
月
代
表
取
締
役
社
長
、２
０
１
１
年
３

月
会
長
に
就
任
。２
０
１
４
年
６
月
日
本
旅
館
協
会
３
代
目
会
長
に

就
任
。自
館
の
経
営
の
み
な
ら
ず
、お
ご
と
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
も
取
り
組
む
。

（
注
）５
Ｓ
は
「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け（
習
慣
化
）」の
頭

文
字
で
、
製
造
業
の
基
本
と
さ
れ
る
。
３
定
は
も
の
を
整
頓
す
る

際
の
基
本
の
考
え
方
で
「
定
位
（
定
め
ら
れ
た
場
所
）」「
定
品
（
定

め
ら
れ
た
品
物
）」「
定
量（
定
め
ら
れ
た
量
）」を
指
す
。

「
改
善
活
動
」で

モ
チベー
ション
向
上

滋
賀
県
・
お
ご
と
温
泉
「
湯
元
舘
」

生
産
性
向
上
を
強
く
推
進
す
る
根
拠
と
も
な
る
、

針
谷
氏
自
ら
が
経
営
す
る
施
設
で
の
取
り
組
み
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

湯
元
舘
で
は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
、従
業
員
が
業
務

改
善
に
つ
い
て
提
案
す
る
「
改
善
活
動
」
を
行
っ
て

い
る
。
自
分
が
行
っ
た
改
善
を
報
告
す
る
「
メ
モ
」、

ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
「
気
づ
き
」
の
２
種
類
が
あ

り
、
約
２
７
０
人
の
従
業
員
か
ら
昨
年
に
寄
せ
ら
れ

た
数
は
１
９
９
４
件
。
１
人
当
た
り
の
提
出
件
数
は

平
均
７
件
以
上
に
及
ぶ
。

そ
の
９
割
以
上
が
「
メ
モ
」
で
、
内
容
は
コ
ス
ト

削
減
、
作
業
効
率
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
１
枚
に

つ
き
数
百
円
の
報
奨
金
が
つ
き
、
優
良
な
提
案
は
経

営
会
議
に
か
け
ら
れ
、
さ
ら
に
報
奨
金
が
上
乗
せ
さ

れ
る
。「
ど
ん
な
小
さ
な
工
夫
や
努
力
も
、
会
社
が

認
め
て
く
れ
た
と
い
う
気
持
ち
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
針
谷
氏
は
語
る
。
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し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
も
現
場
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
。

田
村　

そ
の
背
景
に
は
、
こ
こ
数
年
で
急
激
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
他

の
先
進
国
の
ホ
テ
ル
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
見
て
も
、
か
な

り
外
国
人
の
労
働
者
が
入
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
た
だ
単
純
労
働
者
と
し
て
ど
ん
ど
ん
受
け
入

れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
定
の
目
標
や
レ
ベ
ル
の
よ

う
な
も
の
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
形
で
あ
れ
ば
、
外
国
の
人
を
働

き
手
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
能
性
が
広

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

日
本
の
お
も
て
な
し
と
い
う
の
は
、
世
界
で
も
有

数
な
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
人
が

そ
の
お
も
て
な
し
を
学
ん
で
自
分
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を

上
げ
、
本
国
に
戻
っ
て
か
ら
も
「
日
本
で
勉
強
し
て
よ
か

っ
た
」
と
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

田
村　

人
材
の
確
保
や
育
成
の
話
か
ら
は
少
し
離
れ
ま
す

が
、「
日
本
の
お
も
て
な
し
は
世
界
最
高
水
準
な
ん
だ
」
と
、

日
本
人
は
自
分
た
ち
で
納
得
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
と
て
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
す
が
、
個
々
の
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
応
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、
実
際
に
は
外
国
人
の
お

客
様
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
た
り
も
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

例
え
ば
、
昼
ま
で
部
屋
で
く
つ
ろ
ぎ
た
い
の
に
、
と

に
か
く
10
時
に
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
ろ
と
言
わ
れ
た
と
か
、

ゆ
っ
く
り
朝
ご
飯
を
食
べ
た
い
の
に
、
８
時
に
は
お
膳
が

人
手
不
足
を「
生
産
性
向
上
」で
カ
バ
ー
す
る
策
を

梅
川　

近
年
、
観
光
産
業
、
特
に
宿
泊
産
業
の
現
場
か
ら

「
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

今
回
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
観
光
庁
で
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
、
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
宿
泊
産
業
の
人
材
確
保

や
育
成
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村　

地
方
の
旅
館
の
経
営
者
な
ど
か
ら
、
か
な
り
多
く

聞
か
れ
る
の
が
「
外
国
人
労
働
者
を
も
っ
と
使
え
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
で
す
。人
手
不
足
が
生
じ
て

い
る
こ
と
は
私
も
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し

中
身
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
も
す
る
と
、「
賃
金
が
安
い
単
純
労
働
者
が
欲
し
い
」

と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
を
感
じ
る
の
で

す
ね
。
生
産
性
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、
人
手

以
外
の
要
素
で
カ
バ
ー
で
き
る
部
分
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の

か
、
も
う
少
し
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

梅
川　
先
日
お
聞
き
し
た
話
で
は
、旅
館
の
調
理
部
門
や
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

田
村　
調
理
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
考
え
る
と
、で
は
料
理

の
部
屋
出
し
が
全
て
の
旅
館
で
必
要
な
の
か
と
い
う
話
に

も
な
り
ま
す
。ま
た
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
関
し
て
言
え
ば
、ど

う
す
れ
ば
少
な
い
人
材
で
も
回
せ
る
の
か
、
つ
ま
り
合
理

化
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
、
実
際
、
か
な
り
大
胆
な
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進
め
て
い
る
高
級
旅
館
も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
は
か
な
り
合
理
化

が
進
ん
で
い
る
一
方
、
旅
館
に
つ
い
て
は
生
産
性
が
低
い

と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
逆
に
言

え
ば
伸
び
代
が
大
き
い
と
も
言
え
ま
す
。

　

先
進
的
な
旅
館
経
営
者
が
徹
底
し
た
在
庫
管
理
や
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
あ
る
い
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
を
進
め

た
り
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ

け
に
絞
り
、
無
駄
を
省
く
こ
と
で
労
働
生
産
性
が
非
常
に

向
上
し
た
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
う
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
先
決
な
の
で
は
と

い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
雇
用
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
考
慮
を

梅
川　

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
を
宿
泊
産
業
に
適

用
す
る
場
合
、
か
な
り
制
限
が
あ
る
の
で
、
条
件
を
緩
和

必
要
な
の
は
多
層
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム

観
光
庁
　
長
官
　
　
　

田
村 

明
比
古
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我
が
国
で
は
非
常
に
弱
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
旅
館
で
あ
れ
ば
、
家
業
と
し
て
継
ぎ
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
客
さ
ん
が
来
れ
ば
、
一
年
分
の
上
が

り
が
稼
げ
る
と
い
う
昔
な
が
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
変
え

ず
に
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
は
や
は
り
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
進
む
方
向
と
し
て
は
、
所
有
と
経
営
を
分
離

し
て
い
く
よ
う
な
形
態
が
日
本
の
宿
泊
業
に
と
っ
て
も
好

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
上
得
意
を
多
く
抱

え
た
伝
統
的
な
高
級
旅
館
や
高
級
ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
、
独

立
し
た
形
態
で
今
後
も
存
在
し
得
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
で
は
な
い
中
間
的
な
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
の
多
く
は
、

か
な
り
淘
汰
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

梅
川　

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

田
村　

例
え
ば
、
ど
う
に
も
経
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な

っ
た
施
設
を
、
や
る
気
の
あ
る
経
営
者
が
所
有
者
か
ら
買

い
取
っ
て
経
営
す
る
形
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
経
営
す
る
側
も
、
一
定
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
た
人
を
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
、
支
配
人
と

し
て
雇
う
と
い
っ
た
雇
用
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
て
く
る
は

ず
な
ん
で
す
ね
。

　

と
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
人
材
教
育
が
で
き
て
い
な
い
と
困
る
わ
け
で
す
が
、

今
の
日
本
で
は
、
案
外
そ
う
い
う
体
制
が
確
立
し
て
お
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
育
て
る
と
い
う
形

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
は
、
例
え

出
て
き
た
り
、
少
し
無
理
を
聞
い
て
ほ
し
い
時
に
「
そ
れ

は
で
き
ま
せ
ん
」
の
一
言
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
結

構
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
の
お

も
て
な
し
と
い
う
の
も
結
構
改
善
の
余
地
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
多
層
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム

田
村　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
宿
泊
業
界
で
は
、
旅
館
、
ホ
テ

ル
そ
れ
ぞ
れ
で
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
ス
キ
ル
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に
現
場
の
長
を
任
せ
る
に

は
ど
う
い
っ
た
ス
キ
ル
が
必
要
か
と
い
っ
た
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
分
析
し
、
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、宿
泊
業
界
に
は
若
い
方
た
ち
に
も
っ
と
入
っ

て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
、人
材
不
足
の
解

決
も
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

梅
川　

確
か
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
と
い
う
の
が

難
し
く
て
、「
旅
館
に
就
職
は
し
た
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声

は
現
場
で
よ
く
聞
き
ま
す
ね
。

　

労
働
生
産
性
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
考
え
ら
れ
る
社
員
を

雇
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
言
え
ま
す
が
、
な
か
な
か
そ

う
い
っ
た
人
材
確
保
も
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
個
々
の
旅
館
や
宿
泊
施
設
が
で
き
る
努
力
を
超
え
て

い
る
の
で
は
、
と
も
感
じ
ま
す
。

　

例
え
ば
就
職
説
明
会
な
ど
で
、
ホ
テ
ル
業
界
や
旅
館
業

界
と
し
て
出
展
し
「
自
分
た
ち
の
仕
事
は
こ
う
い
う
仕
事

で
す
」
と
就
職
活
動
を
し
て
い
る
学
生
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

な
ど
、
業
界
と
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。

田
村　

我
々
も
、
宿
泊
産
業
で
働
く
方
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
は
問
題
意
識
を
非
常
に
持
っ
て
い
て
、
現
場

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
定
の
ス
キ
ル
を
持
っ
て
働
く
人
、
現

場
の
長
を
務
め
る
中
堅
の
幹
部
、
経
営
者
の
各
レ
ベ
ル
に

対
す
る
多
層
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
こ
れ
ま
で

Interview

田
村 

明
比
古
（
た
む
ら 

あ
き
ひ
こ
）

　

１
９
８
０
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
同
年
に
運
輸
省
（
現
国
土
交

通
省
）
入
省
。
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
日
本
国
大
使
館
参
事
官
、
運
輸

省
運
輸
政
策
局
観
光
部
旅
行
振
興
課
長
、
福
岡
県
企
画
振
興
部
理
事
、

国
土
交
通
省
航
空
局
監
理
部
総
務
課
長
、
同
省
大
臣
官
房
審
議
官
、

同
省
鉄
道
局
次
長
、
同
省
航
空
局
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
５
年
９

月
観
光
庁
長
官
に
就
任
。

230観光文化特集4.indd   33 2016/07/01   10:10



34

ば
日
本
に
新
し
い
ホ
テ
ル
を
作
る
と
な
っ
た
場
合
、
支
配

人
を
公
募
す
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
ホ
テ
ル
や
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人
や
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
学

位
を
取
っ
た
人
、
別
の
ホ
テ
ル
で
実
績
を
上
げ
た
人
な
ど

が
応
募
し
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
就
任
す
る
と
い
う
形

が
主
流
で
す
。
そ
う
い
う
形
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
、
日

本
の
宿
泊
産
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
ら
な

い
の
で
は
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

梅
川　

所
有
と
経
営
・
運
営
を
分
け
る
と
い
う
形
態
は
、

日
本
の
ホ
テ
ル
業
界
で
も
だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
旅
館
で
も
そ
う
い
う
考
え
方
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
こ
そ「
出
口
」を
意
識
し
た
観
光
教
育
を

梅
川　

宿
泊
産
業
の
人
材
確
保
や
支
援
策
に
つ
い
て
、
国

と
し
て
今
後
の
方
向
性
で
お
考
え
の
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

田
村　

今
年
の
３
月
末
に
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」（
図
１
）を
政
府
全
体
で
取
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
観
光
産
業
、
特
に
宿
泊
産
業
の
人
材
育
成
は

一
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ

う
に
、
多
層
的
な
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
を
経
験
し
た

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
「
観
光

大
学
院
的
」な
教
育
機
関
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
い
う

観光文化230号 July 2016

こ
と
で
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
、
観
光
庁
が
協
力

し
て
そ
う
し
た
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
話
が
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

既
存
の
大
学
に
お
け
る
観
光
学
部
の
現
状
に
つ
い
て
も
、

我
々
は
非
常
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
近

隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
観
光
学
部
は
、
経
営
系
が
４
分
の
３

く
ら
い
を
占
め
て
い
ま
す
。
日
本
の
観
光
学
部
の
場
合
は

文
化
人
類
学
系
で
あ
っ
た
り
、
都
市
工
学
的
な
性
格
が
強

か
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営
系

と
な
る
と
全
体
の
２
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
学
部
を
卒
業
し
て
も
、
観
光
産
業
に
就
職

す
る
人
が
卒
業
生
全
体
の
16
％
し
か
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
デ
ー
タ
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

梅
川　

立
教
大
学
の
観
光
学
部
で
も
、
観
光
産
業
へ
の
就

職
率
が
約
４
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

田
村　

今
、
こ
れ
だ
け
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
て
い
ま
す

か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
人
材
育
成
が
必
要
な
の
で
す
が
、

決
し
て
十
分
な
教
育
体
制
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
か
つ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
に
観
光
学
部
が
作
ら
れ
、
一
種
の

ブ
ー
ム
の
よ
う
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
で
し
た
か
ら
。

梅
川　

そ
う
で
す
ね
。
当
時
は
、
主
に
旅
行
会
社
に
入
り

た
い
と
い
う
学
生
を
育
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
全
然

状
況
が
違
い
ま
す
。

田
村　

と
い
う
こ
と
は
、
教
え
る
側
に
も
や
は
り
人
材
が

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
現
状
に
対
応

で
き
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
性
格
の
観
光
学
部
が
あ
っ
て

い
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
今
、
全
国
各
地
で
設
立
が
進
め

ら
れ
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
注
）
を
例
に
考
え
れ
ば
、
景
観
の
維

持
や
向
上
と
い
っ
た
知
識
だ
け
で
な
く
、
経
営
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
知
識
も
当
然
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
し
て
宿
泊
産
業
と
な
れ
ば
、
も
う
少

し
経
営
的
な
力
点
を
置
く
学
部
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

図 １ 「明日の日本を支える観光ビジョン」－世界が訪れたくなる日本へ－
平成28年3月30日策定これまでの議論を踏まえた課題

■我が国の豊富で多様な観光資
源を、誇りを持って磨き上げ、
その価値を日本人にも外国人
にも分かりやすく伝えていくこ
とが必要。

■観光の力で、地域の雇用を生
み出し、人を育て、国際競争力
のある生産性の高い観光産業
へと変革していくことが必要。

■CIQや宿泊施設、通信・交通・
決済など、受入環境整備を早
急に進めることが必要。

■高齢者や障がい者なども含め
た、すべての旅行者が「旅の喜
び」を実感できるような社会
を築いていくことが必要。

「観光先進国」への「3つの視点」と「10の改革」

視点１
「観光資源の魅力を極め、

地方創生の礎に」

視点２
「観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に」

視点３
「すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に」

■「魅力ある公的施設」を、ひろく国
民、そして世界に開放

■「文化財」を、「保存優先」から観光
客目線での「理解促進」、そして「活
用」へ

■「国立公園」を、世界水準の「ナショ
ナルパーク」へ

■おもな観光地で「景観計画」をつく
り、美しい街並みへ

■古い規制を見直し、生産性を大切
にする観光産業へ

■あたらしい市場を開拓し、長期滞
在と消費拡大を同時に実現

■疲弊した温泉街や地方都市を、未
来発想の経営で再生・活性化

■ソフトインフラを飛躍的に改善し、
世界一快適な滞在を実現

■「地方創生回廊」を完備し、全国ど
こへでも快適な旅行を実現

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現
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35 特集◉ 観光地における雇用環境を考える——「地方創生」と観光
特集 4 ＜インタビュー＞ 観光産業、宿泊産業、観光地における雇用と人材を考える

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
と
は
高
校
と
大
学
の
間
の
レ
ベ
ル
で
も
、
実
践
的
で

現
場
の
役
に
立
つ
教
育
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
専
修

学
校
な
ど
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
を
中
心
に
改
善
を
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
人
材
の
育
成
が
必
要
な

い
く
つ
か
の
産
業
分
野
を
選
び
、
専
修
学
校
の
強
化
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
の
が
文
部
科
学
省
の
考
え
で
す
が
、
そ

の
中
の
一
分
野
と
し
て
観
光
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
観
光
お
よ
び
宿
泊
産
業
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
職
場
の
中
心
に
な
れ
る
人
を
つ
く

っ
て
い
く
取
り
組
み
を
、
国
を
挙
げ
て
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
今
の
我
々
の
考
え
方
で
す
。

梅
川　

専
修
学
校
の
改
善
や
強
化
も
重
要
で
す
よ
ね
。
既

に
観
光
や
ホ
テ
ル
関
係
の
専
修
学
校
も
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
や
は
り
変
え
る
べ
き
部
分

が
あ
り
ま
す
か
。

田
村　

詳
し
く
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
既

存
の
専
修
学
校
の
教
育
も
、
全
て
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

に
は
な
っ
て
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ

ン
ト
の
長
が
で
き
る
人
や
、
旅
館
の
仲
居
の
長
が
で
き
る

人
な
ど
を
育
て
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
案
内
所
一
つ
を
例
に
と
っ
て
見
て
も
、
役
割
が
以

前
と
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
今
は
外
国
人
対

応
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
し
、
求
め
ら
れ

る
情
報
発
信
の
方
法
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

も
の
に
対
応
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ
あ
ま
り
な
く
、

現
状
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

確
か
に
今
は
、
観
光
の
勉
強
を
し
た
学
生
が
、
違

う
分
野
の
仕
事
に
行
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
、
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
の
大
学
の
観
光
学
部
で
は
「
出
口
」、
す
な
わ
ち

観
光
業
界
を
非
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
常

に
業
界
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
大
学
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
田

村
長
官
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
昔
の
ま
ま
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
や
っ
て
い
る
の
で
、
出
口
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く

で
き
て
い
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

田
村　

そ
う
思
い
ま
す
ね
。
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
産

業
側
も
「
こ
う
い
う
ス
ペ
ッ
ク
を
持
っ
た
こ
う
い
う
人
材

が
必
要
」
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
た
ち
自
身
で
ま
だ
意
識

で
き
て
い
な
い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
産
業
側
も
や
は
り
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

そ
う
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
日
本
で
は
、「
会
社
に

は
真
っ
白
な
状
態
で
入
っ
て
き
て
も
ら
い
、
入
っ
て
か
ら

教
育
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
根
強
い
で
す
が
、
実
は
そ

ん
な
余
裕
も
企
業
側
に
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
本

当
は
、
あ
る
程
度
学
ん
で
き
た
人
間
が
欲
し
い
は
ず
な
の

に
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く
で
き
て

い
な
い
と
言
え
ま
す
ね
。

田
村　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
２
０
０
０
万
人
に
到
達
し
ま
し

た
が
、「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
誘
致
し
、「
観
光
で
食
べ
て
い
く
」
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
一
定
の
決
意
を
し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
実

現
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
相
当
変
わ
っ
て
い
か

な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部　

梅
川
智
也
・
守
屋
邦
彦

取
材
・
編
集
協
力
（
特
集
４
）：
井
上
理
江

（
注
）Ｄ
Ｍ
Ｏ「Destination M

anagem
ent/M

arketing Organization

」の

略
称
で
、観
光
地
域
づ
く
り
を
持
続
的
・
戦
略
的
に
推
進
し
、牽
引
す
る

専
門
性
の
高
い
組
織
・
機
能
を
指
す
。２
０
１
６
年
２
月
か
ら
、観
光
庁

に
よ
る「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の
候
補
法
人
登
録
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

Interview
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36観光文化230号 July 2016

ビ
ス
産
業
は
、
製
造
業
と
異
な
り
、
需
要

が
発
生
す
る
お
客
さ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
で

し
か
成
立
し
な
い
た
め
、
よ
り
人
手
不
足

の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

地
方
創
生
の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
観
光

で
あ
る
が
、
地
域
密
着
型
、
か
つ
労
働
集

約
型
の
宿
泊
産
業
が
人
手
不
足
に
陥
っ
て

は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
に
影

響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
本
特

集
の
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。

あ
る
宿
泊
施
設
の
経
営
者
は「
労
務
倒

産
」
と
言
わ
れ
た
が
、
地
方
の
全
て
の
観

光
地
が
そ
う
だ
と
言
わ
な
い
も
の
の
、
近

年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
増
大
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
観
光
地
に
よ
り
人
手
不
足
感
が

強
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
訪
日
外
国
人

４
０
０
０
万
人
時
代
を
控
え
、
需
要
は
あ

る
が
供
給
側
の
態
勢
が
整
わ
な
い
と
い
う

ミ
ス
マ
ッ
チ
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
観
光
地
の
雇
用
と
人
材
を
巡
る

　
諸
課
題

観
光
庁
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査

（
２
０
１
４
年
）に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
年

間
旅
行
消
費
額
は
22
・
５
兆
円
。観
光
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
８・７
兆
円
で
我
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

１・８
％
を
占
め
て
い
る
。ま
た
観
光
産
業

に
お
け
る
就
業
者
数
は
４
６
１
万
人
、
就

業
者
総
数
の
７・１
％
を
占
め
て
い
る
。そ

の
う
ち
宿
泊
業
は
46
万
人
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。

観
光
産
業
、
宿
泊
産
業
、
観
光
地
に
お

け
る
雇
用
環
境
を
巡
る
課
題
は
、

①
個
々
の
宿
泊
施
設
な
ど
企
業
レ
ベ
ル
の

課
題

②
観
光
産
業
・
観
光
地
な
ど
産
業
レ
ベ
ル
、

地
域
レ
ベ
ル
の
課
題

③
人
口
構
造
な
ど
国
レ
ベ
ル
の
課
題

か
つ
て
な
い
人
手
不
足
が

生
じ
て
い
る
地
方

地
方
部
で
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、

そ
れ
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口（
労
働
人
口
）

の
減
少
に
よ
っ
て
か
つ
て
な
い
人
手
不
足

が
地
方
で
生
じ
て
い
る
。
特
に
我
が
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
雇
用
の
約
７
割
を
占
め
る
サ
ー

に
大
別
さ
れ
る
。
以
下
、
今
回
の
取
材
や

分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
対
応
方
策
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。

2
企
業
レ
ベ
ル
で
の
対
応
方
策

　
―
生
産
性
向
上
に
よ
る

　
　
待
遇
改
善
が
第
一

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
生
産
性
の
低
さ
に
つ

い
て
は
再
三
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
国
を
挙
げ
て
支
援
態
勢
が
整
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
当
然
な
が
ら
生
産
性
は
、

観光地における雇用環境を
改善させるために

　公益財団法人日本交通公社　理事・観光政策研究部長　　梅川 智也

視
座特集テーマからの

図１ 観光地における雇用と人材を巡る諸課題とその対応方策

国レベルの課題

観光産業 ・観光地
レベルの課題

地方における「まち・ひと・しごと」の創生
－住んでよし、訪れてよし－

企業レベルの課題

観光地における
雇用と人材を巡る諸課題

◦出生率の向上
◦保育環境の向上
◦子育て支援
◦観光経営人材育成 など

◦業界、観光地としての採用活動
◦教育機関との連携
◦外国人研修プログラムの開発
◦メンター制度の創設 など

◦生産性の向上
◦従業員満足の向上

→◦給与水準の向上
◦労働時間の短縮
◦福利厚生の充実 など
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37 特集テーマからの視座◉観光地における雇用環境を改善させるために

生
産
性
＝
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
収
益
）／

イ
ン
プ
ッ
ト（
経
費
）

と
定
義
さ
れ
る
が
、
要
は
収
益
を
最
大
化

し
、
経
費
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

向
上
し
て
い
く
。
特
に
従
業
員
１
人
当
た

り
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
日
頃

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
業
務

改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
無
駄
な
経
費
を
削

減
す
る
方
向
と
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
よ
っ
て
収
益
、
つ
ま
り
単
価

ア
ッ
プ
を
図
る
方
向
が
あ
る
が
、
人
手
不

足
に
よ
っ
て
従
業
員
が
少
な
く
な
り
、
配

膳
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
バ
ン
キ
ン
グ

方
式
に
変
更
す
る
と
い
う
の
は
、
経
費
の

削
減
と
と
も
に
収
益
も
削
減
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
本
当
に
生
産
性
が
向
上
し
た
の

か
ど
う
か
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
業
員
満
足
度（
Ｅ
Ｓ
）の
向
上
は
、働

く
意
欲
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
アッ
プ
に
つ
な
が

る
重
要
な
方
策
で
あ
る
。
当
財
団
の
調
査

で
も
、
給
与
水
準
の
向
上
、
労
働
時
間
の

短
縮
、
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
特
集
で
も
観
光
地
の
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
れ
る
楽
し
み
や
誇
り
と
と
も
に
従

業
員
の
本
音
と
し
て
話
さ
れ
て
い
た
。
こ

と
は
い
え
、
観
光
産
業
界
と
し
て
、
あ

る
い
は
宿
泊
産
業
界
と
し
て
人
材
確
保
策

を
打
ち
出
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
は
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
民
間
事
業
者
主
体
で
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
観
光
立
国
、
あ
る
い

は
観
光
先
進
国
化
と
い
う
国
策
の
も
と
で

進
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
国
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
業
界
と
し
て
の
取
り
組

み
、
具
体
的
に
は
業
界
を
挙
げ
た
就
職
説

明
会
の
開
催
や
採
用
の
合
理
化
、
業
界
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
の
活
動
、さ

ら
に
は
法
制
度
の
改
訂
な
ど
に
向
け
た
ロ

ビ
ー
活
動
な
ど
も
活
発
化
さ
せ
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

業
界
を
挙
げ
た
雇
用
と
人
材
に
関
す
る

取
り
組
み
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
他
業
界

と
も
共
通
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

・
女
性
の
雇
用
・
人
材
の
確
保
（
子
育
て

と
の
両
立
を
可
能
に
す
る
）

・
65
歳
以
上
の
雇
用
・
人
材
の
確
保
（
超

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
）

が
最
優
先
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

単
独
の
企
業
レ
ベ
ル
で
は
難
し
い
託
児
所

の
設
置
や
高
齢
者
が
無
理
な
く
働
く
こ
と

の
で
き
る
各
種
工
夫
を
業
界
レ
ベ
ル
、
観

光
地
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

近
年
、外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
対
応

し
て
、
外
国
人
の
就
労
に
対
す
る
在
留
資

格
が 

“
学
問
的
・
体
系
的
な
技
術
・
知
識

を
必
要
と
す
る
業
務
”
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
緩
和
の
方
向
で
議
論
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
低

賃
金
・
単
純
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
道
を

開
く
こ
と
と
も
関
連
し
、
慎
重
な
判
断
が

必
要
と
な
ろ
う
。

　
一
方
、入
管
法
の
改
正
に
よ
り
２
０
１
０

年（
平
成
22
年
）か
ら
施
行
さ
れ
た
外
国

人
の
「
新
し
い
研
修
・
技
能
実
習
制
度
」

に
お
い
て
、「
技
能
実
習
」と
い
う
在
留
資

格
が
創
設
さ
れ
た
が
、
宿
泊
業
界
で
の
実

習
期
間
が
農
業
や
漁
業
、建
設
業
な
ど
と

比
較
し
て
短
く（
注
）、「
団
体
監
理
型
」
の

団
体
の
中
に
旅
館
協
会
や
ホ
テ
ル
協
会
、

観
光
協
会
な
ど
観
光
関
連
団
体
が
入
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
制
度
改
正
を
宿
泊

業
界
と
し
て
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
そ
し
て
、日
本
ら
し
い
高
度
な
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
技
能
を
身
に
付
け
る「
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
お
も
て
な
し
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
仮
）」
な
ど
の
創
設
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

一
方
、観
光
地
全
体
と
し
て
の
取
り
組

れ
に
つ
い
て
は
経
営
努
力
を
怠
っ
て
き
た

と
明
言
す
る
経
営
者
も
少
な
く
な
い
。

人
材
確
保
の
方
策
と
し
て
居
住
環
境

整
備
、
つ
ま
り
寮
や
宿
舎
の
整
備
が
あ
る
。

例
え
ば
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
で
は
、
優
秀
な
若

手
従
業
員
の
た
め
に
食
事
付
き
の
独
身

寮
を
、
サ
ン
浦
島
グ
ル
ー
プ
で
は
、
全
客

室
数
の
88
％
に
相
当
す
る
従
業
員
寮
を

20
年
以
上
か
け
て
整
備
し
て
い
る
。

一
方
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
方
策
と
し
て
、

「
さ
す
が
帝
国
ホ
テ
ル
推
進
活
動
」
な
ど

は
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
度
）の
向
上
と
と
も

に
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
度
）の
向
上
を
同

時
に
狙
っ
た
好
例
で
あ
る
。

3
観
光
産
業
・
観
光
地
レ
ベ
ル
で

　
の
対
応
方
策

　
―
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

雇
用
や
人
材
の
問
題
は
、
宿
泊
産
業
に

限
っ
て
み
て
も
、
立
地
（
大
都
市
部
、
地

方
都
市
部
、
地
方
部
）
や
規
模
（
大
規
模
、

中
規
模
、
小
規
模
）、
施
設
の
タ
イ
プ
（
ホ

テ
ル
、
旅
館
）、
運
営
の
タ
イ
プ
（
高
級
、

中
間
、
低
廉
）
な
ど
に
よ
っ
て
状
況
は
異

な
り
、
産
業
界
と
し
て
ま
と
め
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
。
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み
は
、次
の
各
段
階
に
応
じ
て

必
要
と
な
る
。

●「
人
材
確
保
」
段
階
で
の
取

り
組
み

…
…
業
界
や
観
光
地
全
体

で
の
就
職
説
明
会
や
教
育

機
関
と
の
連
携
（
計
画
的

な
人
材
供
給
シ
ス
テ
ム
）、

地
域
と
の
連
携
強
化
（
住

民
へ
の
啓
発
）
な
ど

●「
人
材
定
着
」
段
階
で
の
取

り
組
み

…
…
早
期
離
職
防
止
の
た
め
の
メ
ン
タ

ー
制
度
や
業
界
で
働
く
人
々
が
集
ま
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
な
ど

●「
人
材
育
成
」
段
階
で
の
取
り
組
み

…
…
キ
ャ
リ
ア
形
成
制
度
（
地
域
と
し

て
、業
界
と
し
て
）や
高
度
な
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
技
術
を
学
び
、
研
究
す
る
機
関

の
設
置
な
ど

4
国
レ
ベ
ル
で
の
対
応
方
策

働
き
手
の
割
合（
生
産
年
齢
人
口
比
率
）

が
最
も
高
か
っ
た
の
は
１
９
９
０
年
代
前

半
で
あ
り
、
70
％
弱
に
達
し
て
い
た
。
そ

の
後
急
激
に
低
下
し
、
２
０
１
４
年
（
平

成
26
年
）に
は
61
％
、
間
も
な
く
60
％
を

割
り
込
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
完
全
か
つ
大
量
の
退

職
に
よ
り
労
働
人
口
が
著
し
く
減
少
し
た

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
は
、
特
別
の

意
味
を
込
め
て
「
２
０
１
５
年
問
題
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。

当
面
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
は
期
待

で
き
な
い
が
、か
と
い
っ
て
諦
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
重
要
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
は

出
生
率
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
上
げ
て
い

く
政
策
が
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
参
考
と
し
つ

つ
進
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
子

育
て
環
境
の
充
実
で
あ
り
、
働
き
な
が
ら

子
育
て
が
し
や
す
い
地
方
へ
の
移
住
な
ど

が
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
特
集
に
あ
た
っ
て
取
材
を
す
る

中
で
聞
か
れ
た
の
が
、「
下
手
に
働
く
よ

り
、
年
金
や
福
祉
手
当
を
も
ら
っ
た
ほ
う

が
得
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

の
問
題
と
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
配
偶
者
控
除
（
１
０
３
万
円
の
壁
）、
社

会
保
険
料
の
負
担
（
１
３
０
万
円
の
壁
）」

で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
労
働
力
不
足
に
ド

ラ
イ
ブ
を
か
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
た
と
え
非
正
規
で
あ
っ
て
も
相
応
の

賃
金
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

38

視
座特集テーマからの

5
お
わ
り
に

　
―
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

　
　
創
生
に
向
け
て

地
方
創
生
は
イ
タ
リ
ア
の
地
方
が
モ
デ

ル
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
イ
タ
リ

ア
に
は
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
で
有
名
な
ブ
ラ
や

シ
ル
ク
産
業
の
コ
モ
湖
、
ト
ス
カ
ー
ナ
や

ヴ
ェ
ネ
ト
州
の
ワ
イ
ン
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
や

マ
セ
ラ
テ
ィ
の
モ
デ
ナ
な
ど
個
性
豊
か
な

地
域
文
化
を
背
景
に
世
界
を
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
し
た
元
気
な
地
方
の
都
市
や
村
が
多
数

存
在
す
る
。い
ず
れ
も
都
市
国
家
と
し
て

の
歴
史
の
も
と
に
中
央
政
府
に
依
存
す
る

観光文化230号 July 2016

図２ 観光地における観光人材の構造と各主体の役割・課題

人
材
確
保

（
観
光
地
の
責
務
）

人
材
不
足

人
手
不
足

人
材
確
保

（
企
業
、業
界
の
努
力
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル

（
対
人
関
係
能
力
）

リーダー

コーディネーター
（企画・調整者）

オペレーター

人材育成
（企業、業界の努力、そして国の支援）観光地における観光人材の構造

課題 求められる主な能力

テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル

（
専
門
的
能
力
）

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ス
キ
ル

（
概
念
化
能
力
）

出典：観光庁の資料などをもとに（公財）日本交通公社作成
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39 特集テーマからの視座◉観光地における雇用環境を改善させるために

こ
と
な
く
、
自
立
し
た
独
自
の
文
化
を
育

ん
で
き
た
と
言
え
る
。
そ
こ
に
は
30
㎞
経

済
圏
と
も
言
わ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
経
済
を
ベ

ー
ス
に
、
量
よ
り
質
、
付
加
価
値
の
高
い

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
暮
ら
し
の
充

実
な
ど
魅
力
あ
る
理
念
と
地
域
政
策
が

根
付
い
て
い
る
。

地
方
創
生
――
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

創
生
に
観
光
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
観

光
は
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、地
域
の
資
源
を
活
か
し
、磨

き
上
げ
、
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の

結
果
と
し
て
観
光
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
、

稼
ぐ
こ
と
だ
け
が
前
面
に
出
て
く
る
よ
う

な
地
域
や
地
方
に
持
続
可
能
な
観
光
は
あ

り
得
な
い
。

地
方
出
身
者
と
し
て
最
近
思
う
こ
と
は
、

長
い
間
、
地
方
が
都
市
へ
の
人
材
供
給
地

と
な
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
疑

問
を
感
じ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
で
有
名
な
旧
湯
布
院

町
で
「
湯
布
院
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
――
こ
の
町

に
子
供
は
残
る
か
」
が
開
催
さ
れ
た
の
が

１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）、
40
年
前
で

あ
る
。
自
分
た
ち
の
子
供
た
ち
が
将
来
、

湯
布
院
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大

切
な
理
念
を
提
示
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
国
民
の
意
識
―
つ

ま
り
、
大
都
市
で
学
び
、
一
定
の
社
会
経

験
を
積
ん
だ
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
方
へ

帰
る
…
…
そ
し
て
元
気
で
魅
力
あ
る
地
方

を
創
生
す
る
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
今
回
の
特
集
を
通
じ
て
我
が

国
の
雇
用
統
計
の
充
実
（
観
光
地
単
位
で

の
）
は
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
し

て
、
当
財
団
と
し
て
も
継
続
し
て
雇
用
と

人
材
の
問
題
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

＊
本
稿
は
、当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
の
岩
崎
、

守
屋
、
後
藤
、
清
水
、
西
川
、
通
山
の
各
研

究
員（
雇
用
環
境
調
査
チ
ー
ム
）と
の
議
論

を
も
と
に
梅
川
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
）２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）４
月
１
日
現
在
、技
能

実
習
２
号
移
行
対
象
職
種（
74
職
種
１
３
３
作
業
）

に
宿
泊
・
観
光
関
係
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

［
参
考
文
献
］

・『
な
ぜ
ロ
ー
カ
ル
経
済
か
ら
日
本
は
甦
る
の
か
』

冨
山
和
彦
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
（
２
０
１
４
年
６
月
）

・『
な
ぜ
イ
タ
リ
ア
の
村
は
美
し
く
元
気
な
の
か
』

宗
田
好
史
、
学
芸
出
版
社
（
２
０
１
２
年
８
月
）

・『
ド
イ
ツ
の
地
方
都
市
は
な
ぜ
元
気
な
の
か
』

高
松
平
藏
、
学
芸
出
版
社
（
２
０
０
８
年
５
月
）

＜コラム＞

雇用統計の充実に向けて
（ILO・UNWTOの取り組み）

観光は「人」に大きく依存する産業である。それにもかかわらず、観
光産業における有意な雇用統計を整備している国･地域は限定的であ
る。国際労働機関（ILO）と国連世界観光機関（UNWTO）では、観
光産業における雇用に関するデータ収集の改善を優先的な取り組み分
野と捉えており、共同プロジェクトの一環として、世界200カ国･地域余
りの統計局や観光局などに対して、観光産業の雇用統計に関する調査
を実施した。同プロジェクトの成果である『Sources and Methods: La-
bour Statistics. Employment in the Tourism Industries – Special 
Edition』（2008年）の中で、我が国については、観光産業に関する雇
用データを収集していない13カ国の1つとして言及されている。

その後、UNWTOでは2014年に、観光産業の雇用に関するデータ
収集の改善を進めることを目的として、『Measuring Employment in 
the Tourism Industries - Guide with Best Practices -』と題するガイ
ドブックを刊行した。同書では、世界各国の優良事例を交え、さまざ
まな角度から雇用統計の重要性や手法、活用例について言及している。

統計充実の最大の目的は、データ活用による地域の政策決定とマネ
ジメントにある。観光産業分野の雇用統計を整備することにより、観光
産業に関係する人々の賃金、職業構造、職務資格、技能･技術、労
働条件などについての信頼性と一貫性のある情報を得られることが期
待できる。我が国においても、持続的な観光地の実現に向けて雇用
統計の充実が望まれる。その際、観光分野の雇用については地域や
季節などに左右される面もあり、観光地経営の判断材料として活用す
るためには、国レベルのみならず、地域単位での統計整備の充実化も
必要となるだろう。

観光政策研究部　研究員　清水雄一
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40観光文化230号 July 2016

本
研
究
の
目
的
と
全
体
像

当
財
団
で
は
２
０
１
３
年
度
（
平
成
25

年
度
）
か
ら
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年

度
）
に
か
け
て
、
自
主
研
究
と
し
て
「
こ

れ
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
と
観
光
計
画
に

関
す
る
研
究
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
本

稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

●

近
年
、
我
が
国
の
観
光
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
の
ベ
ク
ト
ル
は
そ
の
「
大
き
さ
」

「
向
き
」の
両
面
に
お
い
て
加
速
度
的
に
複

雑
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
計
画
策
定
時
の
力

点
や
、
計
画
実
現
に
向
け
た
主
体
の
あ
り

方
、
あ
る
い
は
計
画
指
標
の
導
入
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
と

観
光
計
画
に
関
す
る
研
究

―
―
研
究
の
概
要
と
今
後
の
方
向
性

元
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員

（
淑
徳
大
学
　
経
営
学
部
　
観
光
経
営
学
科
　
准
教
授
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長

観光研究最前線（1）

観
光
計
画
の
姿
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
移
行

す
べ
き
段
階
を
迎
え
て
い
る
。

元
来
、我
が
国
に
お
い
て「
観
光
地
」に

関
す
る
定
義
づ
け
は
曖あ

い
ま
い昧
で
あ
り
、
そ
の

整
備
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
推
し

進
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
を
指
す「
観
光

地
づ
く
り
」や
、そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
た
め
の
基
本
方
針
や
具
体
的
方
策
、

推
進
体
制
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
「
観
光

計
画
」
の
定
義
に
つ
い
て
も
同
様
に
曖
昧

で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、「
観
光
地
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
や
策
定
さ
れ
た
「
観
光

計
画
」
が
我
が
国
の
観
光
地
形
成
に
一
定

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
異
論
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
我
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
観
光

地
づ
く
り
と
観
光
計
画
を
総
括
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
観
光
地
の
あ
り
方
や
観

光
計
画
の
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
を
本
研
究
の
目
的
と
し
た
。

本
研
究
の
全
体
像
を
図
１
に
示
し
た
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
づ
く
り
と

観
光
計
画
に
関
す
る
知
見
の
整
理
を
行
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
計
画
主
体
（
民
間
→
行

政
主
導
→
住
民
参
画
）、計
画
指
標（
来
訪

者
の
総
量
→
来
訪
者
の
質
、経
済
的
指
標

→
総
合
的
指
標
）、計
画
の
力
点（
ハ
ー
ド

整
備
重
視
→
ソ
フ
ト
拡
充
重
視
）、計
画
対

象
地
域
（
観
光
地
→
非
観
光
地
へ
の
拡
張
、

計
画
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
の
マ
ク
ロ
化
＝
広
域

圏
計
画
と
ミ
ク
ロ
化
＝
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
レ
ベ
ル

の
計
画
の
登
場
）な
ど
、
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
た
我
が
国
の
観
光
計
画
の
状
況
を

踏
ま
え
つ
つ
、
総
括
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
地

づ
く
り
と
観
光
計
画
に
関
す
る
既
往
知
見

の
収
集
・
整
理
の
た
め
、「
人
」
と
「
地
域
」

か
ら
学
ぶ
こ
と
と
し
た
。

梅
川
　
智
也

堀
木
　
美
告

図１ 研究の全体像

（2）人から学ぶ
「これまでの観光」と
「これからの観光」

（3）これからの観光地づくりと観光計画に関する研究
■中長期的視点から見た観光・旅行市場の変化と観光地における課題
■これからの観光地のあり方とその実現に向けた方策

（1）これまでの観光地づくりと観光計画に関する既往知見の収集・整理
■観光計画とは―その定義と意義
■都道府県による観光計画の策定状況と特徴
■観光計画策定のプロセスと実践
　―観光計画策定の流れ
　―観光計画の基本的な策定方法

（2）地域から学ぶ
「これまでの観光」と
「これからの観光」

―観光計画における合意形成
―観光計画の実現と評価

社会経済環境の変化、それを受けての観光旅行市場の変化
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41 観光研究最前線（1）◉これからの観光地づくりと観光計画に関する研究—— 研究の概要と今後の方向性

■
人
か
ら
学
ぶ

～
観
光
地
づ
く
り

オ
ー
ラ
ル・
ヒ
ス
ト
リ
ー
～

観
光
計
画
の
策
定
や
計
画
策
定
を
含
む

観
光
地
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
地
域
の
外
部
か

ら
関
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。大
学
な

ど
教
育
研
究
機
関
の
研
究
者
や
民
間
の
専

門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
、
あ
る
い
は
実
務
担
当
者
と
し
て
計

画
策
定
に
関
与
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、そ

の
専
門
分
野
と
し
て
は
土
木
工
学
、
都
市

計
画
、造
園
、社
会
工
学
、交
通
計
画
、観

光
地
理
、地
域
政
策
・
公
共
政
策
な
ど
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
知
見
を
ベ
ー
ス

と
し
て
各
地
の「
観
光
地
づ
く
り
」に
取
り

組
む
こ
と
を
通
じ
て
、「
観
光
計
画
論
」と

い
う
枠
組
み
で
の
ス
ト
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
き

た
と
言
え
る
が
、こ
れ
ら
の
ス
ト
ッ
ク
は
必

ず
し
も
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、

暗
黙
知
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
当
研
究
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
「
第
一
世
代
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
な
パ
イ
オ
ニ
ア
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
、
ま
ず
は
暗
黙
知
か
ら
形
式
知

へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体

的
に
は
、
各
専
門
家
が
歩
ん
で
き
た
足
跡

の
中
か
ら
、
①
各
専
門
分
野
か
ら
見
た
観

光
地
づ
く
り
と
観
光
計
画
の
流
れ
を
社
会

的
背
景
と
と
も
に
整
理
し
、②
各
専
門
家

（
個
人
）か
ら
見
た
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
づ

く
り
／
観
光
計
画
の
課
題
と
展
望
に
つ
い

て
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

我
が
国
の
「
観
光
地
づ
く
り
」
と
「
観

光
計
画
」
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
学
問
的

な
背
景
を
見
て
も
実
務
面
に
お
い
て
も
複

数
の
流
れ
が
存
在
し
て
い
る
が
、
当
財
団

で
は
鈴
木
忠
義
氏（
東
京
工
業
大
学
名
誉

教
授
）
の
観
光
計
画
論
を
基
礎
と
し
て
、

こ
の
40
年
来
、
全
国
各
地
に
お
い
て
観
光

計
画
の
策
定
や
観
光
地
づ
く
り
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、研

究
初
年
度
に
当
た
る
２
０
１
３
年
度
（
平

成
25
年
度
）
と
翌
２
０
１
４
年
度
（
平
成

26
年
度
）
は
、
当
財
団
Ｏ
Ｂ
や
、
当
財
団

と
関
係
の
深
か
っ
た
組
織
の
関
係
者
を
中

心
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

他
方
、
我
が
国
に
お
け
る
「
観
光
地
づ

く
り
」と「
観
光
計
画
」の
全
体
像
を
俯ふ

瞰か
ん

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
当
財
団
が
た
ど

っ
て
き
た
前
述
の
系
譜
の
み
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
以
外
の
系
譜
に
沿

て
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
観

光
地
づ
く
り
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」と

し
て
順
次
公
開
を
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
連
の
取
材
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
観

光
地
づ
く
り
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
、

我
々
な
り
の
知
見
、
学
ぶ
べ
き
点
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
る
（
図
２
～
４
、
表
１
）。

■
地
域
か
ら
学
ぶ 

～
事
例
～

「
人
」
か
ら
学
ん
だ
成
果
を
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
一
方
で
、

現
場
か
ら
観
光
計
画
に
関
す
る
今
日
的
な

課
題
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
た
め
、
成

っ
た
取
り
組
み
に
も
改
め
て
注
目
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年
度
）
は

当
財
団
と
直
接
的
な
接
点
の
少
な
か
っ
た

専
門
家
を
中
心
に
人
選
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
は
取
材
対
象

者
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
、
調
整
を
経図３ 取材項目の例－－「観光地づくりの先

せんだつ

達に学ぶ」

1.「観光」への接近
　・私はなぜ観光の道を選んだのか
　・観光との出会いはいつ、どこで……
2.「観光」における取り組み
　・私は観光分野で何をやってきたのか
　・私の観光分野での業績、功績は何か
3.「観光」に対する失敗と反省
　・我が国の観光の何が問題か
　・我が国の観光政策は有効に機能してきたか
　・私は観光分野で何を失敗し、何を反省しているか
4.「観光」の計画とその実現
　・私が関与した「観光計画」は実現したか
　・その要因は何か
　・（一般的に）「観光計画」はなぜ実現しないのか
5. これからの「観光」・「観光地づくり」・「観光計画」への提言
　・これからの我が国の観光、観光地づくりに必要なことは何か
　・どうすれば「良い観光地」ができるのか　＊：良い観光地とは？
　・これから「観光計画」が果たすべき役割とは何か

図２「観光地づくりオーラル・ヒストリー」の
取材・実施から取りまとめのフロー

取材の依頼
企画の説明

取材当日
（○月）

取材日から1カ月後
（○月）

取材日から3カ月後
（○月）

年度内を予定日時：○月○日（○）
場所：………
出席者：○○・○○

関連資料の
収集・整理

取材の実施 取材記録の
整理

取材記録の
確認依頼

HPに
アップロード
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功
事
例
や
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
と
し

て
注
目
さ
れ
る
地
域
を
対
象
と
し
た
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
特
に
先
述
し
た
よ
う
な
、

我
が
国
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
、

さ
ら
に
は
我
が
国
の「
観
光
地
づ
く
り
」

あ
る
い
は
「
観
光
計
画
」
が
直
面
す
る
今

日
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
考
え
る
上
で
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
現
地
調
査
を
行
っ
た（
表
２
）。

春
蘭
の
里（
石
川
県
能
登
町
）（
写
真
１
）、

集
落
丸
山（
兵
庫
県
篠
山
市
）（
写
真
２
、３
）

な
ど
は
、い
ず
れ
も
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
い
っ
た
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
の
取
り
組
み

で
あ
り
、
主
体
も
そ
れ
ら
の
空
間
レ
ベ
ル

と
一
対
一
で
対
応
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
に
関
す
る
取
り
組
み
の
温
度
差
が
大

表１ 観光地づくりオーラル・ヒストリー／取材対象者のリスト

表２ 主な現地調査対象地のリスト

ツェルマット
（スイス）

ルツェルン
（スイス）

バーデンバーデン
（ドイツ）

ニセコ地区
（北海道倶知安町、ニセコ町）

松島町役場
（宮城県松島町）

仏生山
（香川県高松市）

集落丸山
（兵庫県篠山市）

春蘭の里
（石川県能登町） 集落・コミュニティレベルでの観光地の魅力向上

集落・コミュニティレベルでの観光サービスの提供

まちにおける観光を含めた機能分担

企画部門主導による観光計画策定

急増するインバウンドと外資による開発圧への対応

高質な社会資本、中核資源の管理、ゆとりある
癒やしの空間、人を中心とした交通体系

高質な社会資本、コンパクトな空間の形成、
技術者の確保と育成

面的な空間の質の確保、観光政策における
戦略的互恵関係

調査対象 着眼点

図４ 当財団ホームページでの発信

写真３ 「集落丸山」の宿泊施設（兵庫県篠山市）

写真２ 「集落丸山」の全景（兵庫県篠山市）

写真１ 「春蘭の里」の各施設（石川県能登町）

原　重一
（1938〜）

三田　育雄
（1939〜）

前田　豪
（1943〜）

溝尾　良隆
（1941〜）

古賀　学
（1949〜）

小久保恵三
（1949〜）

猪爪　範子

三村　浩史
（1934〜）

阿比留勝利
（1943〜）

鈴木　忠義
（1924〜）

元（財）日本交通公社常務理事

株式会社ラック計画研究所創立者、東北
芸術工科大学名誉教授、長野大学教授

株式会社リージョナルプランニング
代表

帝京大学観光経営学科教授、元（財）
日本交通公社、立教大学名誉教授

松蔭大学観光文化学部教授、元（社）
日本観光協会 総合研究所長

流通科学大学サービス産業学部教
授、元（財）日本交通公社

地域総合研究所主任研究員、
元由布院観光協会

京都大学名誉教授

城西国際大学観光学部客員教授、元株
式会社ジェド・日本環境ダイナミックス

東京工業大学名誉教授

観光計画

観光計画

観光・リゾート
計画

地域観光学、
観光地理学

観光・リゾート
計画

観光・リゾート
計画

観光・リゾート
計画

都市計画、建築、
観光資源

観光・リゾート
計画

観光レクリエーシ
ョン計画

2013年度

2014年度

2015年度

氏名回 所属、経歴 専門分野 実施年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

〈敬称略〉
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に
異
動
し
て
計
画
の
実
施
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
観
光
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
事
業
の
実
現
可
能
性
を
高
め
る
上
で

の
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

海
外
調
査
も
実
施
し
、バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ

ン（
ド
イ
ツ
）、ル
ツ
ェ
ル
ン（
ス
イ
ス
）、ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト（
同
）（
写
真
４
、５
）か
ら
は
、旅

行
者
の
真
の
欲
求
に
応
え
得
る
高
質
な
公

共
空
間
や
豊
か
な
時
間
の
過
ご
し
方
を
創

出
す
る
上
で
、
我
が
国
の
観
光
地
が
検
討

す
べ
き
課
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン

ト
を
得
た
（
図
５
）。

こ
れ
ら「
人
」「
地
域
」そ
れ
ぞ
れ
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
視
点
も

踏
ま
え
、
ま
た
、
同
時
期
に
受
託
業
務
と

し
て
取
り
組
ん
だ「
白
馬
村
観
光
地
経
営

計
画
」
策
定
業
務
（
写
真
６
）な
ど
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
行
い
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
の
観
光
地
づ
く
り
、
観
光
計
画
に
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
取
り

ま
と
め
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

づ
く
り
と
観
光
計
画

大
き
く
社
会
経
済
環
境
が
変
化
す
る

中
で
「
観
光
」
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

性
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
観
光
を
行
政
の

中
で
き
ち
ん
と
“
政
策
”
と
し
て
位
置
づ

け
、
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
、
い
わ
ば

地
域
の
“
羅
針
盤
”
が
「
観
光
計
画
」
で

あ
る
。
近
年
で
は
、
訪
日
外
国
人
が
急
増

し
て
お
り
、
そ
の
受
入
環
境
整
備
や
推
進

体
制
の
あ
り
方
な
ど
も
観
光
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
地
域
の
新
し
い
観
光
を
切
り
開
く

“
切
り
札
”
と
し
て「
観
光
計
画
」が
積
極

的
に
策
定
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

1
多
様
な
観
光
地
の
課
題
に
対
応
し
た

　
計
画
技
術
の
向
上

当
然
な
が
ら
、
観
光
地
は
、
観
光
客
が

来
な
け
れ
ば
観
光
地
た
り
得
な
い
。
観
光

計
画
と
都
市
計
画
、
地
域
計
画
と
の
違
い

は
外
部
か
ら
人
を
呼
び
込
む
戦
略
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
来

写真５  カーフリーの街並み（ツェルマット）

写真４  美しく整備されたクアハウス（バーデンバーデン）

写
真
６

こ
れ
か
ら
の
観
光
計
画
策
定
へ
の
挑
戦

―「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
」

図５ 我が国の観光地づくりにおいて
今後検討すべき課題
－ドイツ・スイスの視察から

1 高質な社会資本（ストック）の形成 
　 －中長期的視点でのハード整備－
2 中核資源の管理
3 ゆとりある癒やしの空間とコンパクトな空間の形成
4 面的な空間の質の確保 －用途地域と空間の質の格差－
5 人を中心とした交通体系の確保 －通過交通の排除－
6 観光政策における戦略的互恵関係の必要性 
　 －まちレベルの機能分担－
7 技術者の確保と育成
8 オフシーズンの確保
9 滞在に係るハード（ウェア）とソフト（ウェア）
� 戦略的イメージの形成 －「カーフリーリゾート」と「環境都市」
� 付帯施設を伴うカジノ
� 基層となる食文化の高さ
� 段階的なシステム
� 新たな過ごし方の導入
� 移動形態による道順の案内
� 旅程の組み方
� 日本人旅行者の行動形態

き
い
複
数
地
区
を
擁
す
る
自
治
体
や
、
広

域
合
併
し
た
自
治
体
が
そ
の
全
域
を
対

象
と
し
た
観
光
計
画
を
策
定
す
る
ケ
ー
ス

と
は
異
な
り
、
地
域
（
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る
ダ
イ
レ

ク
ト
な
回
答
を
提
示
し
や
す
い
と
言
え
、

今
後
よ
り
細
や
か
に
地
域
課
題
に
対
す
る

回
答
を
提
示
し
て
い
く
上
で
は
重
要
な
フ

レ
ー
ム
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

宮
城
県
松
島
町
で
は
観
光
が
政
策
的
に

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
観
光
部
門
で
は
な

く
企
画
部
門
が
主
導
し
て
観
光
計
画
を
策

定
し
た
事
例
で
あ
る
。
企
画
、
観
光
そ
れ

ぞ
れ
に
精
通
し
た
職
員
を
主
た
る
担
当
者

と
し
て
配
置
し
た
こ
と
、
計
画
策
定
時
に

は
観
光
に
精
通
し
た
担
当
者
が
企
画
部
門
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訪
す
る
観
光
客
や
観
光
産
業
の
実
態
な
ど

市
場
ニ
ー
ズ
の
把
握
、つ
ま
り
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
時
代
に
対
応
し
た
計

画
技
術
の
向
上
が
課
題
と
な
る
。

2
合
意
形
成
と
実
現
化
技
術
の
向
上

計
画
技
術
の
中
で
も
最
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
が
合
意
形
成
と
実
現
化
で
あ
る
。

行
政
と
観
光
関
連
産
業
だ
け
で
計
画
策
定

し
て
い
た
時
代
と
は
異
な
り
、
住
民
を
含

む
多
様
な
主
体
の
参
画
が
求
め
ら
れ
る
時

代
に
お
い
て
は
、
認
知
技
術
、
合
意
形
成

技
術
、
プ
ロ
セ
ス
運
営
技
術
、
制
度
活
用

技
術
な
ど
総
合
的
な
計
画
技
術
の
向
上
が

必
要
と
な
る
。

観
光
計
画
の
場
合
、
都
市
計
画
と
は
異

な
り
、
計
画
実
現
の
手
法
が
担
保
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
観
光

地
の
基
盤
整
備
に
使
え
る
公
的
資
金
は
少

な
く
、
民
間
投
資
に
依
存
し
て
い
る
観
光

地
の
整
備
に
は
限
界
が
あ
る
。

3
観
光
計
画
と
各
種
法
定
計
画
と
の

　
連
携
強
化

「
観
光
計
画
」
は
残
念
な
が
ら
法
的
な

担
保
が
な
い
。
観
光
立
国
推
進
基
本
法
に

お
い
て
も
明
確
に
観
光
計
画
策
定
に
つ
い

て
は
規
定
し
て
い
な
い
。し
た
が
っ
て
、「
自

然
資
源
」「
人
文
資
源
」
な
ど
適
切
な
資

源
の
保
存
管
理
計
画
と
の
連
携
が
不
可
欠

と
な
っ
て
く
る
も
の
の
、
そ
の
連
携
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
計
画
策

定
と
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
こ
そ
が

「
観
光
計
画
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

近
年
、
急
速
に
そ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
が
、
地
域
防
災
計
画
と
の
関
係

で
あ
る
。
観
光
計
画
に
も
観
光
客
の
安
全

確
保
の
考
え
方
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

4
既
存
観
光
地
再
生
へ
の
期
待

昭
和
40
年
代
の
団
体
旅
行
が
主
役
の
時

代
に
整
備
が
進
ん
だ
観
光
地
が
更
新
期
を

迎
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

イ
ン
フ
ラ
更
新
の
時
代
で
あ
る
。
最
大
需

要
に
対
応
し
て
整
備
さ
れ
た
宿
泊
施
設
や

外
延
化
し
た
温
泉
街
な
ど
、
ま
さ
に
観
光

地
全
体
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
規
模
拡
大
戦

略
か
ら
質
の
充
実
戦
略
へ
と
大
き
く
舵か

じ

を

切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、“
高

質
”な
施
設
づ
く
り
、
空
間
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。
無
論
、

迫
ら
れ
る
耐
震
化
対
応
（
強き

ょ
う

靱じ
ん

化
）
に
も

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点

“
整
備
・
開
発
”
か
ら
“
管
理
・
運
営
”

の
時
代
を
迎
え
、
観
光
地
を
経
営
す
る
、

う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
…
…
と
い
う

考
え
方
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
観
光
地
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
観
光
地
の
経
営
指
標
（
目

標
数
値
の
設
定
や
科
学
的
な
経
営
、意
志

決
定
の
明
確
化
な
ど
）
を
設
定
し
て
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
で
監
理
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
観

光
統
計
に
は
課
題
も
多
く
、
そ
の
精
度
の

向
上
な
く
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価

指
標
）の
設
定
も
無
意
味
な
も
の
と
な
り

か
ね
な
い
。

「
観
光
地
経
営
」の
要よ

う
て
い諦
は
、組
織
と
人

材
、
そ
し
て
財
源
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

観
光
地
を
経
営
す
る
主
体
と
な
る
組
織
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。近
年
で
は
、日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
、
機
能
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
る
が
、
観
光
地
と
し
て
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
、
つ
ま
り
ど
う
い
う
観
光
地
を
目
指

す
の
か
、
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
ま
ず
は

肝
要
で
あ
ろ
う
。

6
「
観
光
計
画
」
の
新
た
な
役
割

　　　――
総
合
政
策
へ
の
展
開

観
光
政
策
が
高
度
な
総
合
政
策
と
し
て

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
単
に
観
光

部
局
だ
け
で
な
く
、
よ
り
幅
広
い
政
策
に

関
与
す
る
企
画
部
局
や
総
合
政
策
部
局

で
策
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
れ
ま
で
の「
縦
割
り
」で
は
な
く
、さ

ま
ざ
ま
な
政
策
と
関
係
す
る
の
が
観
光
政

策
で
あ
り
、
既
存
の
政
策
分
野
を
活
性
化

さ
せ
た
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る

役
割
も
有
し
て
い
る
。
そ
れ
を
総
合
的
に

コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
す
る
の
が
、「
観
光
計
画
」

の
新
た
な
役
割
で
あ
る
。

な
お
、本
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、現

在
日
本
観
光
研
究
学
会
よ
り
刊
行
中
で
あ

る
「
観
光
学
全
集
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
７
巻

﹃
観
光
計
画
論
―
理
論
と
実
践
﹄
の
一
部

と
し
て
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
ほ
り
き　

み
つ
ぐ
／

う
め
か
わ　

と
も
や
）

＊
本
研
究
は
、
当
財
団
観
光
政
策
研
究
部
の

堀
木
美
告
（
現
淑
徳
大
学
）、
後
藤
健
太
郎
、

西
川
亮
、
梅
川
智
也
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
も
の
を
堀
木
、
梅
川
が
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

230観光研究最前線01.indd   44 2016/07/01   10:08



45 観光研究最前線（2）◉「観光地経営計画」策定の試み——長野県白馬村を例にして

「
観
光
地
経
営
計
画
」策
定
の
試
み

―
―
長
野
県
白
馬
村
を
例
に
し
て

元
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員

（
淑
徳
大
学
　
経
営
学
部
　
観
光
経
営
学
科
　
准
教
授
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員

後
藤
　
健
太
郎

堀
木
　
美
告

観光研究最前線（2）

白
馬
村
の
概
要

白
馬
村
は
、
長
野
県
北
西
部
に
位
置
す

る
北き

た

安あ

曇づ
み

郡
の
村
で
あ
り
、
神
城
村
と
北

城
村
が
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
に
合

併
し
て
誕
生
し
た
村
で
あ
る
。
標
高
約

７
０
０ｍ
の
高
地
に
あ
る
盆
地
で
あ
り
、白

馬
三
山
と
呼
ば
れ
る
白
馬
岳
、杓
子
岳
、白

馬
鑓
ケ
岳
を
は
じ
め
と
し
た
約
２
９
０
０

ｍ
級
の
白
馬
連
峰
が
盆
地
西
側
に
そ
び
え

立
っ
て
い
る（
写
真
１
）。
村
域
の
一
部
は
、

中
部
山
岳
国
立
公
園（
１
９
３
４
年
12
月
）

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、全
国
的
に
見
て
も

そ
の
自
然
環
境
は
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

首
都
圏
、
中
部
圏
、
関
西
圏
の
三
大

都
市
圏
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
複
数
確

保
さ
れ
て
お
り
、
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま

れ
て
い
る（
図
１
）。
例
え
ば
、
東
京
か
ら

は
、
北
陸
新
幹
線
と
高
速
バ
ス
を
乗
り
継

ぎ
約
２
時
間
40
分
で
来
訪
可
能
で
あ
る
。

自
動
車
で
あ
れ
ば
東
京
か
ら
中
央
自
動
車

道
・
長
野
自
動
車
道
経
由
、
関
越
自
動
車

道
・
上
信
越
自
動
車
道
経
由
の
２
ル
ー
ト

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
３
時
間
30
分
程
度
と

な
る
。
良
好
な
地
理
的
条
件
を
背
景
に
、

現
在
、登
山
や
ス
キ
ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
し
て
い
る
。

白
馬
村
観
光
の
歴
史

観
光
地
と
し
て
の
発
展
の
経
緯

農
村
集
落
と
し
て
長
い
歴
史
を
歩
ん
で

き
た
白
馬
村
が
、我
が
国
を
代
表
す
る
観

光
地
と
し
て
認
識
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
登

山
、
民
宿
、
ス
キ
ー
、
交
通
機
関
の
整
備

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
の
経
緯
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
登
山
に
関
し
て
は
、
明
治
時
代

に
白
馬
岳
に
登
っ
た
登
山
家
や
研
究
者
が

高
山
植
物
の
宝
庫
と
広
く
紹
介
し
た
こ
と

で
、
そ
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
登
山
者
は
年
を
追
っ
て
増
加
し
、

１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）
に
は
山
頂
に

山
小
屋
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
時
期

に
白
馬
観
光
の
基
礎
が
築
か
れ
た（
注
１
）。

ま
た
、明
治
時
代
末
に
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
ス
キ
ー
は
、
大
正
時
代
に
な
る
と
白

馬
山
麓
に
も
普
及
し
、
山
岳
ス
キ
ー
場
と

図１ 白馬村の位置

写真１ 里からの白馬連峰（出典：白馬村役場提供）

長野県

大
糸
線

北
陸
新
幹
線

金沢
白馬村

京都

東京

名古屋

東海道本線

大阪
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し
て
、
学
生
や
山
岳
家
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
細
野
集
落
（
現
八
方
）
で

は
、
住
民
が
ガ
イ
ド
と
し
て
白
馬
登
山
に

同
行
し
た
り
、
登
山
者
が
ガ
イ
ド
の
家
に

宿
泊
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
期
に
日

本
の
民
宿
発
祥
の
地
と
し
て
の
歩
み
を
始

め
る
よ
う
に
な
っ
た（
注
２
）。

戦
後
、
ス
キ
ー
が
大
衆
化
し
て
い
く
中

で
、
白
馬
村
で
は
１
９
５
０
年
代
に
ス
キ

ー
場
に
リ
フ
ト
が
架
設
さ
れ
た
。
以
降

数
々
の
観
光
開
発 

― 

ス
キ
ー
場
の
開
発
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
民
宿
の
開
業
、別
荘
地
な
ど

の
開
発
が
行
わ
れ
、
白
馬
村
は
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。ス
キ
ー
場
は
、村

内
だ
け
で
最
大
７
つ
の
施
設
が
整
備
。
宿

泊
施
設
は
、１
９
５
２
年（
昭
和
27
年
）に

１
９
３
軒
だ
っ
た
の
が
、１
９
８
５
年
（
昭

和
60
年
）
に
は
７
８
３
軒
ま
で
増
加
。
地

域
内
外
か
ら
の
開
発
に
よ
り
、
白
馬
村
で

は
供
給
施
設
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

観
光
客
の
推
移
と
白
馬
村
の
観
光
振
興

こ
う
し
た
村
の
観
光
開
発
と
相
ま
っ
て
、

観
光
客
数
も
順
調
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク

に
そ
の
後
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

白
馬
村
の
資
料
に
よ
る
と
、
観
光
客
数 

き
る
環
境
共
生
型
リ
ゾ
ー
ト
」
を
掲
げ
た
。

計
画
策
定
後
に
は
、
実
現
に
向
け
て
推

進
体
制
を
段
階
的
に
整
備
す
る
な
ど
組
織

改
革
に
力
を
入
れ
た
。
有
限
責
任
中
間
法

人
を
経
て
、
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光

局
を
設
立
し
事
業
を
推
進
し
て
き
た
が
、

国
内
観
光
客
、
特
に
大
幅
に
減
少
し
た
ス

キ
ー
客
の
回
復
は
非
常
に
困
難
を
極
め
て

い
る
。
観
光
の
発
展
期
や
最
盛
期
に
、
あ

る
い
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て

設
備
投
資
し
た
施
設
で
は
、
厳
し
い
経
営

状
態
が
続
き
、
い
く
つ
か
の
施
設
は
閉
業

や
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

外
国
人
観
光
客
の
来
訪

こ
う
し
た
状
況
が
続
く
一
方
で
、そ
の
雪

質
の
良
さ
な
ど
か
ら
ス
キ
ー
場
が
海
外
か

ら
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。
白
馬
村
を
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
は
こ
の
10
年
間
で
大
幅

に
伸
び
て
お
り
、白
馬
村
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
２
０
０
４

年（
平
成
16
年
）の
約
１
万
人
か
ら

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の
約
７
万 

７
千
人
へ
と
増
加
し
て
い
る（
注
３
）（
図
３
）。

そ
の
中
心
層
も
ア
ジ
ア
圏
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
と
大
き
く
移
行
、
１
週
間
か
ら

10
日
間
程
度
の
長
期
滞
在
が
多
い
こ
と
も
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（
合
計
）
は
、
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

に
は
３
８
７
万
人
に
ま
で
達
し
た
が
、

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
に
は
２
１
６ 

万
人
ま
で
減
少
。
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）
以
降
に
微
増
し
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
２
５
０
万
人
を
下
回
っ
た
状
態
に
あ

る（
図
２
）。
目
的
別
に
見
る
と
、ス
キ
ー
は
、

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に
２
７
９
万
人

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、
減
少
傾
向
に
あ

り
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
に
は
、

１
０
２
万
人
と
最
盛
期
に
比
べ
て
１
７
０ 

万
人
も
少
な
い
状
況
に
あ
る
。１
９
９
８

年
（
平
成
10
年
）
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
契
機
と
し
て
国
際
規
格
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
整
備
さ
れ
た
他
、
高
速
交
通
網

を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
ん

だ
が
、
そ
の
後
も
ス
キ
ー
目
的
の
観
光
客

は
減
少
し
続
け
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
白
馬
村
で
は
、

官
民
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
「
白
馬

21
観
光
振
興
対
策
協
議
会
」
を
２
０
０
１

年
（
平
成
13
年
）
に
設
立
。
今
後
の
白
馬

村
の
観
光
振
興
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
「
21
世
紀
白
馬
村
観

光
の
飛
躍
に
向
け
て
」
を
策
定
。
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
「
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自

然
と
都
市
的
ア
メ
ニ
テ
ィ
機
能
が
享
受
で

図２ 白馬村の目的別観光客数の推移

出典：白馬村
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47 観光研究最前線（2）◉「観光地経営計画」策定の試み——長野県白馬村を例にして

あ
っ
て
、
白
馬
村
内
で
の
行
動
形
態
も
日

本
人
と
は
大
き
く
異
な
り
、
受
け
入
れ
る

側
の
サ
ー
ビ
ス
形
態
も
新
た
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

白
馬
村
で
は
、
２
０
０
７
年
（
平
成
19

年
）３
月
に
外
国
人
観
光
旅
客
を
対
象
と

す
る
「
白
馬
村
地
域
観
光
振
興
計
画
」（
注

策
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
示
す
こ
と
、さ
ら

に
③
そ
れ
ら
を
確
実
に
実
行
し
、
必
要
な

改
善
を
施
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
た
め

の
体
制
や
方
策
を
同
時
に
提
示
す
る
こ
と

と
し
、「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
」の
策

定
に
取
り
組
ん
だ
。

観
光
地
経
営
計
画
の
策
定

策
定
プ
ロ
セ
ス
と
合
意
形
成

「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
」
は

２
０
１
４
、２
０
１
５
年
度（
平
成
26
、
27

年
度
）
の
２
カ
年
に
わ
た
り
策
定
さ
れ
た
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
学
識
経
験
者
、

観
光
関
連
団
体
、
関
係
行
政
機
関
・
団
体
、

住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
白
馬
村
観
光

地
経
営
計
画
策
定
委
員
会
」（
計
21
人
、

委
員
長
：
下
村
彰
男
・
東
京
大
学
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
）と
、
観
光

関
連
事
業
者
、
住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」（
計
34
人
）の
２
つ
の
会
議
体

が
設
置
さ
れ
た
（
写
真
２
、３
）。
メ
ン
バ

ー
は
分
野
や
地
区
、
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
に

も
配
慮
し
つ
つ
白
馬
村
が
選
定
し
て
い
る

が
、
計
画
策
定
後
に
は
計
画
に
基
づ
く
各

４
）
を
策
定
し
対
応
を
図
っ
て
き
た
が
、そ

の
後
も
外
国
人
観
光
客
は
増
加
し
続
け
、

そ
の
来
訪
実
態
を
十
分
に
把
握
し
き
れ
て

い
な
い
。
受
入
環
境
も
十
分
に
整
備
で
き

て
い
な
い
状
況
下
で
さ
ら
に
、
外
国
人
に

よ
る
投
資
や
施
設
買
収
、
外
国
人
に
よ
る

運
営
施
設
が
増
加
す
る
な
ど
、
新
た
な
問

題
が
生
じ
、
次
々
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る

状
況
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
白
馬
村
で
は
、
主
と
し

て
国
内
の
観
光
客
に
回
復
の
兆
し
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
、
ま
た
外
国
人
が
急
増
し
た

こ
と
に
よ
り
、
白
馬
村
の
観
光
は
前
例
の

な
い
非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
様
相
を
変

え
て
お
り
、
そ
の
将
来
は
必
ず
し
も
楽
観

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化

の
渦
中
に
あ
っ
て
は
、
従
来
実
施
し
て
い

る
ハ
ー
ド
面
で
の
基
盤
づ
く
り
や
ソ
フ
ト

面
で
の
受
入
体
制
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
れ
ら
を
刻
々
と
移
り
変
わ
る
環
境
の
下

で
持
続
的
・
継
続
的
に
活
か
し
て
い
く
た

め
の
「
観
光
地
経
営
」
的
な
視
点
が
求
め

ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
白
馬
村
で
は
①
経
営
に
資
す

る
資
源
を
捉
え
そ
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
、
②
白
馬
村
が
観
光
地
と
し
て
目
指
す

べ
き
姿
や
進
む
べ
き
道
、
実
施
す
べ
き
施

図３ 白馬村の外国人客数の推移

写真２  策定委員会の様子

写真３  ワーキンググループの様子

出典：白馬村「平成26年中における外国人観光客宿泊者数」
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
質
的
な
担
い
手
と
な

る
こ
と
を
見
込
ん
だ
人
選
と
な
っ
て
い
る

こ
と
と
、
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
へ
の

対
応
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
村
内
在
住

の
外
国
人
事
業
者
を
含
め
た
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

両
会
議
体
と
も
に
構
成
メ
ン
バ
ー
数
は
、

通
常
よ
り
や
や
多
い
。「
速
や
か
な
意
思

決
定
」を
優
先
す
る
の
で
あ
れ
ば
メ
ン
バ
ー

数
を
も
っ
と
絞
り
込
む
こ
と
も
あ
り
う
る

が
、
今
回
の
白
馬
村
の
ケ
ー
ス
で
は
、
そ

れ
よ
り
も
「
丁
寧
な
合
意
形
成
」を
指
向

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
村
内
各
地
区
に
観

光
協
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

が
異
な
る
環
境
下
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
現
状
で
は
観
光
へ

の
関
与
度
が
低
い
地
区
や
産
業
界
も
含
め

て
今
後
の
村
の
観
光
の
方
向
性
を
共
有
し

て
お
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
結
果
と
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
手
法
に
も
反
映

さ
れ
て
お
り
、
全
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
討
議

に
加
え
、
複
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

テ
ー
マ
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
た

他
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見
聴
取
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。
議
論
の
内
容
や
段
階
、

メ
ン
バ
ー
の
意
向
に
応
じ
て
手
法
を
変
更

し
て
い
る
。

期
間
中
、
前
者
は
計
６
回
、
後
者
は
計

７
回
の
会
議
を
開
催
し
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
挟
み
つ
つ
、
図
４
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
た
。
会
議
の
資
料
、

記
録
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
、

村
民
を
は
じ
め
と
し
て
白
馬
村
観
光
に
関

わ
る
全
て
の
人
々
が
情
報
を
入
手
で
き
る

環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
会
議
を
公
聴
で
き
る
も
の
と
し
て
、
会

議
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
意
識
し
て

進
め
ら
れ
た
。

計
画
の
構
成
と
内
容

白
馬
村
の
特
殊
性

表
１
は
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
を
活
用
し
て
宿
泊
業
の
事
業

所
数
順
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
白
馬

村
は
人
口
９
千
人
程
度
の
村
で
あ
り
な
が

ら
、市
町
村
別
の
順
位
を
見
る
と
大
阪
市
、

京
都
市
に
次
ぐ
全
国
第
３
位
と
な
っ
て
い

る
。
同
７
位
ま
で
見
渡
し
て
も
白
馬
村
を

除
け
ば
い
ず
れ
も
大
都
市（
４
位 

横
浜
市
、

５
位 

名
古
屋
市
、６
位 

福
岡
市
、７
位

出典：参考文献（4）、P9をもとに作成

図４ 白馬村観光地経営計画策定の流れ
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内容の取りまとめ案

-計画（骨子案）
-今後の策定の流れ

-計画の構成（素案）
-重点プロジェクトの検討
-推進体制／統計の検討

-計画（最終案）
-実施体制等の
再確認

-新たな白馬村観光の方向性
（素案）の検討
-白馬村観光の基本コンセプトと
目標像、キャッチフレーズ（案）

全メンバーに
よる討議

＜平成26年度＞ ＜平成27年度＞

情報公開（会議資料、議事録）、会議への公聴

グループごとの
個別ヒアリング

全メンバーに
よる討議

アンケートによる
意見徴収等

第3回
2/17

第4回
4/22

第5回
7/1

第6回
7/28‐29

第7回
9/29

第2回
3/10

第3回
5/18

第4回
8/25

第5回
10/16

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

11/4 

〜

計
画
策
定

第6回
1/19

第1回
9/17
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順位 全国上位10位市区町村 事業所数（軒）

1 大阪市（大阪府） 663

2 京都市（京都府） 589

3 白馬村（長野県） 561

4 横浜市（神奈川県） 497

5 名古屋市（愛知県） 443

6 福岡市（福岡県） 424

7 札幌市（札幌市） 394

8 箱根町（神奈川県） 371

9 伊東市（静岡県） 370

10 台東区（東京都） 337

49 観光研究最前線（2）◉「観光地経営計画」策定の試み——長野県白馬村を例にして

札
幌
市
）
で
あ
り
、
白
馬
村
に
お
け
る
宿

泊
業
事
業
所
の
集
積
度
の
高
さ
は
特
異
で

あ
り
、
全
国
で
も
際
立
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
だ
ろ
う
。

実
態
と
し
て
は
家
族
経
営
あ
る
い
は
個

人
経
営
を
含
む
中
小
規
模
の
宿
泊
業
が
集

積
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
白
馬

村
の
観
光
に
対
す
る
視
点
」
も
そ
れ
ら
の

経
営
者
の
数
だ
け
多
様
性
を
は
ら
ん
で
い

る
と
言
え
る
。
そ
れ
故
、
観
光
産
業
と
非

観
光
産
業
、観
光
産
業
従
事
者
と
そ
の
他

の
住
民
と
い
う
対
比
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
内
の
観
光
事
業
者
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
、
地
区
内
に
お
け
る
各
観
光
事
業

者
間
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
で
の
視
点
の
多
様
性
に
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

白
馬
村
と
し
て
の
観
光
地

「
経
営
」
計
画
と
「
全
体
最
適
」

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
な
の
が
、
白
馬
村

と
し
て
の「
全
体
最
適
」の
あ
り
方
で
あ
る
。

一
般
的
に
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
観
光
に

関
す
る
計
画
策
定
を
行
う
場
合
、策
定
主

体
は
行
政
で
あ
り
、計
画
対
象
は
当
該
市

町
村
全
域
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
当
計
画

に
お
い
て
も
策
定
主
体
は
白
馬
村
で
、
白

馬
村
全
域
が
計
画
対
象
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
一
つ
の
市
町
村
の
全
域
を
見

渡
し
た
時
、
そ
の
全
域
が
一
様
に
観
光
地

化
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
想
定
し
に

く
く
、
む
し
ろ
地
区
ご
と
の
観
光
地
化
の

度
合
い
の
濃
淡
に
よ
っ
て
観
光
地
が
成
立

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
行
政
と
し
て
は
公
平
性

に
配
慮
し
つ
つ
も
、「
選
択
と
集

中
」
に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的

な
観
光
政
策
の
立
案
と
実
施
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
観
光
地

経
営
上
の
「
全
体
最
適
」
の
実

現
に
は
欠
か
せ
な
い
。

白
馬
村
に
当
て
は
め
る
と
、

主
と
し
て
観
光
客
が
訪
れ
る
の

は
西
山
と
言
わ
れ
る
白
馬
連
峰

の
山
麓
に
当
た
る
村
の
西
側
の
エ
リ
ア
で

あ
り
、
前
述
し
た
多
く
の
宿
泊
業
事
業

所
も
こ
の
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
当

計
画
の
策
定
段
階
に
お
い
て
も
西
山
エ
リ

ア
に
関
す
る
具
体
的
な
意
見
が
多
く
出

さ
れ
た
一
方
で
、そ
の
他
の
エ
リ
ア
も
含
め
、

白
馬
村
全
体
と
し
て
今
後
の
観
光
地
経

営
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
と

い
う
視
点
が
外
部
有
識
者
を
中
心
に
投

げ
か
け
ら
れ
た
。
計
画
の
基
本
方
針
の
一

つ
と
し
て
そ
う
し
た
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、

「
白
馬
村
全
体
、
広
域
白
馬
エ
リ
ア
全
体

で
観
光
の
効
果
の
最
大
化
を
視
野
に
入
れ
、

産
業
間
・
地
区
間
・
取
り
組
み
主
体
間
の

連
携
を
進
め
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

計
画
の
構
成

当
計
画
の
内
容
は
図
５（
50
ペ
ー
ジ
）に

示
す
通
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
光
計
画

と
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
構
成
を
採
っ
て

い
る
が
、
大
き
く
二
部
構
成
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。前
半
が「
構
想
編
」

（
計
画
課
題
の
整
理
～
理
念
と
目
標
像
～

基
本
方
針
～
計
画
推
進
・
管
理
の
体
制
～

目
標
数
値
～
財
源
～
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）、後

半
が「
計
画
編
」（
戦
略
～
施
策
～
事
業
～

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
あ
る
。

「
構
想
編
」は
計
画
を
管
理
す
る
側
の
視

点
に
立
っ
た
も
の
、「
計
画
編
」は
計
画
を

具
体
的
に
推
進
す
る
視
点
に
立
っ
た
内
容

で
あ
り
、
こ
の
構
成
は
後
述
す
る
計
画
の

推
進
体
制
と
も
リ
ン
ク
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
各
事
業
の
実
施
主
体
に
つ
い
て

は
「
計
画
編
」
に
記
載
し
た
個
別
の
事
業

ご
と
に
お
お
よ
そ
の
想
定
と
し
て
示
し
て

い
る
が
、
前
段
の
「
構
想
編
」
に
お
い
て

計
画
全
体
の
推
進
に
あ
た
っ
て
各
主
体
に

期
待
さ
れ
る
役
割
分
担
を
示
し
て
い
る
他
、

一
般
的
に
計
画
の
最
後
段
で
触
れ
ら
れ
る

こ
と
の
多
い
計
画
実
施
の
財
源
お
よ
び
推

進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
同
じ
く
「
構

想
編
」
に
お
い
て
提
示
し
て
お
り
、
よ
り

計
画
管
理
の
視
点
を
強
く
意
識
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）（
51
ペ
ー
ジ
）。

計
画
の
内
容

当
計
画
の
具
体
的
な
提
案
は
10
の
戦
略

に
わ
た
る
55
の
事
業
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

が
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
以
下
の
４
つ
の
分

野
に
大
別
で
き
る
（
図
５
下
段
中
ほ
ど
）。

「
魅
力
づ
く
り
に
関
す
る
戦
略
」の
分
野

で
は
、
白
馬
村
が
有
す
る
観
光
の
資
産
価

値
の
最
大
化
、訪
れ
る
価
値
の
多
様
化
、そ

表１ 白馬村の宿泊業の事業所数
およびその順位

出典：地域経済分析システム（RESAS）を用いて、経済センサ
ス基礎調査（平成24年、総務省・経済産業省）より作成
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図５ 白馬村の観光地経営計画の体系

出典：参考資料（4）、P37、参考資料（5）、P2より作成

基本方針２
白馬連峰を核に、地域に根ざした自然・歴
史・分解の多面的な活用と、それらを支え
る人材の育成・活用を進めます。

基本方針３
「スキー目的＋グリーンシーズン周遊」型か

ら「オールシーズン×滞在」型への転換を
図ります。

基本方針４
客観的な数値データによる現況の把握と成
果の評価、検証に取り組みます。

基本方針１
白馬村全体、広域白馬エリア全体での観光
の効果の最大化を視野に入れ、産業間・地
区感・取組み主体感の連携を進めます。

＜白馬村観光の基本方針＞

●�観光の手段によって地域を活性化し、自分たちの生
活の場として次世代に自信を持って引き継ぐことの
できる白馬村を実現します。

●�観光の視点で地域の魅力をさらに磨き上げ、高い誇
りを持って世界中からの来訪者を迎えることのでき
る白馬村を実現します。

●�旅行者にとって『何度でも訪れたい／ここに留まりた
い白馬村』、生活者にとって『ずっと住み続けたい白
馬村』、村外に転出した次世代の若者も『いつか帰
りたい白馬村』を目指します。

●�オリンピック開催経験を有する白馬村として村民が
それぞれの立場で「世界水準」を意識して来訪者を
受け入れます。

＜白馬村観光の理念＞ ＜白馬村観光の戦略と戦略的重点プロジェクト＞ ＜白馬村観光の目標像＞

恵
ま
れ
た
自
然
、山
と
雪
が
育
む
生
活
・
文
化
を
未
来
に
残
す

マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・Hakuba

戦略１．観光の資産価値の最大化

戦略２．白馬村を訪れ滞在する価値の多様化

戦略３．観光の魅力要素の次世代への継承

戦略４．宿泊施設とスキー場の再活性化

戦略５．地場産業と連携した地域経済の強化

戦略６．観光を支える担い手の育成・支援

戦略７．誰もが安心できる観光受入体制の構築

戦略８．地域全体での白馬ブランドの構築

戦略９．計画推進体制の構築と財源の確保

戦略10．計画推進の基盤となる統計の整備

魅
力
づ
く
り
に
関
す
る
戦
略

人
づ
く
り
・
受
入
体
制
づ
く
り
・

仕
組
み
づ
く
り
に
関
す
る
戦
略

産
業
・
経
済
の

強
化
に
関
す
る
戦
略

経
営
基
盤
構
築
に

関
す
る
戦
略

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
　
白
馬
連
峰
へ
の
眺
望
の
魅
力
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
　
白
馬
村
の
核
と
な
る
ス
キ
ー
場
と
宿
泊
拠
点
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
　
国
際
リ
ゾ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
受
入
環
境
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
　
魅
力
の
多
様
化
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

＜地域経済と観光の競争力強化・安定化に関する課題＞

❶観光客数だけにとらわれない観光振興

❷大きな季節変動の平準化による観光産業の安定化・効率化

❸宿泊滞在化や消費機会の増加等による地域経済への貢献度向上

❹外国人スキーヤーの大幅増による滞在スタイルの変化への対応

❺�事業者の連携による効率化と独自性の強化による観光産業の�
再活性化

❻観光産業界での安定的な雇用創出と人材の定着・育成

＜観光地としての文化的・社会的な発展・向上に関する課題＞

❼多彩な地域資源のポテンシャルを引き出す

❽ゆとりを持って滞在する空間としての魅力強化

❾利用拠点・宿泊拠点間を結ぶ域内交通の利便性の向上

❿オリンピック開催経験を活かし世界水準の観光地を目指した変革

＜観光地としての持続可能性を高める基盤に関する課題＞

⓫白馬村全体や白馬エリアとしての全体最適化に向けたビジョンの共有

⓬多様な関係者による観光推進体制の構築

⓭地域の実態を把握するための統計の整備
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れ
ら
の
魅
力
の
次
世
代
へ
の
継
承
の
３
点

を
掲
げ
て
い
る
。
既
存
の
観
光
資
源
の
価

値
を
維
持
あ
る
い
は
向
上
さ
せ
つ
つ
、白
馬

村
に
滞
在
す
る
新
た
な
魅
力
創
造
に
も
取

り
組
む
内
容
で
あ
る
。

一
方
「
産
業
・
経
済
の
強
化
に
関
す
る

戦
略
」
の
分
野
で
は
、
宿
泊
施
設
と
ス
キ

ー
場
を
中
心
に
既
存
観
光
拠
点
と
な
っ
て

い
る
各
地
区
が
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
競

争
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
併
せ
て
、
そ

の
他
地
場
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
村
全
体

へ
の
経
済
波
及
効
果
向
上
を
狙
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
支
え
る
「
人
づ

く
り
・
受
入
体
制
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く

り
に
関
す
る
戦
略
」で
は
、広
く
村
内
に
お

い
て
観
光
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
育
成

し
つ
つ
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者
も
含
め
て

安
心
で
き
る
受
入
体
制
づ
く
り
と
、
地
域

全
体
で
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
が
主
眼
と
な
る
。

こ
れ
と
合
わ
せ
て
「
経
営
基
盤
構
築
に

関
す
る
戦
略
」
を
定
め
、
計
画
推
進
の
体

制
構
築
、
財
源
確
保
、
統
計
整
備
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

さ
ら
に「
平
成
37
年
度
ま
で
の
10
年
間

に
実
施
す
べ
き
最
も
重
要
な
プ
ロ
ジェク
ト
」

と
し
て
４
つ
の
戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジェク
ト

を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
55
事
業
の
う
ち
、

特
に
重
点
的
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
関
連
性

の
高
い
も
の
を
束
ね
た
も
の
で
あ
る
。
策

定
委
員
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の

議
論
も
踏
ま
え
、白
馬
村
観
光
の
課
題
解

決
の
た
め
重
要
性
・
緊
急
性
が
特
に
高
い
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
白
馬

村
観
光
へ
与
え
る
効
果
・
影
響
が
大
き
い

等
の
条
件
に
照
ら
し
て
判
断
し
た
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
「
白
馬
連
峰
へ
の
眺

望
の
魅
力
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
白
馬

村
の
核
と
な
る
ス
キ
ー
場
と
宿
泊
拠
点
の

再
生
プ
ロ
ジェク
ト
」「
国
際
リ
ゾ
ー
ト
に
ふ

さ
わ
し
い
受
入
環
境
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
魅
力
の
多
様
化
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
創

出
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」の
４
プ
ロ
ジェ
ク
ト
と
な

っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

今
後
計
画
を
実
施
す
る
段
階
に
お
い
て

は
、「
白
馬
村
観
光
地
経
営
会
議
（
仮
称
）」

（
以
下
、「
経
営
会
議
」
と
略
記
）
と
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム（
仮
称
）」（
以
下
、

「
プ
ロ
ジェ
ク
ト
チ
ー
ム
」と
略
記
）を
立
ち

上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
６
、７
）。

経
営
会
議
は「
白
馬
村
観
光
地
経
営
計

画
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
メ
ン
バ
ー
を
中

図６ 計画策定PDCAサイクル

出典：参考資料（4）より作成
※上記に加えて〈基礎調査編〉が計画の最後に付けられている。

出典：参考資料（5）、P8

計画
（Plan）

評価
（Check）

改善
（Act）

実施
（Do）

プロジェクト推進チーム
（仮称）

白馬村観光地経営会議
（仮称）

白馬村観光地経営会議
（仮称）

白馬村観光地経営計画
策定委員会・

ワーキンググループ

＜平成26・27年度＞計画策定

＜平成28年度以降＞計画管理・推進

事業の具体化

事業の評価

事業の実施事業の改善

表２ 白馬村観光地経営計画の目次構成

第１章 計画策定の背景と目的
　第１節	 計画策定の背景
　第２節	 計画策定の目的～「観光地経営」という視点～
　第３節	 計画の位置づけと計画期間
　第４節	計画策定体制と計画策定の手順

＜構想編＞
第２章 白馬村の観光地経営に向けた課題と可能性
　第１節	 白馬村の観光地経営に向けた計画課題
　第２節	 地域経済と観光の競争力強化・安定化に関する課題
　第３節	 �観光地としての文化的・社会的な発展・向上に関する

課題
　第４節	 �観光地としての持続可能性を高める基盤に関する�

課題
第３章 白馬村の観光地経営のコンセプト
　第１節	 理念と目標像
　第２節	 観光地経営戦略
　第３節	 計画推進と計画管理の体制と仕組み

＜計画編＞
第４章 観光地経営戦略
　第１節	 観光地経営戦略の体系
　第２節	 観光地経営戦略に基づく施策、事業
　第３節	 戦略的重点プロジェクト
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心
に
構
成
さ
れ
る
。
計
画
に
基
づ
く
経
営

指
標
の
設
定
に
関
す
る
検
討
、
財
源
の
創

出
に
関
す
る
検
討
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関

す
る
検
討
な
ど
、
計
画
の
「
構
想
編
」
に

記
載
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
計
画
全
体
の

進し
ん

捗ち
ょ
く

管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、前
述
し
た
４

つ
の
戦
略
的
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連

す
る
分
野
に
お
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
を

有
す
る
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
事
業
単

位
で
立
ち
上
げ
る
も
の
で
、
経
営
会
議
で

の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
計
画
編
」に
記

載
さ
れ
た
各
事
業
を
具
体
化
し
、関
係
組

織
な
ど
と
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
を
図
る
こ
と
と
な
る
。

（
ほ
り
き　

み
つ
ぐ
／

ご
と
う　

け
ん
た
ろ
う
）

●　

当
計
画
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
即
し
て
必
要
な
改
善
を
実
施
し
な
が
ら

継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
基
盤
と
な
る
上
記
２
つ
の
組

織
が
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
が
る
か
が
計
画

期
間
当
初
の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
白
馬
村
内
で
の
活
動
の
盛
り
上
が
り

に
期
待
し
て
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

（
注
１
）
参
考
資
料（
１
）に
よ
る
と
、１
９
３
７
年（
昭
和

12
年
）に
16
軒
が
警
察
の
許
可
を
受
け
、一
泊

80
円
の
料
金
で
泊
め
た
こ
と
か
ら
日
本
の
民
宿

発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
注
２
）
参
考
資
料（
２
）

（
注
３
）
会
議
で
は
、
現
在
把
握
し
て
い
る
外
国
人
客
数

と
実
際
に
来
訪
し
て
い
る
数
と
に
大
き
な
乖か

い

離り

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。観
光
地
経
営
計

画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、デ
ー
タ
の
取
得
、推

計
方
法
自
体
も
見
直
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
（
参
考
資
料
⑸
の
戦
略
10
参
照
）。

（
注
４
）「
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
地
域
の
整
備
等
の

促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律

第
５
条
第
１
項
の
規
定
」に
基
づ
き
策
定
。
有

限
責
任
中
間
法
人
白
馬
村
観
光
局
が
２
０
０
７
、

２
０
０
８
年
度（
平
成
19
、
20 

年
度
）
に
国
土

交
通
省
の
観
光
ル
ネ
サ
ン
ス
補
助
事
業
に
補
助

申
請
し
て
事
業
を
実
施
。
事
業
終
了
後
の
評
価

に
よ
る
と
、
白
馬
村
は
事
業
実
施
／
成
果
／
自

立
性
・
継
続
性
、
総
合
評
価
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
Ａ
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
全
国
17
あ
る
補

助
事
業
対
象
地
域
の
う
ち
全
て
Ａ
評
価
で
あ
っ

た
の
は
３
地
域
し
か
な
か
っ
た
（
参
考
資
料
⑷
、

Ｐ
５
参
照
）。

［
参
考
資
料
］

＊（
１
）	白
馬
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

＊（
２
）	『
白
馬
の
歩
み 

村
誌
・
社
会
環
境
編
下
』平
成

15
年
３
月
、「
白
馬
の
歩
み
」編
纂
委
員
会
、白

馬
村

＊（
３
）	『
白
馬
村
地
域
観
光
振
興
計
画
』
平
成
19
年
３

月
、
白
馬
村

＊（
４
）	『
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
』
平
成
28
年
３
月
、

白
馬
村

＊（
５
）	『
白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画＜

概
要
版＞

』平
成

28
年
３
月
、
白
馬
村

図７ 計画管理・推進体制の考え方

出典：参考資料（5）、P8

【計画策定体制】 【計画管理・推進体制】

事業を具体化して推進プロジェクト推進チーム（仮称）

リーダー

白馬村観光地経営会議（仮称）策定委員会

ワーキンググループ

※ここでは戦略的重点プロジェクトで例示

【1】指標の設定に関する検討
【2】財源の創出に関する検討
【3】ブランディングに関する検討

【重点戦略1】白馬連峰への眺望の魅力最大化
プロジェクト推進チーム

【重点戦略2】中核となるスキー場と宿泊拠点の再生
プロジェクト推進チーム

【重点戦略3】国際リゾートにふさわしい受入環境整備
プロジェクト推進チーム

【重点戦略4】魅力の多様化に向けたコンテンツ創出
プロジェクト推進チーム

事業
フレームの
決定

①事業の ②成果の
評価

③計画の
改定
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53 観光研究レビュー◉アジア太平洋地域における観光研究の傾向——観光研究の国際化に関する意見交換会より

●
意
見
交
換
会
よ
り

研
究
員　

研
究
論
文
の
発
表
媒
体
に
つ
い

て
、何
か
特
徴
的
な
現
象
は
起
き
て
い
る
か
。

蘇
教
授　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
時

代
、
読
者
は
出
版
社
か
ら
冊
子
を
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
の
時
代

に
お
い
て
は
出
版
社
の
サ
イ
ト
か
ら
デ
ー

タ
を
有
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
形
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
扱
う

出
版
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
私
が
編
集
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ

ル
はSpringer

社
に
属
し
て
い
る
が
、

当
財
団
で
は
、
２
０
１
５
年
度
に
自
主

研
究
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
観
光
研
究
の
潮

流
に
関
す
る
調
査
」
を
行
っ
た
。
そ
の
一

環
と
し
て
２
０
１
６
年
２
月
16
日（
火
）に

台
湾
・
天
主
教
輔
仁
大
学
民
生
学
院
餐
旅

管
理
学
系
教
授
の
蘇
哲
仁
氏
を
お
招
き
し
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

蘇
教
授
は
、「Service Business: A

n 
International Journal

」な
ど
の
編
集
委

員
の
他
、Euro-A

sia Tourism
 Stud-

ies A
ssociation

（
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
の
副

会
長
も
務
め
て
お
り
、
台
湾
の
み
な
ら
ず

ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
広
く
活
動

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、
台
湾
の
観
光
研
究

の
潮
流
（
詳
し
く
は
観
光
文
化
２
２
８
号

「
特
集
：
ア
ジ
ア
の
観
光
研
究
の
潮
流
」

参
照
）
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
関
係
で
、
今
回
の
企
画
が
実

現
し
た
。

蘇
教
授
か
ら
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
近
年
の
観
光
研
究
の
潮
流
、
日

本
の
観
光
研
究
に
対
す
る
国
際
的
な
視
野

か
ら
み
た
示
唆
、
学
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
傾

向
な
ど
に
つ
い
て
話
題
提
供
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
当
財
団
の
研
究
員
か
ら
の
質
問

に
答
え
て
い
た
だ
く
形
で
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

観光研究レビュー

アジア太平洋地域における
観光研究の傾向

――観光研究の国際化に関する意見交換会より
公益財団法人日本交通公社 観光文化情報センター 企画室長・主任研究員　 福永  香織

・
近
年
（
２
０
１
１
～
２
０
１
４
年
）
の

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
１
３
０

本
の
論
文
の
傾
向
が
整
理
さ
れ
て
い
る

論
文
（Fong, L. H

. N
., A

u, N
., &

 
Law

, R.（2015

）. Recent Research 
in A

sia Pacific: T
he Case of a 

Professionally A
ffiliated Journal. 

Journal of T
ravel &

 T
ourism

 
M

arketing, 32

（3

）, 161-179.

）
に
よ

る
と
、
近
年
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
戦
略
、人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
持
続
可
能
な
開
発
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
イ
ン
パ
ク
ト
の
順
に
多
く

な
っ
て
お
り
、デ
ー
タ
の
収
集
方
法
と

し
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
文
献
調
査
の
順
に
多
く
な
っ
て

い
る
。

・
国
別
の
相
対
的
貢
献
度
と
し
て
は
、香

港
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、台
湾
、ア
メ
リ

カ
、中
国
、韓
国
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
順
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

・
日
本
の
観
光
研
究
の
国
際
化
に
向
け
て

は
、海
外
の
学
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
の
関

係
構
築
、
柔
軟
で
多
様
な
学
術
連
携
、

英
語
で
の
情
報
発
信
の
構
築
な
ど
が

重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

日
本
の
観
光
産
業
の
強
み
で
あ
る
分

野
（
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ニ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
）
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

・
研
究
の
質
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

好
奇
心
を
持
ち
、
創
造
力
・
忍
耐
力
・

執
筆
力
な
ど
を
高
め
て
い
く
こ
と
、目

標
を
決
め
る
こ
と
、他
の
組
織
や
研
究

者
と
積
極
的
に
連
携
や
共
同
研
究
を

行
う
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

＜

蘇
教
授
の
お
話
の
ポ
イ
ン
ト＞
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こ
こ
は
他
に
も
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
出

版
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
発
行
す
る

出
版
社
の
多
く
は
、
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
た
め
、
多
様
な
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
取

り
込
も
う
と
す
る
。
そ
し
て
自
社
の
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
あ
れ
ば
善
し
悪
し
に
か
か
わ
ら

ず
積
極
的
に
売
り
込
み
を
す
る
。
さ
ら
に

は
、
最
近
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
感
覚
で
、
関
連
商
品
を
次
々
に
紹
介
す

る
ク
ロ
ス
セ
リ
ン
グ
の
手
法
を
活
用
し
た

ジ
ャ
ー
ナ
ル
販
売
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
出
版
社
の
や
り
方
に
対
し
て
学

術
面
で
の
懸
念
も
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
巻
き
込
ま
れ
な
け

れ
ば
自
分
の
書
い
た
も
の
が
多
く
の
人
の

目
に
触
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

多
く
の
研
究
者
は
、Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
（Social 

Sciences Citation Index

）（
注
１
）
の
掲

載
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
自
身
の
論
文
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
に
論
文
の
発
表
数
や
掲
載
数
を
重
視
す

る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
式
の
考
え
方
が
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
出
版
社
は
ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
る
の
で
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に

つ
い
て
も
ど
の
よ
う
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ

せ
て
、
ど
の
よ
う
に
拡
大
さ
せ
て
い
け
ば

よ
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
ま
ず
は

海
外
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
特
性
を
見
な
が
ら
、

英
語
の
論
文
を
投
稿
し
て
い
く
こ
と
か
ら

始
め
て
、
将
来
的
に
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
（
以
下
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
も
英
語

版
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
発
行
す
る
こ
と
を
検

討
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

研
究
員　

観
光
研
究
の
傾
向
と
し
て
は
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
違
い
が
あ
る
か
。

蘇
教
授　

異
な
る
と
思
う
。
特
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
年
配
の
研
究
者
と
若
い
研
究

者
で
は
考
え
方
が
異
な
る
よ
う
だ
。
か
つ

て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
は
英
語
を
使

い
た
が
ら
な
か
っ
た
が
、
最
近
の
若
手
研

究
者
は
英
語
で
論
文
を
書
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
特
に
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
の
研
究
が
発
展
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

自
身
の
論
文
が
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に

掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
た
め
で

あ
る
。
し
か
し
、
年
配
の
研
究
者
は
自
身

に
と
っ
て
の
研
究
の
面
白
さ
を
優
先
し
、

よ
り
マ
ク
ロ
な
研
究
に
焦
点
を
当
て
る
ス

タ
イ
ル
が
多
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
のPalgrave M

acm
illan

社
が
出
し
て
い
るA

sian Business &
 

M
anagem

ent

と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、

同
志
社
大
学
の
教
授
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。A

sian Business &
 

M
anagem

ent

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

テ
ー
マ
は
ア
ジ
ア
に
関
す
る
も
の
も
多
く
、

日
本
や
中
国
に
関
す
る
研
究
も
多
い
。
社

会
学
の
カ
ラ
ー
が
強
く
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ

Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
も
あ
る
た
め
、日
本
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
に
は
よ
い
と
思
う
。

研
究
員　

ア
メ
リ
カ
の
学
会
発
表
で
は
、

定
量
分
析
に
よ
る
論
文
が
多
い
よ
う
に
感

じ
る
。
定
量
的
な
分
析
の
方
が
好
ま
し
い

の
か
。

蘇
教
授　

定
性
的
な
研
究
手
法
を
用
い
た

論
文
の
場
合
、
査
読
者
に
よ
っ
て
評
価
が

分
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
、
定

量
的
な
分
析
の
場
合
は
系
統
的
か
つ
客
観

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
完
全
な

手
法
が
あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た

ソ
フ
ト
の
進
化
の
お
か
げ
で
、
多
様
な
デ

ー
タ
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
に
は
良
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
実

践
事
例
が
多
く
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ

ら
を
使
え
ば
様
々
な
研
究
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
は
ず
。そ
し
て
、こ
う
い
っ
た
テ
ー

マ
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
や
、
共
同
研
究

が
で
き
る
人
を
世
界
中
か
ら
見
つ
け
て
ほ

し
い
。
デ
ー
タ
や
考
え
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
研
究
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
研
究
効
率
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

研
究
員　

研
究
の
成
果
を
実
践
に
活
か
す

た
め
の
方
策
や
連
携
に
つ
い
て
何
か
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
な
い
か
。

蘇
教
授　

最
近
は
実
践
と
の
関
連
性
が
な

い
論
文
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
傾
向
に
あ

る
。
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
数
も
増
え
て
競
争
も

激
し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
に
お
い
て
は
、要

約
版
を
作
成
し
て
、
大
学
の
学
生
や
研
究

者
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
幅
広
い
方
々
に
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ト
レ

ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。
難
し
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、我
々
も
そ
の
点
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
は
実
践
的
な
研
究
は
得
意
で

あ
る
と
思
う
し
、
最
新
の
動
向
を
追
っ
て

い
る
の
で
、
産
業
界
の
人
た
ち
に
と
っ
て

も
興
味
深
い
、
良
い
研
究
テ
ー
マ
が
見
つ

か
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
的
確
に

テ
ー
マ
を
捉
え
る
こ
と
と
、
実
践
に
貢
献

す
る
研
究
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。●

　

昨
年
の
調
査
に
加
え
、
こ
の
意
見
交
換

会
に
よ
り
、
世
界
の
観
光
研
究
と
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
関
す
る
潮
流
に
つ
い
て
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。

　

海
外
の
研
究
成
果
を
一
方
的
に
参
考
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
取
り
組

み
や
研
究
成
果
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と

で
、
他
国
の
研
究
者
と
の
議
論
が
活
発
化

し
、
日
本
国
内
で
は
得
ら
れ
な
い
気
づ
き

や
研
究
の
深
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
実
践
の
場
に
伝
え

て
い
く
こ
と
も
我
々
の
重
要
な
役
割
で
あ

る
と
実
感
し
た
。（

ふ
く
な
が　

か
お
り
）

的
で
あ
り
、
評
価
が
定
ま
り
や
す
い
と
い

う
特
徴
は
あ
る
。
定
性
的
な
分
析
の
場

合
も
、
個
別
の
事
例
紹
介
に
と
ど
め
ず
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り

多
様
な
分
析
を
行
え
ば
良
い
研
究
に
な
る

と
思
う
。
ま
た
、
新
し
い
分
析
ソ
フ
ト
な

ど
を
用
い
る
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。
例
え

ば
過
去
５
年
間
の
新
聞
を
調
査
し
、
旅
行

業
者
の
役
割
変
化
な
ど
に
つ
い
て
分
析
す

る
と
い
っ
た
研
究
も
考
え
ら
れ
る
。
20
年

前
で
あ
れ
ば
全
て
の
記
事
を
読
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
ソ
フ
ト
を

使
え
ば
何
千
も
の
新
聞
を
簡
単
に
分
析
す

蘇哲仁（Che-Jen Su, Ph. D.）
天主教輔仁大学 民生学院／餐旅管理学系 教授
　1986年天主教輔仁大學卒業。1992年國立臺北大學にてMBA、
2001年に博士号取得。朝陽科技大學准教授、天主教輔仁大學准
教授、韓国の漢陽大學教授などを経て、2013年より現職。Journal 
of Global Business and Technology 地域編集者、European 
Journal of Tourism, Hospitality and Recreation、Service Business: 
An International Journal（SSCI Indexed）共同編集者、Euro-Asia 
Tourism Studies Association（EATSA）副会長。ブルゴーニュ大
学、香港城市大学、和歌山大学などでの客員教授経験も持つ。

（
注
１
） http://ipscience.thom

sonreuters.com
/
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２
０
１
６
年
１
月
９
日（
土
）～
２
月
28

日（
日
）、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
は
企

画
展
「
よ
う
こ
そ
日
本
へ  

１
９
２
０
︱

30
年
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
デ
ザ
イ
ン
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
旅
の
図
書
館
」
も
所

蔵
古
書
を
提
供
し
、
展
示
に
協
力
さ
せ
て

第
１
部
：
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

同
企
画
展
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
黎れ

い
め
い明

期

と
も
言
え
る
１
９
２
０
︱
30
年
代
の
観

光
ポ
ス
タ
ー
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
雑
誌
の

表
紙
や
挿
絵
を
飾
っ
た
画
家
た
ち
の
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
開
催
期
間

中
の
入
場
者
は
２
万
人
に
も
上
り
、
カ
タ

ロ
グ
も
完
売
。
各
方
面
か
ら
多
く
の
反
響

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー　
旅
の
図
書
館

第
６
回
「
た
び
と
し
ょ C

afe

」
を
開
催

活
動
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、３
月
15
日（
火
）に
開
催
し
た

第
６
回「
た
び
と
し
ょCafe

」で
は
、「
い
ま

伝
え
た
い「
日
本
」と
は 

～
１
９
２
０
︱
30

年
代
の
日
本
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
か
ら
考
え

る
～
」を
テ
ー
マ
に
、同
展
を
担
当
さ
れ
た

木
田
拓
也
氏（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工

芸
課
主
任
研
究
員
）を
お
招
き
し
ま
し
た
。

「
旅
の
図
書
館
」が
一
時
閉
館
中
に
つ
き
、

当
財
団
会
議
室
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
場
の
一
角
で
は
、
企
画
展
で
展
示

さ
れ
た
古
書
の
他
、
当
図
書
館
所
蔵
の
ジ

ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
機
関

誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』や
当
時
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
も
併
せ
て
展
示
し
、
皆
様
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
研
究
者
や
学
生
に
加
え
、行

政
や
観
光
関
連
団
体
、
民
間
の
方
や
当
財

団
の
研
究
員
な
ど
、計
22
人
と
な
り
ま
し
た
。

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
木
田
氏
か
ら
は
、

同
企
画
展
の
開
催
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
、

当
時
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
過
程
、
実

際
に
展
示
さ
れ
た
作
品
に
関
す
る
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
当
時
の
日
本
が
観
光
ポ
ス

タ
ー
を
通
じ
て
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
て

い
た
か
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
前
に
企
画
展
を
見
学
し
た
参

加
者
も
多
く
、
実
際
の
作
品
を
思
い
出
し

な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【第１部のお話のポイント】

◦1920-30年代の日本の国境は現在と
は異なり、アジアの都市にも日本人が
多く住んでいた。国際的にも観光ブー
ムが起こっていた頃で、日本において
も観光産業は外貨獲得の4位を占めて
いた。

◦観光ポスターには多民族国家を目指
していた当時の日本にとって、共同体
としての理想の姿が描かれており、平
和産業である観光を通じて、戦争を
回避しつつ、孤立していく日本のイメ
ージアップを図る狙いもあった。加え
て、日本人自身に日本の良さを認識し
てもらう狙いもあった。

◦当時の観光ポスターは社会的・政治
的背景がうかがえる自画像でもあった
とともに、国家としてのメッセージが
込められたプロパガンダとしての役割
があった。

◦観光ポスターは鉄道会社や船会社、
ジャパン・ツーリスト・ビューロー、国
際観光局など外客誘致に積極的に取
り組んでいた組織により制作されて
おり、杉浦非水や吉田初三郎など第
一線で活躍していたデザイナーや画
家によって多く描かれていた。また、
印刷技法や制作手法においても当時
の最先端の技術が使われていた。

木
田
拓
也
（
き
だ 

た
く
や
）
氏

　

石
川
県
生
ま
れ
。文
学
博
士
。１
９
９
３
年
早
稲
田
大
学
第
一文
学
部
卒
業

後
、佐
倉
市
立
美
術
館
学
芸
員
。１
９
９
７
年
、東
京
国
立
近
代
美
術
館（
工

芸
館
）研
究
員
。現
在
、同
美
術
館
工
芸
課
主
任
研
究
員
。主
な
著
書
と
し
て

『
工
芸
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
近
代 

「
日
本
的
な
も
の
」の
創
出
』（
吉
川
弘
文
館
、

２
０
１
４
年
）、『
日
本
の
20
世
紀
芸
術
』（
共
著
、平
凡
社
、２
０
１
４
年
）、『
美

術
史
の
余
白
に 

工
芸
・
ア
ル
ス・現
代
美
術
』（
共
著
、美
学
出
版
、２
０
０
８

年
）、『
近
代
日
本
デ
ザ
イ
ン
史
』（
共
著
、美
学
出
版
、２
０
０
６
年
）な
ど
が
あ

る
。こ
れ
ま
で
に
担
当
し
た
企
画
展
は「
大
阪
万
博
１
９
７
０ 

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

ジェク
ト
」（
２
０
１
５
年
）、「
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
１
９
６
４ 

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジェ

ク
ト
」（
２
０
１
３
年
）「
越
境
す
る
日
本
人——

工
芸
家
が
夢
み
た
ア
ジ
ア

１
９
１
０ｓ—

１
９
４
５
」（
２
０
１
２
年
）な
ど
多
数
。
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【
木
田
氏
】
国
際
観
光
局
の
場
合
、１
万
～

３
万
枚
ほ
ど
印
刷
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

郵
送
料
も
莫
大
な
金
額
に
な
る
だ
け
で
な

く
、配
布
ル
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
開
拓
し
て

い
た
の
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

●
参
加
者
か
ら
の
反
応

　

参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
時
代
性
や

産
業
の
発
展
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

関
係
し
て
そ
の
作
品
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
が
実
感
で
き
た
」「
１
９
２
０
︱
30

年
代
と
い
う
時
代
背
景
か
ら
の
視
点
も

興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
」「
貴
重
な
資
料

も
見
せ
て
い
た
だ
き
大
変
面
白
か
っ
た
」

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
を
専
門
分
野
と
す
る

木
田
氏
の
視
点
か
ら
気
づ
か
さ
れ
る
点
は

大
変
多
く
、
当
時
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
に
込

め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
狙
い
や
位
置
づ
け

を
知
る
こ
と
で
、
今
改
め
て
我
々
自
身
が

自
国
の
魅
力
を
認
識
し
、
表
現
す
る
力
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
お

話
と
企
画
展
の
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
の
イ

ンバウ
ン
ド
政
策
や
観
光
の
あ
り
方
を
見
つ

め
直
す
大
変
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー　

企
画
室　

福
永
香
織
）

第
２
部
：
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

意
見
交
換

　

１
９
２
０
︱
30
年
代
に
初
め
て
日
本
で

発
売
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
軽
食
や
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
と
ゲ
ス
ト
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
参
加
者
】
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
通
じ
て
世

界
が
感
じ
た
日
本
の
印
象
と
い
う
の
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

【
木
田
氏
】
当
時
、
世
界
周
遊
船
エ
ン
ブ

レ
ム
・
オ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
号
の
乗

客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
日
本

は
国
、
女
性
、
山
、
神
社
の
項
目
で
ト
ッ

プ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
の
雑
誌

記
者
を
日
本
に
招
い
て
記
事
を
書
い
て
も

ら
う
と
い
っ
た
こ
と
も
し
て
い
た
よ
う
な

の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
か
ら
読
み
取
れ

る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

当
時
の
資
料
が
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、

当
時
の
反
響
を
追
跡
す
る
の
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
。

【
参
加
者
】
有
名
な
画
家
が
観
光
ポ
ス
タ

ー
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
後
々
の
作
品
に

影
響
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
こ
の
時
代

に
形
づ
く
ら
れ
た
の
か
。

【
木
田
氏
】
観
光
名
所
や
景
観
を
描
く
画

家
の
作
風
な
ど
に
は
影
響
し
た
の
で
は
な

い
か
。
一
方
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
誰
に
書
い

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
た
人
が
い
る
は
ず
な
の
で
、
そ
の

存
在
は
大
き
い
と
思
う
。
和
風
美
人
や
富

士
山
、
桜
な
ど
は
も
っ
と
古
く
か
ら
頻
繁

に
描
か
れ
て
い
た
。
万
博
に
出
展
す
る
際

に
も
富
士
山
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
よ
く
使

わ
れ
た
が
、
日
本
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
海
外
に
分
か
り
や
す

く
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

【
参
加
者
】
１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）ま

で
に
日
本
に
来
た
外
国
人
が
本
で
紹
介
し

て
い
る
よ
う
な
日
本
の
風
景
が
今
回
の
ポ

ス
タ
ー
に
は
ほ
と
ん
ど
表
現
さ
れ
て
い
な

い
が
、
そ
の
点
は
ど
う
考
え
る
か
。

【
木
田
氏
】
そ
れ
は
興
味
深
い
。
日
本
が

ア
ピ
ー
ル
し
た
要
素
と
、
実
際
に
日
本
に

来
て
み
て
良
い
と
感
じ
た
要
素
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
大
隅
】
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
事
前
に

い
た
だ
い
た
質
問
に
は
、
写
真
が
多
用
さ

れ
る
時
代
に
な
り
、
訴
求
力
が
落
ち
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
多
く
あ

っ
た
。
１
９
４
０
年
代
に
な
る
と
写
真
が

使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
増
え
る
が
、
イ
ラ

ス
ト
と
比
べ
て
ア
ピ
ー
ル
力
が
弱
い
気
も

す
る
。
一
方
で
、
我
々
も
日
本
の
良
さ
を

感
じ
取
る
力
を
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
そ
の
点
は

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

【
木
田
氏
】
写
真
が
使
わ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ

ー
も
あ
っ
た
が
、
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
の
反

応
の
差
を
確
か
め
る
の
は
難
し
い
。
ポ
ス

タ
ー
の
た
め
に
写
真
を
撮
る
と
い
う
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
同
じ
写
真
を
使
い
回

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
写
真
技

術
で
は
表
現
力
に
限
界
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
う
。

【
参
加
者
】
こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
は
ど
の
く

ら
い
印
刷
さ
れ
、
ど
こ
に
掲
示
さ
れ
て
い

た
の
か
。
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日
本
の
町
並
み
保
存
運
動
が
研
究
の
出
発
点

専
門
は
何
で
す
か
、
と
聞
か
れ
た
時
は
「
都
市
計
画
」

と
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
所
属
し
て
い
る
都
市
工

学
科
は
ま
さ
に
都
市
計
画
の
専
門
家
教
育
機
関
と
し
て

日
本
初
の
組
織
で
あ
り
、
都
市
計
画
が
専
門
だ
と
い
う

に
相
応
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
初
か
ら
私
は
都
市
計
画
に
対
し
て
違
和

感
を
抱
い
て
い
た
。
都
市
計
画
一
般
と
い
う
よ
り
、
私

が
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
１
９
７
０
年
代
当
時
、
教
え

ら
れ
て
い
た
都
市
計
画
に
対
し
て
違
和
感
を
抱
い
て
い

た
の
で
あ
る
。

当
時
の
都
市
計
画
と
は
、
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
都

市
の
古
く
さ
い
過
去
を
否
定
し
、
輝
か
し
い
未
来
を
も

た
ら
す
計
画
技
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

私
に
は
ど
う
し
て
も
身
の
回
り
の
生
活
の
記
憶
や
過
去

と
の
つ
な
が
り
を
消
し
て
い
く
よ
う
な
計
画
が
良
い
も

の
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

そ
の
頃
出
会
っ
た
の
が
、
当
時
黎
明
期
に
あ
っ
た
町

並
み
保
存
運
動
だ
っ
た
。
ま
ち
の
歴
史
を
活
か
す
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
ち
に
元
気

地
と
な
っ
て
地
域
経
済
を
潤
す
と
い
う
事
例
は
以
前
か

ら
も
あ
っ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
達
は
観
光

を
目
的
化
す
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
っ
て
い
た
。
ま
ち
づ

く
り
は
生
活
環
境
を
守
り
、
今
後
に
活
か
す
た
め
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

た
め
に
観
光
を
目
的
と
し
て
お
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
、

自
分
た
ち
の
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ
な
う
の
で
あ

っ
て
、
外
部
か
ら
の
来
訪
者
の
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
を

や
る
の
で
は
な
い
と
い
う
論
理
で
あ
る
。

た
し
か
に
そ
の
主
張
自
体
は
正
し
い
が
、
ど
の
ま
ち

に
も
必
ず
過
去
か
ら
の
経
緯
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
が
フ
ラ
ッ
ト
な
現
場
か
ら
出
発
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
も
限
ら
な
い
。
ま
た
、
町
並
み
保
存
が
一

定
の
成
果
を
挙
げ
る
と
、
必
然
的
に
来
訪
者
が
増
え
て

く
る
が
、
そ
の
先
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ま
ち
づ
く
り
と

は
無
縁
だ
と
も
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
私
は
次
第
に
、
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
観
光
と
の
接
点
に
研
究
上
も
必
然
的
に
接
近
し

て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
言
う
と
、
ま
ち
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

を
取
り
戻
す
運
動
で
あ
る
。
そ
こ
に
都
市
計
画
の
新
し

い
可
能
性
を
見
た
の
で
あ
る
。

い
や
、
正
直
に
言
う
と
、
日
本
の
古
い
町
並
み
の
魅

力
に
と
り
憑
か
れ
、
日
本
各
地
の
集
落
町
並
み
発
見
の

旅
に
仲
間
た
ち
と
出
か
け
た
か
っ
た
だ
け
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
、
訪
れ
た
各
地
で
魅
力
的
な
景
観
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
魅
力
的
な
リ
ー
ダ
ー
達
に
出

会
い
、
勝
手
に
自
分
に
と
っ
て
の
先
生
だ
と
見
定
め
て
、

研
究
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
各
地
の

歴
史
的
町
並
み
が
そ
の
ま
ま
青
空
教
室
だ
っ
た
。

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」へ

こ
う
し
て
町
並
み
保
存
運
動
を
都
市
計
画
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

物
理
的
に
歴
史
的
な
建
物
や
通
り
を
保
全
で
き
た
と
し

て
も
、
そ
こ
が
空
き
家
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
意
味
が
な
い
と
い
う
事
例
に
何
度
と
な
く
突
き
当
た

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
モ
ノ
の
保
存
だ
け
で
は
ま
ち

は
な
か
な
か
救
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
結
果
と
し
て
保
全
さ
れ
た
町
並
み
が
観
光

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
観
光

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科  

教
授　
　

西
村
　
幸
夫

連載Ⅰ
当財団専門委員

私の研究と観光
第5回
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歴
史
を
活
か
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
し
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
コ
ト
お
こ
し
に
も
広
が
っ
て
い
く
も
の

と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
の
発
現
が
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
発
想
だ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
側
が
観
光
を
次
第
に
受
容
し
て
い
く

と
同
時
に
、
観
光
の
側
も
個
々
の
競
争
を
乗
り
越
え
て

ま
ち
づ
く
り
へ
接
近
し
て
い
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
こ

の
言
葉
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。
１
９
９
０
年
代

後
半
の
こ
と
で
あ
る
。「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
の
発
想
を

議
論
し
て
い
る
場
に
は
、
当
時
、
運
輸
省
観
光
部
企
画

課
長
だ
っ
た
本
保
芳
明
氏
（
現
首
都
大
学
東
京
教
授
）

や
湯
布
院
の
桑
野
和
泉
さ
ん
な
ど
が
い
た
。

私
自
身
は
、
都
市
を
経
営
す
る
と
い
う
視
点
を
内
部

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
中
心
の
都
市
計
画
を
一
回

り
お
お
き
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。
並
行
し

て
、「
都
市
保
全
計
画
」
と
い
う
計
画
技
術
あ
る
い
は
学

問
分
野
と
も
言
え
る
も
の
を
確
立
し
よ
う
と
努
力
し
て

い
た
。
こ
れ
が
当
時
の
私
の
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。

『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』の
編
集
・
執
筆

こ
う
し
た
な
か
、
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
研
究
調

査
部
（
当
時
）
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
て
、「
観
光
ま

ち
づ
く
り
」と
い
う
用
語
を
初
め
て
使
っ
た
書
籍
『
観
光

ま
ち
づ
く
り
――
ま
ち
自
慢
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
』
を
２
０
０
９
年
に
出
版
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
本
は
、「
ま
ち
づ
く
り
か
ら
観
光
に
至
る
道
筋
」

を
私
の
研
究
室
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
事
例
と
共

に
紹
介
し
、
同
時
に
「
観
光
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
至
る

事
例
」
を
梅
川
智
也
研
究
調
査
部
長
（
当
時
）
を
は
じ

め
と
し
て
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
執

筆
す
る
と
い
う
協
働
作
業
で
進
め
ら
れ
た
。

協
働
作
業
は
有
意
義
で
あ
っ
た
し
、
出
版
さ
れ
た
本

も
そ
れ
な
り
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
言
え
る
が
、

両
チ
ー
ム
の
意
図
が
１
０
０
％
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
実
験
的
な
書
物
で
あ

っ
た
と
も
言
え
る
。

そ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
、
観
光
の
専
門
家
は
え
て

し
て
「
旅
行
商
品
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
が
、
ま
ち

づ
く
り
の
対
象
と
し
て
当
該
の
ま
ち
を
見
て
い
る
我
々

に
と
っ
て
、
そ
の
ま
ち
を
商
品
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
見

方
に
は
到
底
馴
染
め
な
い
、
と
い
っ
た
心
情
的
な
立
場

の
違
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
し
か
に
冷
静
に
考
え
る
と
、
い
か
に
ま
ち
づ
く
り

を
主
体
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
来
訪
者
側

か
ら
す
る
と
、
来
訪
先
と
し
て
考
え
ら
れ
る
数
多
く
の

選
択
肢
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
旅
行
の
な

か
で
あ
る
種
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
が
さ
れ
る
わ
け
な
の
で
、

商
品
と
い
う
よ
う
な
客
観
化
は
当
然
の
こ
と
と
も
言
え

る
。
そ
れ
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
ま
ち
の
側
か
ら
も
の
ご

と
を
考
え
る
身
に
は
そ
れ
は
と
て
も
受
け
入
れ
が
た
い

表
現
だ
っ
た
。

そ
れ
は
「
着
地
型
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
に
も
当
て

は
ま
る
。
着
地
す
る
の
は
来
訪
者
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て

地
元
住
民
で
は
な
い
か
ら
だ
。
ま
ち
の
側
か
ら
見
る
と
、

「
地
元
発
意
型
」
と
で
も
言
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
直
面
し
て

こ
う
し
て
私
は
町
並
み
保
存
運
動
か
ら
次
第
に
観
光

へ
接
近
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
近
年
の
圧
倒
的
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
圧
力
は
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
を

お
お
き
く
変
え
そ
う
な
勢
い
で
あ
る
。
観
光
の
経
済
的

位
置
づ
け
も
以
前
に
も
増
し
て
大
き
く
な
り
、
観
光
が

ま
ち
づ
く
り
の
一
部
と
な
る
こ
と
に
異
論
を
差
し
挟
む

人
は
以
前
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
本
の

副
題
と
し
た
「
ま
ち
自
慢
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
ま
ち
自
慢
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
目
か
ら
見

た
ま
ち
の
再
発
見
ま
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
や
地
域
の
将
来
戦
略
も
国
際
化
が
著
し
い
。

新
し
い
研
究
の
基
盤
が
う
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ

と
を
日
々
実
感
し
て
い
る
。

（
に
し
む
ら　

ゆ
き
お
）

西
村 

幸
夫
（
に
し
む
ら 

ゆ
き
お
）

１
９
５
２
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
都
市
工
学
科
卒
業
、
同
大
学

院
修
了
。
明
治
大
学
助
手
、
東
京
大
学
助
教
授
を
経
て
、
１
９
９
６
年
よ

り
東
京
大
学
教
授
。
主
な
著
書
に
『
図
説 

都
市
空
間
の
構
想
力
』（
東
京

大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
編
、
学
芸
出
版
社
、
２
０
１
５
年
）、『
ま
ち

の
見
方
・
調
べ
方
』（
西
村
幸
夫
・
野
澤
康
編
、
朝
倉
書
店
、
２
０
１
０

年
）、『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』（
西
村
幸
夫
編
・（
財
）
日
本
交
通
公
社
編
集

協
力
、
学
芸
出
版
社
、
２
０
０
９
年
）
な
ど
。
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こ
の
哲
学
的
な
表
題
の
古
い
本
を
「
わ
た
し
の

１
冊
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
以
下
の
２
つ
の

理
由
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
何
よ
り
、
学
生
時
代

に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
後
の
私
自
身
の
思
考
に
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一

点
は
、
こ
の
分
野
違
い
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
書

籍
が
、
観
光
地
や
施
設
づ
く
り
に
も
重
要
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

著
者
の
Ｎ
・
シ
ュ
ル
ツ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
建
築
史
、

建
築
論
を
専
門
と
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
は
、

人
の
営
為
や
存
在
に
対
す
る
哲
学
的
な
思
索
と
具

体
的
な
建
築
空
間
と
を
結
び
つ
け
、
そ
の
あ
り
方

に
裏
づ
け
を
与
え
よ
う
と
し
た
図
書
で
あ
り
、
単

な
る
哲
学
書
に
も
、
ま
た
建
築
の
方
法
書
に
も
と

ど
ま
っ
て
い
な
い
。
人
の
心
や
営
み
が
空
間
や
環
境

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
本
で

あ
る
。

本
書
の
主
た
る
論
旨
は
、「
人
間
が
対
象
に
向

か
っ
て
定
位
す
る
の
は
基
本
的
な
こ
と
」
で
あ
り
、

そ
の
定
位
に
お
い
て
人
間
は
「
環
境
と
の
間
に
力

動
的
な
均
衡
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
観
光
に
と

っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
「
寛
ぎ
」
や
「
安
ら
ぎ
」

に
も
関
係
し
て
お
り
、
少
し
乱
暴
に
言
え
ば
、
人

は
空
間
を
は
じ
め
と
す
る
身
の
ま
わ
り
の
環
境
に

し
っ
か
り
と
定
位
す
る
こ
と
で
安
息
・
安
寧
を
得

て
い
る
と
い
う
示
唆
で
あ
る
。
そ
し
て
、
定
位
の

手
が
か
り
と
し
て
、
中
心
│
場
所
、
方
向
│
通
路
、

区
域
│
領
域
と
い
う
概
念
を
提
示
し
つ
つ
、
地
理
、

景
観
、都
市
、住
居
、器
物
の
諸
段
階
に
お
け
る
様
々

な
事
例
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
人
と
環
境
と
の
関

係
構
築
の
あ
り
方
を
分
か
り
や
す
く
述
べ
て
い
る
。

観
光
地
を
は
じ
め
遊
楽
の
た
め
の
空
間
は
日

常
を
忘
れ
さ
せ
る
異
界
と
し
て
の
環
境
形
成
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
観
光
は
日
常
世
界
を
離
れ
る

行
為
で
あ
り
、
見
知
ら
ぬ
世
界
で
強
い
ら
れ
る
緊

張
を
い
か
に
解
き
ほ
ぐ
す
か
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。

こ
う
し
た
課
題
解
決
に
と
っ
て
、
容
易
に
し
っ
か
り

と
定
位
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
理
的
・
行
動
的
な

自
由
が
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
基
本
で
あ
る
こ

と
を
提
示
し
て
く
れ
る
図
書
と
言
え
る
。

こ
の
文
章
を
書
く
に
当
た
り
、
本
書
を
久
し
ぶ

り
に
手
に
と
っ
て
拾
い
読
み
し
よ
う
と
し
た
も
の
の

途
中
で
断
念
し
て
し
ま
っ
た
。
学
生
時
代
に
は
一
気

に
読
ん
で
し
ま
っ
た
し
、
そ
の
後
も
折
に
触
れ
て

開
い
て
い
た
の
で
、
特
に
難
解
と
い
う
印
象
は
な
い
。

実
際
、
哲
学
的
な
論
術
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、

具
体
的
な
空
間
事
例
を
引
き
な
が
ら
、
実
存
的
空

間
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
、
や
は
り
拾
い
読
み
で
済
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
る

本
で
は
な
い
よ
う
だ
。
寛
い
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
過
ご
せ
る
場
所
に
、
こ
の
一
冊
を
持
っ
て
行

き
、
周
辺
の
環
境
を
楽
し
み
な
が
ら
再
読
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

連載Ⅱ
当財団専門委員

わたしの1冊
第5回

東京大学大学院農学生命科学研究科
森林科学専攻　森林風致計画学研究室　教授　　　下村　彰男

『実存・空間・建築』SD選書78
ノルベルグ・シュルツ著、加藤邦男訳　
鹿島出版会　1973年（原書は1971年）

下村彰男（しもむら あきお）
　1955年兵庫県生まれ。東京大学農学部林学科卒。（株）ラック計
画研究所を経て、現在、東京大学大学院農学生命科学研究科教授
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所蔵図書紹介61

北
海
道
富
良
野
市
の
市
街
中
心
部
に
活
気
を
取
り
戻
す
べ
く
企
画
さ
れ
た
「
フ
ラ
ノ

マ
ル
シ
ェ
」。
そ
の
誕
生
ま
で
の
、
商
店
街
に
関
わ
る
人
々
の
奮
闘
記
。

マ
ル
シ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
は
２
０
１
０
年
春
。
こ
の
本
の
発
行
は
そ
の
３
年
後
。
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
謳
わ
れ
た
来
客
数
２
０
０
万
人
（
累
計
）
を
達
成
し
、
き
ち
ん
と
「
育
っ
た
」

こ
と
を
見
届
け
た
上
で
の
出
版
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
本
の
発
行
か
ら
さ
ら
に
３
年
経
っ
た
今
は
ど
ん
な
状
況
だ
ろ
う
。
調
べ
て
み
る

と
、
隣
接
地
に
「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２
」
が
２
０
１
５
年
夏
に
で
き
て
い
た
。
と
い
う
こ

と
は
順
調
な
の
だ
な
、
と
、
さ
ら
に
数
字
を
拾
っ
て
み
る
と
、
来
客
数
は
オ
ー
プ
ン
以
来

５
年
連
続
の
増
加
、
昨
年
春
ま
で
の
累
計
で
３
６
０
万
人
に
な
っ
て
い
た
。
初
年
度
は

55
万
人
、
５
年
目
は
85
万
人
だ
。

ち
な
み
に
富
良
野
市
の
人
口
は
２
０
１
６
年
４
月
時
点
で
２
万
３
０
０
０
人
弱
。
フ
ラ

ノ
マ
ル
シ
ェ
が
で
き
た
２
０
１
０
年
春
か
ら
１
５
０
０
人
ほ
ど
減
っ
て
い
た
。
年
間

１
８
０
万
人
と
い
う
富
良
野
へ
の
観
光
客
の
数
を
考
え
て
も
、
こ
の
来
客
数
は
す
ご
い
。

何
し
ろ
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
が
で
き
る
前
、
富
良
野
中
心
部
の
商
店
街
へ
立
ち
寄
る
観
光
客

は
年
間
８
万
人
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
。

フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
と
い
う
中
心
市
街
地
活
性
化
の
核
が
で
き
、
さ
ら
に
他
の
生
活
関
連

施
設
も
完
成
し
、
富
良
野
が
目
指
す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
の
形
が
整
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
街
が
さ
ら
に
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
だ
見
ぬ
続
編
が
読
み
た
く
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
オ
ヤ
ジ
た
ち
、
ち
ょ
っ
と
か
っ
こ
良
す
ぎ
。（
あ
）

近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
大
き
な
地
震
は
起
き
る
、
そ
の
覚
悟
は
あ
る
。
準
備
も
し
て

い
る
。
で
も
、
自
分
が
住
む
街
全
体
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
ら
？　

警
察
、
消
防
、
行
政

は
機
能
せ
ず
、
病
院
も
被
災
し
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
は
も
ち
ろ
ん
、
通
信
、
移
動
手
段

ま
で
も
が
絶
た
れ
た
ら
？　

そ
し
て
そ
こ
に
助
け
が
必
要
な
人
た
ち
が
い
た
ら
？　

そ
れ

は
、
実
際
に
起
き
た
。「
本
書
が
追
跡
し
た
の
は
、
そ
こ
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
レ
ス
キ
ュ
ー

機
能
ゼ
ロ
」
地
帯
に
、
果
敢
に
挑
ん
だ
の
が
一
般
社
団
法
人
釜
石
医
師
会
の
ド
ク
タ
ー
た

ち
だ
っ
た
。
本
書
は
そ
の
記
録
で
あ
る
」

序
章
で
著
者
・
芦
﨑
治
が
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
本
は
、
釜
石
医
療
圏
の
医
療
従
事

者
た
ち
が
、
極
限
状
況
の
中
で
示
し
た
「
現
場
力
」
と
「
人
間
力
」
の
物
語
だ
。
大
き
な

揺
れ
の
後
か
ら
、
あ
る
い
は
あ
の
津
波
の
直
後
か
ら
、
彼
ら
は
、
自
ら
の
判
断
で
、
や
る

べ
き
仕
事
を
始
め
る
。
程
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
エ
リ
ア
」
や
「
壁
」
を
も
超
え
て
、
医

療
現
場
は
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
始
め
、
最
終
的
に
は
「
釜
石
方
式
」
と
芦
﨑
が
称
え

る
災
害
時
医
療
モ
デ
ル
に
ま
で
昇
華
し
て
い
く
。
圧
倒
的
な
取
材
力
と
写
真
で
、
約

４
０
０
ペ
ー
ジ
を
一
気
に
読
ま
せ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
震
災
直
後
、
外
科
の
外
来
患
者
は
病
院
に
ほ
と
ん
ど
来
な
か
っ
た
の
だ

と
い
う
。
そ
の
、
生
か
死
か
と
い
う
厳
し
い
事
実
に
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言

葉
に
込
め
ら
れ
た
教
え
と
意
味
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
こ

の
釜
石
方
式
が
成
り
立
っ
た
の
は
、「
三
師
会
連
絡
協
議
会
」
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
た
、

日
頃
の
顔
の
見
え
る
付
き
合
い
の
賜
物
だ
し
、
訪
問
診
療
を
重
視
し
て
い
た
医
師
た
ち
が

い
た
か
ら
こ
そ
、
だ
。
こ
ん
な
地
域
、
日
本
に
い
く
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
。（
あ
）

四六判　216ページ
定価1,600円
学芸出版社
（2013年7月発行）

四六判　400ページ
定価1,500円
朝日新聞出版
（2015年5月発行）
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い
の
ち
の
砦 

「
釜
石
方
式
」に
訊
け

釜
石
医
師
会 

医
療
継
続
に
捧
げ
た 

医
師
た
ち
の
93
日
間

（
芦
﨑
治
著
、
朝
日
新
聞
出
版
）

フ
ラ
ノ
マル
シェ
の
奇
跡

小
さ
な
街
に
２
０
０
万
人
を
呼
び
込
ん
だ
商
店
街
オ
ヤ
ジ
た
ち

（
西
本
伸
顕
著
、
学
芸
出
版
社
）
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旅
行
年
報
２
０
１
５　
（
２
０
１
５
年
10
月
発
行
）

　

１
９
７
８
年
創
刊
の
年
報
。
観
光
に
関
す
る
各
種
統
計
資
料

お
よ
び
当
財
団
独
自
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
お
お
む
ね
過
去

一
年
間
の
動
向
を
概
観
し
て
い
ま
す
。「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」

「
訪
日
外
国
人
の
旅
行
市
場
」「
観
光
産
業
」「
観
光
地
」「
観
光

政
策
」
の
５
編
で
構
成
。
経
年
で
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
時
代

の
変
化
を
読
み
解
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
全
ペ
ー
ジ
公
開

中
で
す
。

平
成
27
年
度
観
光
地
経
営
講
座 

講
義
録

（
２
０
１
６
年
３
月
発
行
）

　
「
観
光
地
経
営
の〝
８
つ
の
視
点
〟
と
実
践
～
地
域
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
ど
う
捉
え
る
か
？
――
地
域
主
体
の
戦
略
を
考
え
る

～
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
講
座
の
講
義
録
で
す
。今
回
は「
市

場
創
出
（
新
た
な
魅
力
と
市
場
を
つ
く
る
）」
に
焦
点
を
当
て
、

特
に
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
へ
の
対
応
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
本
書

は
、
そ
の
中
か
ら
観
光
庁
、

岐
阜
県
、
白
馬
村
、
し
ま

な
み
海
道
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
講
演
内
容
と
総

括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

収
録
し
て
い
ま
す
。

旅
行
産
業
論
（
２
０
１
６
年
２
月
発
行
）

　

立
教
大
学
、
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
、
当
財
団
を
中
心
に
構

成
さ
れ
る
「
立
教
大
学
観
光
学
部
旅
行
産
業
研
究
会
」。
そ
の

研
究
会
が
、
立
教
大
学
の
講
義
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
て
旅
行
業

の
体
系
的
な
整
理
を
行
い
、
書
籍
化
し
た
も
の
で
す
。
実
務
的

内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
旅
行
業
全
体
を
学
術
的
か
つ
俯ふ

瞰か
ん

的
視

点
か
ら
解
説
し
て
い
ま
す
。

旅
行
業
の
分
析
、
考
察
に

も
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

学
ぶ
に
も
好
適
な
１
冊
。

２
０
１
５
年
度
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録
（
２
０
１
６
年
６
月
発
行
）

　

２
０
１
５
年
度
に
開
催
し
た
研
究
会
の
記
録
で
す
。
第
１
回

「
黒
川
温
泉
の
魅
力
の
根
源
に
せ
ま
る
～
黒
川
の
「
ふ
る
さ
と
ら

し
さ
」
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
～
」。
第
２
回
「
温
泉
地
と

災
害
を
考
え
る
（
第
１
部
：
日
本
の
温
泉
地
と
火
山
活
動
の
現

状
と
予
測
。
第
２
部
：
火

山
と
向
き
合
う
温
泉
地
の

現
場
か
ら
）」。
第
３
回「
温

泉
地
の
雇
用
と
人
材
の
問

題
を
考
え
る
」。
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特
集
：
旅
の
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
記
念

「
観
光
の
研
究
と
実
務
に
役
立
つ
図
書
館
」を
目
指
し
て

　

本
号
は
当
財
団
事
務
所
・「
旅
の
図
書
館
」
移
転
後
最
初
の
発
刊
号
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い

「
旅
の
図
書
館
」
の
施
設
や
蔵
書
の
他
、
観
光
研
究
者
や
実
務
者
に
お
す
す
め
の
図
書
、
観
光
地
に

お
け
る
図
書
館
の
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
観
光
の
研
究
や
教
育
の
現
場
、

観
光
の
実
務
な
ど
に
お
い
て
役
立
つ
新
し
い
「
旅
の
図
書
館
」
の
役
割
や
方
向
性
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

●
学
術
研
究
機
関
指
定
の
お
知
ら
せ

　

当
財
団
は
２
０
１
６
年
４
月
27
日
、
文
部
科
学
省
よ
り
学
術
研
究
機
関
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
受
託
調
査
や
自
主
研
究
・
事
業
に
加
え
て
、
学
術
研
究
機
関
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
観
光
研
究
に
尽
力
し
、
観
光
文
化
の
振
興
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
事
務
所
お
よ
び「
旅
の
図
書
館
」
移
転
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
、
当
財
団
は
２
０
１
６
年
８
月
22
日
（
月
）
よ
り
左
記
の
住
所
に
移
転
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、「
旅
の
図
書
館
」に
つ
き
ま
し
て
は
、同
住
所
に
て
２
０
１
６
年
10
月
３
日（
月
）

よ
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

新
住
所
：
〒
１
０
７-

０
０
６
２　

東
京
都
港
区
南
青
山
２
丁
目
７
番
29
号　

日
本
交
通
公
社
ビ
ル

●「
第
26
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
：
２
０
１
６
年
11
月
１
日
（
火
）・
11
月
２
日
（
水
）〈
予
定
〉

会
場
：
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
（
東
京
都
港
区
南
青
山
２
丁
目
７
番
29
号
）

　
『
旅
行
年
報
２
０
１
６
』（
２
０
１
６
年
10
月
発
行
予
定
）
の
内
容
を
中
心
に
、
旅
行
市
場
や
観

光
産
業
、
観
光
地
、
観
光
政
策
の
動
向
を
当
財
団
の
研
究
員
が
解
説
し
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http//w

w
w
.jtb.or.jp

）
で
順
次
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
３
１
号 

２
０
１
６
年
10
月
11
日
発
行
予
定
）

　当財団のホームページに掲載している、最新15本のリストです。各研究員の経験と視点と個性から綴られたコラム
をぜひご一読ください。毎週月曜日の更新です。

№ 293	 観光分野における我が国の国際貢献	 菅野正洋
№ 294	 スポーツと観光 ～東京マラソン、地方のマラソンに参加して	 久保田美穂子
№ 295	 旅行は“行ったことのないところに行く派”？“知っているところにもう一度行く派”？	 五木田玲子
№ 296	 まちづくりと観光事業の間にある壁⑤	 後藤健太郎
№ 297	 旅行収支にみる産業としての教育	 塩谷英生
№ 298	 遠くのひとに声を届ける	 清水雄一
№ 299	 YouTubeで見られる戦前の国内観光地	 外山昌樹
№ 300	 ニュージーランドの森で考えた ～kiwiの国の実現力・改善力	 中島泰
№ 301	 域内調達率の向上について改めて考えてみる	 西川亮
№ 302	 熊本地震が観光に与える影響 ―過去の経験から得られたこと、学ぶべきこと	 牧野博明
№ 303	 売りたいものの“先”にあるもの ～ソフトクリームに隠された秘密～	 福永香織
№ 304	 台湾・高雄のMICE	 守屋邦彦
№ 305	 山梨県立富士山世界遺産センター オープン	 吉澤清良
№ 306	 仮想現実と観光の未来	 吉谷地裕
№ 307	 旅館がインバウンドに対応するために	 相澤美穂子

「研究員コラム」の紹介
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Cover Story
山陰海岸国立公園内にある鳥取県岩美町は兵庫との県境に
あり、いくつもの美しい海岸がつづく。その一つが城

しら

原
わら

海岸
であり、海から突き出た形の菜種五島の光景は目にまぶしい。
また海水浴に適した陸

く

上
がみ

海岸に打ち寄せる白い波頭が砂浜
に押し寄せ美しく描き出していた。

（Photo and Words by 樋口健二）

観光地における雇用環境を考える
｜｜「地方創生」と観光

特
集
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観
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を
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「
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方
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光
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